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プロローグ







　夜の静けさに包まれる、寝室。

　三み嶋しま美み紅くと夫の彰あき史ふみは、ベッドの中で身を寄せ合っていた。

「お正月休み、終わっちゃったね」

「そうだね」

　ため息混じりで呟いた美紅に、彼が小さな笑みを零す。

　年が明けてから瞬く間に三が日が過ぎ、正月休みはあっという間に終わりを迎えていた。

　年末にはふたりで大掃除に励み、仲良く買い出しに繰り出したり、大晦日には除夜の鐘を聞きながら年越しそばを食べて新年を迎えたり、元日には両家へ挨拶に行った。

　その間ずっと彰史と一緒にいたため、明日からはまた彼が仕事で家を空けると思うと、美紅は早くも寂しさを感じ始めていた。

「美紅、そんなに寂しそうな顔をしないで」

「ごめんね。でも、休みが終わるのが寂しくて……」

　美紅のパート先のカフェ『フルール』は、年末年始は店自体が休業だったため、互いに一週間ほどゆっくりと過ごせた。

　大掃除を済ませてからはのんびりでき、居心地の好い両家の実家では羽を伸ばせた。なによりも愛する夫と四六時中一緒にいられたおかげで、実に有意義だった。

　それが今日で終わると思うと、美紅の気分はどうしても沈みがちになる。

　休みの前には年末年始が待ち遠しかったはずなのに、いざ休みに入ってみれば本当にあっという間だった。数日後には週末がやってくるとはいえ、憂鬱な気分は拭えない。

　その上、次の長期休暇であるゴールデンウィークは、まだまだ先なのだ。

「俺だって美紅とずっと一緒にいたいよ」

　彰史も同じ気持ちでいてくれるのだと思うと嬉しい。反面、彼の言葉が余計に寂寥感を助長させるようでもあり、なんとも複雑だ。

「おいで、寂しがり屋さん」

　そんな美紅に、彰史が優しい笑みを向ける。素直に甘えるように彼にくっつけば、逞しい腕が美紅の身体を抱きしめてくれた。

　安堵感を抱かせてくれる体温、嗅ぎ慣れた匂い。硬い胸板の感触もまた、美紅の心を優しく満たし、穏やかな幸福感を抱かせてくれる。

　甘えるように自らも抱きつけば、柔和だった空気に艶が混じる。

「彰史さん、キスして？」

　美紅のおねだりに、彰史が瞳を緩める。次いで、彼の骨ばった手が伸びてきて、美紅の顎をするりと掬い上げた。

　身体を横たえて向かい合っていたふたりの唇が、そっと重なる。触れ合うだけのキスなのに、美紅の胸の奥がキュンと高鳴った。

　もっと……と言葉にする代わりに、美紅が彰史の首に手を回す。すると、彼は上半身を起こすようにして、美紅の唇に再びくちづけた。

　触れ合うだけのキスを数回繰り返したあと、彰史が美紅の唇を食んだ。甘やかすように優しく、けれどしっとりとしたくちづけには、淫靡な熱が孕んでいる。

　程なくして、美紅の唇を割り開くように舌が入り込んできた。

「んっ……」

　吐息とともに甘えた声が漏れる。ゆっくりと絡ませられた舌を受け入れると、美紅も彼に倣うように舌を動かした。

　愛欲を煽るような水音が響き、体温が静かに上昇していく。

　魅惑的なキスに夢中になっているさなか、彰史の手が美紅の首筋をそっと撫で、お揃いのシルクのパジャマの上を滑っていった。

「ふっ……」

　悩ましいほど豊満な双丘に触れられるだけで、美紅の唇からは期待に満ちた吐息が零れ落ちる。直後、唇を離した彼が目を眇めるようにして美紅を見下ろした。

　視線がぶつかり、そこに秘められた雄の欲に気づかされてしまう。

「明日からしばらく忙しくなる分、今夜はたっぷり抱かせて」

　情欲を隠すことなく誘惑されて、美紅はうっとりとした笑みを浮かべた。

「うん……。たくさんキスして、いっぱい触れてほしい」

　結婚した当初からは考えられないほど、自然に素直な気持ちを紡げてしまう。

　彰史は嬉しそうに唇の端を吊り上げると、美紅のパジャマの裾から手を入れ、滑らかな下腹部をそっと撫でた。それだけで、美紅の背中がゾクゾクと粟立っていく。

　そっと這い上がってくる大きな手に意識を奪われかけた時、何度目かわからないキスが落ちてきた──。
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　一月も半月が過ぎた土曜日。

　美紅と彰史は、戸建てを購入することになったため、品しな川がわ区内にあるハウスメーカー『ミヤマハウス』を訪れていた。

　すでに土地も決まり、現在は住宅プランを立てているところだ。

　昨年の結婚記念日のお祝いでディナークルーズを楽しんだ際、彰史から引っ越すことを提案され、彼が希望するのなら……と頷いた。

　３ＬＤＫの今のマンションは、彰史が独身時代から住んでいた家である。

　美紅自身は不便さを感じていたわけではないが、彼がもう少し広いところに引っ越したがっていることは知っていた。

　もともと彰史の自室だった部屋は夫婦の寝室になり、その次に広かった彼の書斎は美紅に譲ってくれた。

　現在、彰史が書斎にしている一室は、部屋というよりも納戸のような造りである。書棚を増やしたい彼にとっては窮屈なのだろう。

　それに、もし子どもが生まれれば、ますます手狭になってしまう。さらに言えば、子どもができてから引っ越しをするのは大変に違いない。

　そういった理由から、引っ越してもいいかもしれない……という結論に至った。

　子どもを授かれない場合も考えてはいるが、『それでも夫婦の終の棲家にすればいい』という彰史の言葉が美紅の背中を押したことも、大きな理由だった。

　そして、彼の提案で今よりも美紅の実家に少し近くなる場所に土地を購入し、そこに家を建てようということになったのだ。

　彰史の通勤時間は長くなるし、三嶋の実家との距離も少し離れるものの、彼は子どもができたあとのことを想定し、なによりも妻の実家に近い方がいいと判断したようだった。

　美紅のパート先のフルールも遠くなってしまうが、実は六月に二号店がオープンすることが決まっており、店長がそちらへの異動を提案してくれた。奇しくも、二号店は新居から通いやすい場所に展開するため、美紅にとっては願ってもない話だった。

「では、リビングは先日ご提案した通り、半分を吹き抜けにするということでよろしいですか」

「はい。お願いします」

　彰史が答える隣で、美紅も頷く。

　リビングを吹き抜けにするかどうかが決まらず、最終期限の今日までハウスメーカーの担当者には待ってもらっていた。

　広々としたように見え、部屋が明るくなることから、彼はリビング全体を吹き抜けにすることを希望したが、美紅はあまり乗り気にはなれなかった。

　家を建てるにあたって色々と調べたところ、『吹き抜けは光熱費が高くなる』という意見をいくつも目にしたからだ。確かに、美紅の実家のリビングは吹き抜けだが、母は夏と冬になると『光熱費が一気に上がる』と口にしていた。

　一方で、吹き抜けに魅力を感じた彰史と意見が分かれたのだ。

　住宅プランを考え始めてから、ふたりは意見が割れることが増えた。いつもは美紅を優先してくれる彼も、今回ばかりはすぐに折れることはなく、何度も話し合いを重ねた。

　喧嘩というほどではないにしても、不穏な空気が流れたこともある。

　そんなふたりにとって、ハウスメーカーの担当者は良きアドバイザーだった。

　彰史の父の信のぶ夫おが紹介してくれたミヤマハウスはとても良心的で、三十代前半くらいの男性担当者は、いつも夫婦の意見を尊重しつつ様々なプランを提示してくれた。

　おかげで、リビングについては『半分を吹き抜けにする』というところに収まり、他のことについてもどうにか上手く纏まった。

　注文住宅にすると決めてからは、土地探しに週末を費やし続けた。

　その傍らで、家を建てる時の注意点や失敗談を検索したり、互いのイメージする家をＳＮＳで探したりと、とにかく毎日が目まぐるしかった。

　週明けはいつも疲労感が抜けず、日曜日の夜には泥のように眠ったことも少なくはない。

　けれど、ようやく次の段階に進める今は、彰史とこだわった新居の完成が楽しみで仕方がなかった。

　とはいえ、着工はまだ先で、完工予定も八月の下旬頃である。

　振り返ればあっという間かもしれないが、まだ随分と先のことのように思えた。

「それでは、本日の打ち合わせは終了となります。住宅プランはこれですべて決まりましたが、なにかありましたらご主人様にご連絡させていただきますね」

「ありがとうございました」

　声を揃えた美紅と彼に、担当者が穏やかな笑顔を見せる。

　ふたりはもう一度お礼を言うと、ハウスメーカーを後にした。

　

　その夜、美紅と彰史はお風呂を済ませてからソファーで肩を並べていた。

　慌ただしい日々はまだ続くが、まずは一段落したことを労い合うことにし、百貨店の地下で購入したデリカとシャンパンをローテーブルに広げてささやかな祝杯を上げる。

「この家ともあと半年くらいでお別れなんだね」

「寂しい？」

「うん。新居の完成は楽しみだけど、ここは彰史さんとの思い出がたくさんあるからやっぱり寂しいよ。でも、彰史さんの方が長く住んでたんだし、きっと私よりも寂しいよね」

「いや、そうでもないかな」

「え？」

「俺、独身時代は仕事に追われてばかりで家には寝るためだけに帰ってくることが多かったし、美紅と結婚する前のことを思い出しても家にはそんなに思い入れはないんだ」

　そういえば、彼は随分とワーカホリックだったようだ。

　大学院に進み修士号を取って就職したあとは、働き詰めだったと聞いたことがある。

　彰史の勤め先であり美紅の父である増ます岡おか隆たかしが専務を務める大手食品メーカー『シブサワ堂どう』は、優良企業としても名を馳せている。

　ただ、三十二歳の若さで企画部の課長という肩書きを持つ彰史は、きっと美紅の想像以上に忙しい日々を送っていたに違いない。

　結婚前の彼のことはよく知らないが、これまでに聞いた話を思い出せば、今よりもずっと大変だったのは間違いないだろう。

「でも、美紅との思い出が詰まった家ではあるからね。まったく寂しくないわけではないよ」

　優しく微笑む彰史に、美紅は瞳を緩めてみせる。

　リビングに飾ってある写真に視線を遣れば、様々な思い出が脳裏に浮かんだ。

　彰史と出会ったのは、美紅がまだ高校三年生だった頃のこと。

　珍しく酔い潰れた美紅の父を送ってきてくれた彼を一目見た時、美紅は鼓動が速まるのを感じた。

　しかし、その時は彰史と挨拶を交わした程度で、父から彼の名前を教えてもらったところで、異性に免疫がなかった美紅にはどうすることもできなかった。

　ところが、その二年後。

　ある日を境に、彰史は美紅の実家を訪れるようになった。彼のことを気に入っていた父が、なぜか唐突に夕食に招待し、それを機に幾度となく招くようになったのだ。

　男性に慣れていなかった美紅も次第に彰史と打ち解け、勉強を見てもらったり就活の相談に乗ってもらったりするようになった。

　女子高育ちで、自他ともに認める箱入り娘だった美紅が、彼に初恋を捧げることになったのはきっと必然だったのだろう。

　けれど、大学卒業間近に勇気を出して告げた想いは実らず、あえなく失恋した。

　新生活が始まっても、長らく新しい恋には踏み出せずにいたけれど……。美紅のそんな想いを知ってか知らずか、美紅が社会人二年目の時に父が画策したお見合いによって彰史と再会し、あろうことか彼からプロポーズをされたのだ。

　驚きながらもプロポーズを受け、四ヶ月後には結婚してこの家に住むようになった。

　最初はなかなか本音を言えなかったり、なにもかも彰史が初めての美紅は些細なことにも戸惑ったりと、幸せながらも悩みを抱えていた。

　その後、本音を打ち明け合ったのをきっかけに夫婦仲が深まり、彼の同僚や美紅の同級生に振り回されたこともあったが、今日まで夫婦としての関係性を育んできた。

　結婚して二年以上が経った今も毎日が充実し、幸福感で満ちている。

　この先、喧嘩をしたりすれ違ったりすることもあるかもしれないが、彰史以上に愛せる人も、彼以上に自分を愛してくれる人もいないと思うほどに──。

　

「美紅」

　ぼんやりとしていた美紅が顔を上げると、彰史に唇を塞がれた。シャンパン風味のキスは、優しくて心地好い。

　うっとりとしながら瞼を閉じれば唇を食まれ、美紅もお返しとばかりに彼の唇を啄んだ。

　戯れのようなくちづけに、胸の奥がキュンと締めつけられる。

　美紅が彰史の首に手を回すと、彼も美紅の背中を一撫でしてから腰を引き寄せた。

　髪からはシャンプーの香りが漂ってくる。どちらのものかはわからないが、清潔感のある匂いが鼻先をくすぐるたびに安堵感を抱いた。

　甘いキスに心を奪われて、美紅の身体を撫でる手に意識が集中する。腰を這っていた温もりがウエストラインで轟き、ふわりとこすられる。

　快感には程遠く、くすぐったさの方が勝る。それでも、自分に触れているのが彰史だと思うだけで、期待感と体温が高まっていく。

　キスも触れられるのももう何度目かわからないのに、彼に愛されているという事実にドキドキさせられてしまう。

　そんなことを考えていると、唇の隙間から彰史の舌が侵入してきた。

　歯列をたどるように動く熱塊の感触に背筋が粟立ち、粘膜同士がこすれ合う感覚にゾクゾクする。無意識のうちにこのあとのことを想像して、下肢がきゅうっ……とすぼまった。

　舌を捕らえられ、それに応えるように美紅も彼の舌を捕らえ返すと、互いを求め合ってくちづけが深くなっていく。

　舌が解けそうになるともっと強く結ぼうと絡ませ、水音を響かせながらキスに陶酔した。

　呼吸が苦しくなっても、唇を離すのも忘れて彰史にしがみつく。やがて、唾液ごと食い尽くすがごとく、舌をちゅうっと吸い上げられた。

「んんっ……はぁ……」

　そっと離れたふたりの唇を繋いでいた透明な糸が、数舜してぷつりと切れた。

「顔が赤いね」

　熱を帯びた頬が彰史の左手に包まれ、もう片方の手がたわわに実った双丘に触れる。美紅がピクンッと肩を跳ねさせてしまうと、彼がうっすらと笑みを湛えた。

　眇めた目に射抜かれた美紅は、わずかな戸惑いを浮かべる。

「……ここでするの？」

「夏にはこの家ともお別れだからね。それまでに色々な場所でしておかないと」

「っ……！」

　途端に動揺を見せた美紅に、彰史がクスッと笑う。

「寝室はもちろん、キッチンやお風呂……ああ、書斎や美紅の部屋もいいね。そういえば、ベランダと廊下ではまだしたことがなかったな」

「べ、ベランダなんて……」

　からかわれているとわかる反面、本当にされるんじゃないかと脳裏に過る。

「そうやって戸惑っていても、美紅は素直で感じやすいからたくさん乱れるよね」

　楽しみだな、と独り言のように落とした彼が瞳を緩める。簡単に想像力を働かせてしまう美紅は、ますます顔を真っ赤にした。

「……なんてね。さすがの俺でも、ベランダではしないよ」

　彰史は美紅の唇に触れるだけのキスを落とすと、「でも今夜はここでするけどね」と悪戯な声音で囁く。耳元に彼の吐息が当たり、下腹部がキュンと戦慄いた。

「そろそろちゃんと集中して」

「ァッ……」

　ギュッと胸を掴まれ、身体がわずかに跳ねる。痛くはない程度の力加減だったが、美紅の意識を奪うには充分だった。

　ゆったりと揉みしだかれる膨らみが、彰史の手の動きに合わせて形を変える。弾力のある柔らかな感触を、彼はじっくりと楽しんでいるようだった。

　反して美紅は、悦楽には届かない中途半端な感覚に腰を小さく捩った。

「じれったそうだね」

「……意地悪」

「意地悪じゃないよ。前にも言っただろう？　こういうのは、可愛がっているとか愛でているって言う方が正しいんだ」

　もっともらしい言い方ではあるものの、悪戯な笑みを浮かべる彰史を見ていると、やっぱり「意地悪だよ」という感想しか出てこない。

「心外だな。俺は誰よりも美紅を愛しているし、こうして可愛がっているのに……」

　美紅が眉を寄せると、わざとらしく肩を竦めていた彼が目尻をふっと下げた。

「そんな顔しないで」

　彰史は言い終わるよりも早く、ルームウェアの裾から手を入れてきた。

　少し冷たい手にピクンッと下腹部を震わせたのも束の間、今度は焦らすことなく双丘にたどりつき、いきなり先端を探り当てられてしまった。

「あんっ！」

「あれ？　今日は下着をつけていないんだね」

　ルームウェアがモコモコの素材なのをいいことに、今夜はブラをつけていなかった。

　いつもはナイトブラや可愛いランジェリーをつけるようにしているが、少し疲れていたのもあって、下着の締めつけが煩わしく感じたのだ。

　なにより、ここ最近は情交の回数が減っていたため、油断していたのもある。

　住宅プランを立てるのは予想以上に大変で、抱き合う余裕もなく眠る日が増えていたことで、まぁいいか……とつい思ってしまった。

「やっ……」

　恥ずかしがる美紅に反し、彼の目は生き生きとしている。

「俺は嬉しいよ。いつもみたいに可愛い下着を脱がすのも楽しいけど、簡単に美紅の弱いところを可愛がれるのも興奮する」

「……っ」

　あけすけに言われて、美紅の顔がボッと熱くなる。

「でも、こういう無防備なことは俺以外の前ではしないようにね？」

　こんな格好、彰史以外の人の前でするわけがない。美紅が必死になって大きく頷けば、彼がクスクスと笑った。

　彰史は満足そうな顔で美紅の唇を塞ぎ、甘噛みのようなキスを繰り返した。

　その間にも敏感な突起をくすぐられ続け、ピリピリとした淡い快楽が芽生えていく。

　指の腹でこするようにしたり、そっと捏ねるようにいじくったり……。美紅の弱点を熟知している彼は、美紅の身体が悦ぶ触れ方をよく知っている。

　わずかな時間で熱を与えるのは、彰史にとってはあまりにも簡単なことだった。

「ん、っ……ぁ……」

「これ脱ごうか。ほら、手を上げて」

　言われた通りにすると、ルームウェアを脱がされた。エアコンが効いているとはいえ、無防備になった上半身に当たる空気はひんやりとして少しだけ肌寒い。

　そのせいか、再び伸びてきた彼の手が肌に触れた時、体温の差をはっきりと感じた。

「ここ、少し勃っているね」

「だって……」

　恥じらう美紅に、彰史が瞳を緩める。豊満な双丘の先端を摘まんだ彼は、素直に反応する身体を弄んだ。

「ふっ……ぅ……」

　薄桃色の飾りは軽く芯を持ち、その存在を主張し始めている。

　指の腹をこすり合わせるようにして捏ね、かと思えばカリカリとくすぐられ、淡い喜悦が広がっていく。もどかしさもあるのに、愛欲が湧き上がってきた。

　節くれだった指がうごめくたび、美紅の身体が従順に反応する。

　彰史はひとしきり小さな突起を可愛がると、優しくくちづけた。

　色づき始めていた粒に唇が触れた直後、口内に含まれてしまう。舌でくすぐるようにして舐め、そっと吸い上げられると、美紅の腰が震えた。

　指先よりもずっと鋭い感覚に、艶やかな吐息が漏れる。時折混ざる声は甘く、確かな悦びをあらわにしていた。

　突起のくぼみをほじくるようにしたり、蕾全体を丹念に舐め上げたり。そのまま軽く歯を立てたあとには、舌が纏わりついてねぶってくる。

　まるで飴玉を転がすがごとくじっくりと味わわれ、反対側の果実は指先でいじくられて、小さな姫粒から下肢に向かって甘切ない熱が広がっていった。

「あんっ……！」

　甘噛みされたまま舐められるとたまらなくて、美紅は何度も甲高い声で啼いた。

　すっかり硬くなった尖りは、赤々と色づいて腫れている。さらに鋭敏になったそこに舌が軽く触れるだけでも、下腹部が疼いて仕方がなかった。

　ほとんど無意識のうちに下肢をすり合わせると、ショーツからひんやりとした感触が伝わってきた。

「そっちも触ってほしくなった？」

　意地悪な質問に、美紅が眉を下げる。けれど、早く触れてほしいのも事実で、羞恥を押しのけるようにして口を開いた。

「うん……」

　素直な答えに、彰史が満悦の笑みを浮かべる。どこか雄臭い表情に見入っていると、身体を押し倒されてしまい、美紅の視界には彼の顔と天井が映った。

　色香を纏った笑みを前に、思わず息を呑む。間を置かずしてショートパンツを脱がされ、「これも脱いでしまおうか」と言った彰史が手際よくショーツも剥いだ。

　一糸乱れぬ彼に反し、自分だけがなにも身に纏っていない状況が羞恥を煽る。

　それでも、身体は触れてもらえることを待ちわびていて、自然と抵抗もしなかった。

　おもむろに伸びてきた指先が、秘所に触れる。そこで指を動かされると、くちゅんっ……と淫靡な音が響いた。

「もう濡れているね。早く触れてほしかった？」

　意地悪な笑顔を見つめ返し、吐息混じりに首を縦に振る。

　どうすれば気持ちよくなれるのかは、もう知っている。節くれだった指で弄ばれるのを、内心では今か今かと期待していた。

「ふっ……んっ、ぁ……」

　そんな美紅に応えるように、彰史の指が花弁をこする。割れ目に沿って往復する指は、優しく襞を撫で、上部にある小さな蕾をかすめていく。

　何度も繰り返されて敏感な花芽は熱を持ち、少しずつ硬さを帯びて存在を主張し始めた。

　そのうちに花粒をクルクルと回すように捏ね、一点だけを集中的に責められて、思わず足の指がギュッと丸まった。

「あぁっ、ぁっ……んぁっ……ッ」

　包皮から顔を出した花芯に蜜をまぶされ、指の腹で押したり指先で引っかかれたりすると、たまらなく気持ちいい。

　愉悦が膨れ上がるのに比例して、姫核がツンと尖った。

「ここ、硬くなっているね」

　美紅を見下ろす彰史は、獰猛な色香を纏った視線を逸らさない。その間にも蜜粒はいたぶられ、喜悦は膨れ上がっていく。

「そろそろ軽くイっておこうか」

　それは、質問だったのか独り言だったのか。

　考えるよりも早く淫芽を激しくこすられたかと思うと、背中を反らせた美紅を押さえつけるように腰を掴まれてしまう。

「んぁっ……！　ひゃぁあっ、ッ……ああぁぁぁぁっ……」

　とどめとばかりに脆弱な真珠をグリッと押し潰され、容赦のない愛撫に身体は勝手に高みへと駆け上がった。

　甘い痺れに包まれた肢体から力が抜ける。

　程なくして美紅がキスをねだろうとした時、彼は白く滑らかな両脚を抱えたあとで下肢に顔を近づけてきた。

「やっ……」

「嫌じゃないだろう？　美紅の『嫌』は悦んでいるようにしか聞こえないよ」

　薄い茂みを掻き分けた彰史が、秘部を見つめる瞳を緩めた。

「よく濡れているね。それにほら、ここは真っ赤に腫れているし、舐めてほしそうだ」

　うっとりとしたような顔で指摘されて、恥ずかしくてたまらない。

　もう数え切れないほど身体を重ねているのに、いやらしい言葉で嬲られるたびに泣きたくなるほどの羞恥に襲われる。

　彼は間違いなくそのことを知っていて、こうして顔を真っ赤にする美紅を見るのが愉しみで仕方がないようだった。

　ふぅっ……と息を吹きかけられ、腰がピクンッと跳ねる。次いで、両手で襞を大きく開くようにした彰史の舌が、淫裂をゆっくりと舐め上げた。

　刹那、甘切ない悦楽がまるで雷いかづちのように襲いかかってきた。

　蜜口に差し込まれた舌が再びあわいをたどり、蜜核を捕らえる。繰り返し下から持ち上げるように舐められて、あまりの快感に細くしなやかな腰が大きく戦慄いた。

「あっ、ぁッ……んぅっ、アンッ……」

　絶え間なく悦楽を送り込まれ、全身の血が濁流のごとく身体中を巡る。

　美紅の意思を置き去りにしたまま、身体は頂きに向かっていく。

　艶と淫蕩さを助長するかのような水音が響き、鼓膜を侵される。姫核は今にも弾けそうなほどパンパンになり、針で突けば割れてしまいそうだった。

「はぅっ……!?　ぁんっ！」

　やがて、彰史はなんの前触れもなく蜜口から二本の指を侵入させ、収縮する柔壁を撫で回した。

　入り口あたりをこすり、二本同時に出し入れして指に蜜を纏わせていく。舌で花芯をいじくられたまま内襞まで刺激されて、美紅の中に蓄積していた蜜欲がさらに膨張する。

　指も鉤状に曲げた彼は、舌で陰核を押し潰しながらその裏側を掻きむしった。

「……ひぅっ!?」

　苛烈な刺激が脳天まで突き抜けるような感覚に、美紅は反射的に腰を引いてしまう。

　けれど、身体の下にあるソファーのせいで逃げ道はなく、両脚をがっちりと掴まれている状態では膝から下にしか自由は与えられない。

　せめてもの抵抗で宙を掻いた足先は、抵抗というには弱過ぎてどうにもならなかった。

　二度目の絶頂が迫ってくる。

　それを見計らっていた彰史は、指の腹で美紅の弱点を押しては引っかき、極めつけにパンパンに腫れた姫粒をちゅうっ……ときつく吸い上げた。

「ぅあっ……！　ッ……ひっ、ああぁぁぁあっ──」

　法悦の波に飲み込まれ、背中が大きく反る。甲高い声を上げた喉は詰まり、一瞬呼吸が止まった。

　深過ぎない絶頂なのに、身体はじんじんと痺れて脳がわずかに白んでいる。

　額に彼のキスを受け入れながら、瞼を閉じて呼吸を整えた。

「美紅、もう眠い？　今夜はやめておこうか？」

「ん……大丈夫だよ」

　再び目を開けて微笑むと、真っ直ぐな視線が注がれていた。

　中途半端な熱が余計に身体を疼かせるのは、彰史もわかっているはず。彼はそれを証明するように目を眇め、美紅の唇を優しく塞いだ。

　食むようなくちづけを繰り返す間に、彰史もパジャマを脱いでいく。自ら舌を求めて搦めれば、逆に舌を捕らえ直されて吸い上げられた。

　くぐもった声が漏れた直後に身体を起こされ、下着まで脱ぎ捨てた彼の膝の上に乗せられる。腰に手を回されると、期待で胸がいっぱいになった。

　いつの間に準備していたのか、彰史はコンドームのパッケージを破り、ふたりの肢体の間でそそり勃つ雄芯に薄膜を纏わせた。

　思わずその様子を見ていると、彼がクスッと笑いを零した。

「そんなに期待した目で見られるとそそられるよ」

「ぁっ……だって……」

「別に咎めたわけじゃない。美紅が俺を求めてくれているのが嬉しいんだ」

　喜びを隠さない笑顔に、胸の奥が高鳴る。甘やかな音を立てる鼓動が速まり、まるで心臓をギュッと掴まれた気がした。

　この気持ちを伝えたくて彰史の首に両手を回して唇にキスをすると、お返しとばかりに触れるだけのくちづけが与えられた。

「挿れるよ」

「うん」

　軽く腰を浮かせれば、彼が瞳を緩める。

　淫裂に屹立が触れた瞬間、吐息が漏れた。

　秘所を数回往復した熱芯を蜜口にあてがわれ、細い腰を掴む骨ばった手に力が込められる。美紅も腰を押しつけるようにすると、硬く逞しい肉塊が体内に押し入ってきた。

　圧迫感に息を詰め、反射的に彰史にしがみつく。

　身体をこじ開けられるような感覚は苦しくもあるのに、少しずつ侵入してくる雄刀に蜜壁をこすられると快楽が芽生える。

　隘路は愛する夫の欲望を歓待し、きゅうきゅうと轟いていた。

「……ハッ」

「はっ、ん……ぁっ」

　喜悦をこらえる息遣いが胸元に触れ、美紅の興奮を煽ってくる。

　早くすべてを埋め尽くしてほしくなって、彰史が腰を突き上げるタイミングで自らもお尻をグッと下げた。

「あぁっ……」

　深く突き刺さった楔が、蜜壺をあますことなく侵す。悦び震える内壁は剛直にしがみつくがごとく、ぎゅうぅっ……と締めつけた。

「ッ……動くよ？」

　美紅は眉を寄せながら首を縦に振り、彼が軽く腰を引くのに合わせて自身もお尻を浮かせ、腰を落とした。

　相手に甘美な毒を与えるために、下肢をぶつけ合う。動くたびに上半身が隆起した胸板でこすれ、双丘の先端も刺激された。

　普段ほどの激しさはないが、それでも全身が総毛立つような感覚に息を詰める。

　向かい合って快感を貪り合う光景は、筆舌に尽くしがたいほどいやらしい。

　身体は勝手にさらなる喜悦を求め、腰を上下させていた。

「んぁっ、ぁ……やんっ……あぁっ、アッ……」

「美紅……可愛いっ……」

　夢中になる美紅に、彰史が満悦の笑みを浮かべた。

　最初の頃は羞恥ばかりが勝り、本音もなかなか言えなかったのが嘘のように、今では美紅自身も積極的に動いているのだ。彼にとっては、嬉しくてたまらないのだろう。

　美紅も、彰史の表情にますます欲情し、腰を回すようにしてグイグイとお尻を押しつけてみせる。すると、雄の欲望を纏った刀身がさらに膨張した。

「ほら、っ……もっと突いてあげる……ハッ……」

　荒々しく息を吐き出した彰史の額や身体には雫が滲み、美紅の肌もしっとりと汗ばんでいる。全身の体液を混ぜ合うかのような行為が、さらに互いの愛欲を煽った。

「やあぁっ……」

「ここと、奥……美紅はどっちも好きだよね？」

　ズンッと突き上げられ、美紅の喉が仰け反る。思わず跳ねた肢体が逃げそうになると、細い腰をグッと引き寄せられた。

「ひぁっ……！　だめっ……！　まって……」

　刹那、最奥に突き刺さった熱杭が、まるで脆弱な部分をこじ開けるようにグリグリとこすり上げ、容赦なく嬲った。

「やっ……そこ、ッ……やぁんっ……」

「くっ……ッ」

　グチュッ、ぐちゃっ……とあられもない音と嬌声が、リビングに響き渡る。

　淫蕩な空気がいっそう濃くなり、蜜欲を煮詰めたような甘さと濃密さに包まれていった。

　呼吸もままならないほどなのに快楽に囚われて、四肢の痺れが強くなっていく。脳芯までじんじんと震え、限界がすぐそこまで来ていることを悟った。

　甘切ない愉悦は苦悶にも似ている。けれど、下から突き上げられるたびに、苦しさの中にある法悦に夢中になった。

　最果てまであと一歩。

　それに気づいた時には、美紅の身体は押し寄せてくる濁流に飲み込まれる寸前だった。

「……ぅあぁっ……ひっ……ああぁぁぁぁッ──」

　思考が追いつかないまま昇り詰めた身体が、一気に叩き落されるような感覚。数秒で天地を味わわされ、美紅は蜜路ごと全身を大きく震わせた。

「……っ、ハッ、ぁ……っ！」

　ほぼ同時に、腰をぶるっ……と戦慄かせた彰史が、荒々しい息遣いとともに爆ぜ、薄膜越しに精を放った。

　綺麗に割れた腹筋がピクピクと引き攣り、呻くように歯噛みしながら美紅をギュッと抱きしめる。

　汗で濡れた素肌のまま抱き合ったふたりは、程なくして視線がぶつかると笑みを零し、どちらからともなく唇を重ねた。
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　冬を越えて暖かな陽気が降り注ぐようになった、三月上旬の火曜日。

　昼下がりのカフェの片隅で、美紅は高校時代からの親友──中なか本もと麻ま紀きを待っていた。

「美紅」

「あっ、麻紀」

　待ち合わせ時刻の五分前に到着した麻紀の声に、笑顔を見せる。こちらに向かってきていた彼女も、明るい笑みを浮かべた。

「お待たせ」

「私も今来たところだよ」

「じゃあよかった。あー、お腹空いた」

　メニュー表を手にした麻紀が、「美紅はもう決めた？」と首を傾げる。美紅がウィークリーランチにすると答えると、彼女はメニュー表にザッと目を通した。

「私も同じものにしようかな。すみませーん！」

　麻紀はあっという間に決めてしまい、やってきた店員にウィークリーランチをふたつ注文してくれた。いつものことながら、実にテキパキしている。

「ちょっと久しぶりだよね」

「うん。一ヶ月半ぶりくらいかな？　二月は会えなかったもんね」

　彼女とは、美紅の結婚後も定期的に会っている。

　ランジェリーブランド『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』の店舗スタッフの麻紀は、サービス業であることから土日祝日はもちろん、ゴールデンウィークや年末年始にはなかなか休めない。

　その上、昨年の春には表参道店の副店長に抜擢されたため、以前よりも忙しさが増しているようだった。

　けれど、結婚を機に退職した美紅のパートは週三日で、平日の昼間にも時間が取れる。おかげで、月に一度はこうして彼女と顔を合わせることができていた。

　ところが、最近は新居の件もあってなかなか予定が合わなかった。もっとも、美紅よりも忙しかった麻紀の都合がつかなかった……というのが正しいだろう。

「パーティーの準備は順調なの？」

　しかし、その最たる理由は彼女の仕事ではない。

「それが聞いてよ！　式を挙げるよりはラクなはずなのに、予想より遥かに準備することがあるし、普通に大変なんだけど！」

　このたび、麻紀が交際していた恋人と結婚することになり、五月中旬に開かれるウェディングパーティーの準備に追われているからなのだ。

「カジュアルなパーティーにするつもりが、色々話し合ってるうちに予定より規模が大きくなったせいで、本当に決めることが多過ぎて……」

「ビュッフェスタイルにするんだよね？」

「そうだよ。でも、メニューの打ち合わせはこれからだし、招待状はなんとか出せたけど、出席者のリストもできてないの」

　ため息をついた彼女に、美紅は微笑を零す。

「なにかできることがあれば手伝うよ」

「ありがとう。でも、自分たちで頑張るよ」

　麻紀いわく、パーティーの準備が大変なのもあるが、それ以前に恋人の船ふな瀬せ正まさ弘ひろと予定を合わせるのに苦労しているようだった。

　彼はサラリーマンで、カレンダー通りに出勤しているのだとか。サービス業の彼女とはなかなかスケジュールが合わないのも頷ける。

　挙式よりも形式的なものではないとはいえ、二次会ほどのカジュアル路線でもないため、きっとそれなりの準備が必要になる。

　それに、ウェディングプランナーがいない分、自分たちの負担が増える面もあるだろう。

「あと、ゲストが思いのほか多くなっちゃって……」

「麻紀は顔が広いし、彼氏さん……正弘さんも友達が多いって言ってたもんね」

　麻紀にとって恋人から婚約者になった正弘を初めて名前で呼べば、彼女がほんの一瞬照れくさそうにし、「そうなんだよね」と苦笑を漏らした。

　挙式ではなくパーティーを開くことにしたのは、『新婚旅行を豪華にして旅先でウェディングフォトを撮りたい』という麻紀の希望を叶えるためではあるが、そもそも彼女の同僚たちを招待するためでもあるようだ。

　土日祝日に挙式をするとしても、サービス業の同僚たちが出席しづらいのは麻紀自身もよくわかっている。だからこそ、ウェディングパーティーという形を取り、参加者にとって時間の融通が利くように考えたのだと聞いている。

　一月に送られてきたウェブ招待状には、開始時刻から終了時刻まで出入り自由だと記載されていて、彼女たちの気遣いが感じられた。

「そういえば、結局ドレスはどうするの？」

「普通のフォーマルドレスにするつもりだったけど、ちゃんとウェディングドレスをレンタルしたよ。まぁ、ヴェールとかはつけないし、シンプルなやつだけどね」

「本当!?　麻紀のウェディングドレス姿は直接見れないかもって思ってたから嬉しいよ！」

　パッと目を輝かせた美紅に、麻紀が頬杖をついて眉を下げる。

「本当にシンプルなデザインだし、期待しないでね？　やっぱり新婚旅行の時に力を入れたいから、あんまり贅沢もできないし」

「シンプルなデザインだって、麻紀ならきっと似合うよ！　それに、私は麻紀のウェディングドレス姿が見れるだけでいいの！」

　力説する美紅は、「本当に嬉しい」と再び口にした。そんな美紅につられるように、彼女も柔和な笑みを零す。

　それぞれの事情や希望があるのは重々わかっているが、美紅はずっと麻紀の結婚式に出席できることを楽しみにしていた。

　彼女から新婚旅行先で結婚式を挙げてウェディングフォトを撮ると聞いた時には、仕方がないと思いつつも少しがっかりしてしまったくらいだ。

　だからこそ、麻紀がパーティーでもウェディングドレスを着てくれることが嬉しくてたまらなかった。

「楽しみだなぁ。私、絶対に感動しちゃう。今から泣きそう」

「特に形式的なことはしないし、結婚式みたいに泣くような場面なんてないよ。それに、私は先に向こうで式を挙げるから、あくまでパーティーはお披露目のつもりだし」

「形式的なことはしなくても、親友の晴れ舞台なんだから感動するに決まってるよ」

　彼女だって、美紅の結婚式では涙を浮かべて祝福してくれた。あの喜びは今でも鮮明に覚えている。

　なにより、幸せそうな親友の姿が見られるのが嬉しい。

　だからこそ、美紅も麻紀のウェディングパーティーでは感動するに違いない。

　そんな風に考えていると料理が運ばれてきて、話題は美紅たちの新居のことへと移った。

「もう着工したって言ってたよね」

「うん。なんとかね」

「いいなぁ、注文住宅って憧れる。でも、パーティーの準備であたふたしてる私には、住宅プランを考えるのはハードルが高い気がするよ」

「確かに大変だったけど、色々考えるのは楽しかったよ。でも、どうしても目移りするし、どんどん欲が出てくるから、そういう意味では困ったかな。今はちょっとホッとしてるよ」

「美紅もずっと忙しそうだったもんね」

「麻紀ほどじゃないよ」

「年度末は仕事も立て込むしね。でも、私もあともうひと踏ん張りだし、頑張るよ。あ、新居が完成したら遊びに行かせてね」

「もちろん。ぜひ遊びに来てほしい」

　メインのタンドリーチキンに舌鼓を打ちながら交わす会話は尽きず、デザートにいちごのタルトまで堪能した。

　次は、麻紀の同僚で美紅とも仲良くなった鈴すず原はら千ち佳かも誘おうと話し、夕陽が差し込んでくる頃に少しの名残惜しさを残しながらも解散した──。







二








		
　桜も散り日差しの強い日が増えてきた、四月下旬の日曜日。

　美紅と彰史は、近所にあるカフェでランチを済ませたあと、六ろっ本ぽん木ぎにある大型商業施設へと繰り出し、まずは彼の希望で公開されたばかりの映画を観た。

　鑑賞したのは、ミステリー作家の速はや水み祐たすくの医療ミステリー小説が映画化されたもので、原作に負けず劣らずのおもしろさだった。

　いい意味で、前評判を覆していたように思う。

「ラストのどんでん返しが最高だったし、伏線は綺麗に回収されてたし、最初から最後までおもしろかったね」

「ああ。映画化が決まった時は酷評されていたが、すごくクオリティが高かったと思う」

「それに、主人公がかっこよかったなぁ。白衣も似合ってたし」

「美紅はあの俳優が好きだったの？」

「特にファンってわけじゃないよ。でも、白衣姿が素敵だったなぁって」

　彰史は眉を小さく寄せると、「そうかな」とひとりごちた。

「うん。そういえば、彰史さんも白衣が似合いそうだよね！」

「え？　いや、似合わないと思うけど……」

　唐突に話題の矛先を向けられた彼が、困惑したように苦笑を零す。

「そんなことないよ！　きっと、すっごく似合うと思う」

　上機嫌の美紅は、「いつか見たいな」と冗談めかして笑った。

　注文住宅を購入することになってからは、もっぱらその件で出掛けるばかりだった。

　住宅プランが決まったあとには互いの実家に行ったり、三月は彰史の仕事が忙しかったりと、週末にゆっくりできる機会がなく、なにも予定を決めずに出掛けるのは随分と久しぶりである。

　昨日は家で過ごしたが、今日は外でデートできることが嬉しい。

　数日前から今日を楽しみにしていた美紅は、歩くたびに軽やかに揺れる白地に小花がデザインされたスカートと同じように心が弾んでいた。

　シフォン素材のラベンダーカラーのカットソーもスカートも、最近買ったばかりだ。

　昨年から愛用しているパンプスもバッグも、すべてがお気に入りのものだった。

「そのスカート、やっぱり似合っているね。春らしくて可愛いし、美紅っぽい感じがする」

「そうかな？」

　面映ゆい気持ちでふふっと笑えば、褒めてくれた彰史の笑顔がいっそう柔らかくなる。

「ああ。なにより、俺とのデートのために可愛くしてくれたんだと思うと嬉しいよ」

　その言葉通り、美紅は大好きな夫とのデートだからこそ、いつも以上に可愛さを意識した服装を選んだ。彼本人がそれを理解してくれていることが、喜びを大きくする。

「かっこいい旦那様と歩くんだから、少しでも可愛い服にしたかったの」

「美紅はいつでも可愛いよ。服を着ていても、なにも着ていなくてもね」

「……っ！　も、もう！　彰史さんってば！」

　甘い笑みとわざとらしいくらいの低い声に、思わず赤面してしまう。

　からかわれているのはわかっているのに、周囲にはたくさんの人がいるという事実に羞恥が膨らみ、余計にドキドキさせられた。

「こ、こんなところで……っ」

「別に誰にも聞こえていないよ」

　彰史の言う通り、彼の言葉は美紅の耳元で落とされ、周囲には聞こえていないだろう。それでも、鼓動は勝手に忙しなく動いた。

「それより、こんなところじゃなければいいんだね」

「ちがっ……！」

　むきになる美紅に反し、彰史はクスクスと笑っている。

　からかわれるのは悔しいのに、楽しそうな彼を前に胸はときめいてしまっていた。

（こういう時の彰史さんって、ちょっと少年っぽくて可愛いんだよね）

　彰史の兄の幸ゆき史ふみといる時のような弟の顔とはまた違うが、こういう夫の姿には可愛らしさがあって、悔しさよりもときめきの方がずっと大きくなる。

　惚れた弱みだな……なんて思いつつ、胸の奥に芽生えた甘苦しさを紛らわすように繋いでいた手をギュッと握り直した。

　すると、彰史もそっと手に力を込めてくれ、ますます胸がきゅうっと締めつけられてしまう。やっぱり彼の方が何枚も上手で、翻弄されてばかりだ。

「美紅、スニーカーが欲しいって言っていなかった？」

「彰史さんのネクタイが先だよ。それに、デニムも欲しいんだよね？」

「そうだけど、とりあえず順番に回ろうか」

「うん！」

　仲良く手を繋いだまま、まずは一番近くの靴屋へと向かう。

　美紅のスニーカーをふたりで選んだあと、彰史がメンズコーナーで足を止めた。

「彰史さんもなにか買う？」

「そうだな……」

　少し悩むような素振りを見せた彼が、展示棚からスニーカーを手に取る。

　彰史は仕事の時はもちろん、プライベートでも革靴を愛用している。スニーカーなども持ってはいるが、今日もジャケットとスキニーパンツに合わせているのは革靴である。

「確かに、スニーカーは欲しいな。今持ってるものは少し古いし、買い替えようかな」

「じゃあ、お揃いにする？」

「美紅はお揃いがいいの？」

「うーん……お揃いだと嬉しいけど、彰史さんはそういうのは好きじゃない？」

　パジャマやスリッパ、食器類などはお揃いだが、それらはすべて家の中で使用するもので、他人に見せることはない。学生ならまだしも、三十代の彼がどう考えているのか気にしていると、柔らかい笑みを向けられた。

「美紅が嬉しいならお揃いにしようか」

「いいの？」

「ああ、もちろん。美紅が喜んでくれるなら俺も嬉しいし、美紅が買うスニーカーってメンズラインもあるしね。まぁ、全身をお揃いにするのはさすがに恥ずかしいけど」

「ふふっ、確かに。彰史さんと私がそんなことしてたら、お義兄さんにからかわれそうだよね」

「……孫の代まで笑い話にされそうだよ」

　眉を寄せた彰史に、美紅は肩を竦めるようにクスクスと笑う。なんとなくその様子が想像でき、彼を見上げながら相槌を打った。

　お揃いのスニーカーを手にしてレジに行き、彰史が会計を済ませた。

　自分で購入するつもりだった美紅は、ためらいがちに「ありがとう」と伝える。彼は瞳を緩め、「どういたしまして」と言いながら手を繋いできた。

「じゃあ、次は俺の買い物に付き合ってくれる？」

「もちろん！　ネクタイは私に選ばせてね！」

　張り切る美紅が笑顔を見せると、彰史が微笑ましげに見つめ返した。

　結婚後、彼がネクタイを新調する時には、美紅がほぼ必ず選んでいる。

　自分の両親がそうであったからなのか、夫のネクタイを選ぶことに憧れを抱いていた美紅の楽しみのひとつだった。

「今はネイビー系が多いし、ちょっと違う系統がいいかな」

「シンプルなものでいいよ。奇抜なものは似合わないだろうし」

「奇抜なものは選ばないけど、彰史さんはなんでも似合うよ」

「それは、妻の欲目だと思うよ」

　彰史の言うことは一理あるだろう。

　この世で一番彼を愛しているのは自分だという自負はあるし、それ故に誰よりもかっこよく見えてしまう。

　彰史はもともと容姿端麗ではあるが、他の男性なんて目ではないくらい素敵だと思っている程度には惚れている自覚がある。

　恋は盲目とはよく言ったもので、美紅にとって彼はまさにそうなってしまう対象なのだ。

「妻の欲目でもいいの。私にとっては世界一の旦那様なんだから」

　美紅がきっぱりと言い切ると、彰史は目を軽く見開いたあとで宙を仰ぐようにそっぽを向いた。

「……彰史さん？」

　繋いでいる手をそのままに彼の前に回り、顔を覗き込もうと下から様子を窺う。すると、頬が少し赤らんでいるように見えた。

「照れてるの？」

「……そりゃあ、こんな公衆の面前で恥ずかしげもなく言われればね」

「彰史さんの方が恥ずかしいことを言ってたのに？」

「俺は美紅だけに囁いたし、それとこれとは別だよ。こういう不意打ちはずるいだろう」

　困り顔で微笑を零す彰史に、そのセリフを返してしまいたい。

　けれど、いつも不意打ちで美紅が照れるようなことをさらりと口にする彼だからこそ、こんな風にたじろいでくれるのが嬉しかった。

　彰史はすぐに平素の様子に戻ったが、美紅の幸福感はいっそう大きくなり、彼とのデートを満喫した。

　

「少し休憩してから帰ろうか」

「うん、そうだね。ちょっとお腹空いたし、スイーツとか食べたいな」

　ひとしきり買い物を楽しみ、会話を交わしながら施設内のカフェに向かう道中。

「──彰史？」

　雑踏に混じって、彰史の名前を呼ぶ声が響いた。

　ふたりで同時に振り返ると、視線の先にいた女性がパッと笑みを浮かべた。

「やっぱり！　彰史だと思ったの」

「福ふく留とめさん……」

　女性の勝気な目元が緩み、嬉しそうにこちらに足を踏み出す。ハイヒールをカツンと鳴らしたのと同時に、綺麗に巻かれた髪が揺れた。

　落ち着いたブラウンにラベンダーを加えたようなカラーは、上品な艶を纏っている。胸元で動く毛先まで隙がないほどに手入れが行き届いていることがわかった。

　ついぼんやりと立ち尽くしていると、長いまつ毛に覆われた双眸が美紅を一瞥する。

　美紅が戸惑いつつも微笑んで会釈をすると、どこか意味深な笑みを返された。

「こんなところで会うなんて偶然ね。そちらは奥様？」

「ええ、妻の美紅です。美紅、こちらの方は福留燈とう子こさんだ。今、うちの会社から依頼している広告代理店の方で、昔からの知り合いでもあるんだ」

「はじめまして。夫がお世話になっております」

　美紅が丁寧に腰を折ると、燈子がにこっと笑った。

「はじめまして。私も、彰史……三嶋さんにはとてもお世話になっているんです」

　彼女の言い方に含みがある気がしたが、美紅は平静を装ったまま笑顔で応える。

「休日にデートなんて素敵ですね」

「ええ、まぁ……。では、これで失礼します」

「お邪魔してごめんなさい。また、そちらにお伺いした時にゆっくりお話しましょう」

　彰史が美紅を促すように腰に手を添えると、燈子は一瞬だけ眉を寄せたようにも見えたが、すぐに綺麗な微笑を浮かべた。

　美紅は彼女の態度に違和感を覚えつつも、彼とともに少し先にあるカフェに入った。

「……誤解されたくないから話すけど」

　席に着いて注文を済ませると、タイミングを計っていたように彰史が口を開いた。

「彼女……福留さんとは大学時代の同級生で、当時付き合っていたことがあるんだ」

　予想していなかったわけではない。

　彰史は燈子を紹介する時、『昔からの知り合い』と言った。それをただの知人だと捉えなかった要因は、彼女の態度にあった。

　燈子は彰史の名前を呼び捨てにし、しかもわざわざ言い直していた。

　彼女の視線にも言葉尻にもどこか含みがあったし、恋愛経験が少ない美紅でも察することができる程度にはわかりやすかった気もする。

　だからこそ、カフェのメニュー表を見ても心は一向に弾まず、無難にミルクティーだけを頼んだのだ。

「そう……なんだね」

　作るつもりだった笑顔が歪む。

　これまでにも彰史の過去を想像したことはあったし、彼の恋愛について考えたこともある。こういう日が来るかもしれない……というのも頭の片隅にはあった。

　けれど、いざ現実を目の当たりにすると、穏やかな気持ちではいられない。

　端的に言えば、心の中にはすでに嫉妬が芽生えていた。

　燈子が美紅とは系統の違う美人系の顔立ちだったことも、少なからず不安を煽った。

　しかも、彼女は身長も腰の位置も高く、彰史と並んでも見劣りしない容姿だった。自身が童顔であることを気にしている美紅にとって、それもまたショックだった。

「でも、彼女が就職したのを機に別れてからは連絡も取っていなかった。さっきも言った通り、うちが依頼した広告代理店の担当者ではあるが、俺が関わることはほとんどないよ」

　彼の言葉が耳をすり抜けていく。

　彰史が美紅を安心させてくれようとしていることは伝わってくる。彼が燈子に対してやましい感情がないのも、美紅に後ろめたさがないのも、よくわかっている。

　彰史の愛情が美紅に向いているのも、理解している。以前にすれ違った時よりもずっと、彼のことは知っているつもりだ。

　それでも、心が複雑なのも事実。

　さきほどまでの楽しい雰囲気は、まるで空気が抜けた風船のようにしゅるしゅると萎んでしまっていた。

「あとで知るよりは俺から話しておく方がいいと思ったんだけど……すまない、やっぱり知りたくなかったよね」

「……ううん、さっき紹介された時になんとなく気づいてたから。ただ、ちょっとびっくりしちゃって……」

　美紅はなんとか笑顔を繕い、運ばれてきたミルクティーのカップに口をつけた。

　甘ったるさが喉に引っかかるようで、今日はなんだかおいしいとは思えない。それをごまかすように、水の入ったグラスに手を伸ばした。

「ケーキでも食べる？　ほら、パフェもあるよ」

「今日はいいかな……。あんまりお腹空いてないから」

　スイーツが好きな美紅は、カフェに寄ればケーキやパフェを食べることが多い。ついさきほども、『スイーツとか食べたいな』なんて話していたばかりだ。

　それなのに、今はそんな気持ちはちっともない。むしろ、今すぐに家に帰りたくなった。

「美紅。過去はどうすることもできないが、今の俺にとって大切な女性は美紅だけだよ」

「……うん」

　それはわかっている。

　ただ、普段なら嬉しい彰史の言葉も、今日はなんだか素直に喜べない。いつものように笑えなくて、視線をわずかに彷徨わせてしまった。

　そんな中、どこか気まずくなった空気を破るように、スマホの着信音が鳴り出した。

　彼は美紅を気にかけながらも、スマホを取り出してディスプレイに視線を落とす。

「ハウスメーカーからだ」

　美紅が対応するように促すべく小さく頷くと、彰史がスマホをタップしつつ席を立った。

「もしもし。……はい、そうですが」

　店内はそれなりに騒がしく、電話をするには不向きだろう。彼は、美紅に店の入り口を指差して店外に出ることを伝え、美紅がもう一度頷いたのを確認してからこの場を離れた。

（……だめだめ。せっかくのデートなんだから、暗い気持ちでいないようにしないと！）

　彰史に恋人がいたのなんて、きっと一＋一が二であることと同じくらい当たり前だ。

　かっこよくて優しくて素敵な男性を、周囲の女性が放っておくはずがない。

（彰史さんも言ってたけど、関わることはほとんどないみたいだし……。だいたい、私は彰史さんを信じてて、今は私の夫なんだから、気にすることはないんだよね？）

　うんうん、とひとりで何度も首を縦に振った。

　次いで、心を落ち着かせるために、息をゆっくりと吐く。ため息にしたくなくて深呼吸をしたつもりだったのに、吐いた息の大きさにますます落ち込みそうになった。

　なんとか気を取り直すためにもスイーツの力を借りようと、メニュー表を開いた直後。

「……あら、美紅さん？」

　頭上から降ってきた声に目を見開き、一拍遅れて顔を上げた。

「あ、やっぱり。そうだと思ったの」

「福留さん……」

「燈子でいいわよ。彰史は一緒じゃないの？」

「えっと……今は電話をするために少し席を外してて……」

「そうなの？　じゃあ、彼が戻ってくるまで少し話さない？」

「えっ……？」

　いきなり現れた燈子に困惑しているうちに、彼女は彰史がいた席に腰を下ろした。

　強引なのにごく自然な動作だったため、美紅には考える隙も断るタイミングもなかった。

「ねぇ、彰史とはお見合いだったんでしょ？」

　不躾な問いに驚いたのと同時に、どうして燈子が自分たちの事情を知っているのか……と戸惑ってしまう。

「シブサワ堂では結構知ってる人が多いみたいよ。彰史も特に隠してないみたいだし」

　すると、彼女がなんでもないことだと言わんばかりに微笑んだ。

　父に用意された縁談だったが、彰史との間にはきちんと愛情がある。先に恋をしたのは美紅だったが、今では彼が自分を想ってくれていることは誰よりも一番理解している。

　にもかかわらず、胸の奥がざわめいた。

「あ、馴れ馴れしく彰史なんて呼んでごめんなさい。でも、私たち仕事上の関係だけでもないっていうか……。彰史はさっき言わなかったけど、実は私たち付き合ってたのよ」

　普通、元カレの妻を前にしてわざわざ『付き合ってた』と公言するものなのだろうか。

　恋愛経験が彰史しかない美紅にはわからず、〝普通〟がどうなのかが判断できない。

　それでも、燈子の態度には違和感を抱き始めていた。

「……はい。さっき、夫から聞きました」

　動揺を隠して必死に笑顔を作り、姿勢を正して彼女を見る。

「……そう。彰史、ちゃんと奥さんに話したのね。もう随分と前のことだし、私たちのことは気にしないでね」

　燈子は動揺する様子もなく、笑顔を返してくる。ボルドーの口紅を塗った唇が描く弧は、美紅の動揺を誘うようにも感じられた。

「別れた理由も聞いた？」

　そこまで知らない。けれど、知りたいわけではない。

　そんな美紅を余所に、彼女が美しい笑みを浮かべたまま眉を下げた。

「私は大学を四年で卒業して今の会社に就職したんだけど、彰史は院に進んだでしょ？　そのせいで生活スタイルが合わなくなって、すれ違いが重なったの。よくあるパターンね。だから、決して嫌い合って別れたわけじゃないのよ」

　その言葉をどう捉えるべきか。

　悪意があるとは思いたくなかったが、少なくとも美紅に対して優しくない言動であることは事実だった。

「美紅さん？　どうかした？」

「……いえ」

　引き攣りそうな口元を隠すように、ティーカップに口をつける。やっぱり、甘ったるいミルクティーが喉につかえる気がした。

「ねぇ、美紅さん。彰史と結婚して幸せ？」

　いつもなら満面の笑みで即答する質問なのに、今はなんだか答えたくない。とはいえ、黙っているわけにもいかず、「はい」とだけ返した。

「そうでしょうね。だって、彰史は優しいでしょ？」

　まるで『自分はなんでも知っている』と言いたげな口調に、顔が強張りそうになる。

　なんとかこらえたのも束の間。

「普段も……それから、ベッドの中でも……ね？」

　赤い唇が紡いだ囁き声に背筋がぞわりと戦慄き、嫌悪感が湧き上がった。

　黒いものが濁流のごとく押し寄せ、美紅の心をあっという間に覆い尽くしていく。

　逃げ場も避ける術もないままに、負の感情に飲み込まれてしまった。

「美紅……と、福留さん？　どうしてここに？」

　なにも言えずにいると、彰史が戻ってきた。

　美紅が言葉を失くしてからどれくらい時間が経ったのかはわからなかったが、咄嗟に笑みを浮かべて「おかえりなさい」と口にする。

　この場にはふさわしくないセリフだったのかもしれないと気づいたのは、彼がどことなく微妙な面持ちになったからだった。

「お茶しようと思ったらたまたま美紅さんがひとりでいたから、思わず声をかけたの。可愛い奥さんね。つい話し込んじゃった」

「……そう。美紅、そろそろ行こうか」

　彰史の提案にホッとした美紅が、救いの手を取るように大きく頷く。

「あら、もう行くの？　せっかく楽しく話してたのに残念ね」

　ちっとも楽しくなかったと感じるのがおかしいのかと思うほど、燈子の表情はにこやかだった。

「ああ、俺たちはこれで」

「そう、じゃあまた。美紅さんも、また」

「……さよなら」

　美紅を見つめてきた彼女に小さく返し、頭を下げて立ち上がる。

　カフェを出るなり、彰史が美紅の様子を窺うように顔を覗き込んできた。

「なにかあった？」

　〝なにか〟なら、間違いなくあった。

　けれど、それをどう説明すればいいのかと考えると、唇がまったく動かなかった。

　昔付き合っていた恋人の悪口を、妻から聞きたいはずがない。なにより、自分の中でふつふつと沸き立つような黒い感情を彼には知られたくない……と思った。

　こんな自分を見せてしまうと幻滅されるんじゃないかと脳裏に過り、怖くなったのだ。

「ううん。ちょっとした世間話をしてただけだよ。それより、晩ご飯はなにがいい？　ハンバーグとかどうかな？」

　彰史は怪訝そうにしていたが、話題を変えた美紅の気持ちを知ってか知らずか平素の笑みを浮かべた。

「いいね、ハンバーグ。一緒に作ろうか」

「うん」

（大丈夫……。彰史さんはいつも通り優しいし、私はちゃんと幸せだから）

　心の中で唱えた言葉が、ようやくして醜い感情を押しとどめる。

　気を取り直して買い物を済ませると、彼が運転する車で帰宅した──。

　

　美紅が再び不安に襲われたのは、その夜のことだった。

　いつもなら身も心もとろけてしまうような情事に集中できず、身体は達したのに心が追いついてこないようなちぐはぐな感じが残った。

「……美紅。今日は気分じゃなかった？」

　案の定、彰史は美紅の異変に気づいていたらしい。

　心配そうな瞳が美紅を映し、美紅を探るように見据えた。

　優しく抱きしめてくれる腕の中で、できるだけ普段通りの態度を意識する。

「そんなことないよ。でも、ちょっと疲れてたのかな」

　彼は納得していないようでもあったが、程なくして息を吐いた。

「じゃあ、今夜は早く寝るべきだったね。すまない」

「ううん……」

　確かに、彰史に抱かれている間、心と身体は分離していた。

　けれど、今夜は抱いてもらえなければ、もっと大きな不安に飲み込まれていた気がする。

「もう寝よ？　明日からまた仕事だし、早起きしなきゃ」

「ああ、そうだね。でも、無理しなくていい。美紅は俺に合わせて起きる必要はないし、ゆっくり寝ていていいからね」

　そうするつもりは毛頭ないものの、彼の思いやりを受け取るために頷いてみせる。

　いつものように「おやすみ」と言い合ってキスを交わし、瞼を閉じたけれど……。脳裏に残っていた燈子の笑顔が消えず、なかなか寝つけなかった。
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　ゴールデンウィークが明けた翌日。

「いらっしゃいませ」

　美紅はいつも通りにフルールのホールを駆け回り、業務をこなしていた。

　木目調のテーブルセットとインテリアが大きな一枚窓から射し込む穏やかな光を受け、今日も温かい雰囲気を醸し出している。

　三十席ほどの店内席と十席ほどのテラス席は、カフェタイムが始まった頃には満席になり、よく賑わっていた。

　相変わらずテイクアウトも人気だが、やっぱり店内での飲食を希望する客の方が圧倒的に多く、待ち時間ができることも日常茶飯事だ。

　大人気だったいちご系のスイーツは四月いっぱいで終わり、今月からは新たな期間限定メニューが始まっている。

　一ヶ月半程度の期間のみメニューに載る新メニューは、五種類の柑橘系のフルーツをふんだんに使った『果実の恵みのビタミンパフェ』と、赤肉メロンたっぷりの『メロンのふわふわパンケーキ』だ。

　どちらも人気だが、パンケーキの方がより人気を博している。

「では、ご注文を繰り返します。メロンのふわふわパンケーキがおふたつ、オレンジティーとブレンドコーヒーがおひとつずつでお間違いないでしょうか？」

　仲睦まじい男女は、恐らく恋人同士なのだろう。笑顔で頷いたふたりに、美紅は満面の笑みで一礼してからテーブルを離れた。

　キッチンにメニューを通し、空いたばかりのテーブルを片付けに行く。窓から降り注ぐ日差しが眩しくて、ブラインドを少し下げた。

　金曜日の今日はとても天気が良く、朝干してきたシーツ類はもう乾いているだろう。太陽の匂いを吸い込んだシーツで眠るのは、とても気持ちいいに違いない。

　冷蔵庫の中に残っているものを思い出し、今夜は彰史が気に入ってくれているロールキャベツにしようと決めた。

　まだ美紅が大学生だった頃、父に連れられて実家にやってきた彼に振る舞った料理だ。

　いつもは母の直美とともに料理の準備をしていたが、初めてすべてひとりで作ったメニューであり、大切な思い出の一品でもある。

　彰史に『おいしい』と褒めてもらえたあの夜は、あまりの嬉しさでなかなか寝つけなかった。結婚後に彼もそれを覚えてくれていたと知り、よりいっそう大切な思い出となった。

　懐かしい記憶に心が和む。

　ある理由で昨夜から暗い気持ちを抱えていたが、ようやく少しだけ気分が浮上した。

　その後もホールとキッチンを行き来しながら仕事をこなしていると、客足が落ち着いたタイミングで店長から「三嶋さん」と声をかけられた。

「できれば、少し早い段階から二号店に入れる？　引っ越しのあとからでもいいって伝えたけど、やっぱり仕事ができるスタッフも何人かいてほしいのよね。こっちから行けるスタッフが少なくて、向こうは新しいスタッフの方が多いから、ちょっと不安なの」

　フルールの店長──名な村むら瞳ひとみは、四十代後半の女性だ。

　紅茶とスイーツ好きなのが高じて一流企業を退職し、いくつかのカフェでバイトを重ねたあとに起業したと聞いている。

　年の離れた弟がパティシエとして在籍し、メニューの考案は姉弟で行っているのだ。

　弟の剛つよしは、製菓の専門学校を卒業後にパティスリーやホテルで数年間の修業を積んでおり、姉である店長が企業するタイミングで一緒に働かないかと誘ったのだとか。

　店長は厳しい一面もあるが、情に厚くスタッフをとても大切にしている。美紅は上司としてはもちろん、人としても女性としても尊敬していた。

「引っ越しは八月の下旬頃の予定だったわよね？　もちろん無理のない範囲でいいし、今のシフトすべてをあっちにしなくてもいいんだけど、プレオープンのタイミングから月の半分くらいは入ってもらえたら嬉しい」

　こうして話している今も、美紅の都合を優先してくれようとする。その優しさと気遣いが、とても嬉しかった。

「私はいつからでも大丈夫ですよ。確かに今の家からだと通勤時間は少し長くなりますが、引っ越すまでの短期間ですし、もともと週三日のシフトですから負担にはならないです。引っ越しの準備は早めに始めるつもりなので、いつからでも入れます」

「本当!?　よかったー」

「あ、でも一応、夫にも相談していいですか？　反対されることはないと思うんですけど、念のためというか……」

　安堵の笑みを浮かべた店長に申し訳なさを抱きつつも、まずは彰史にも相談しておきたかった。彼が反対することはないと思うが、事後報告というのはよくない気がしたのだ。

「それはもちろん。旦那さんが反対するなら、私の方でもう一度対策を考えるね」

「本当に念のためです。夫も、勤務地を変えてくださる店長には感謝してますから、反対されることはないと思います」

「そう、よかった。でも確かに、三嶋さんは旦那さんとラブラブだから、ちゃんと先に話しておきたいよね」

「すみません」

「ううん、気にしないで。夫婦間の話し合いは大切だもの」

　店長は笑顔で美紅の背中をポンと叩き、「じゃあ、また次の出勤日に話しましょ」と言い、彼女とともにホールに戻った。

　

　スーパーに立ち寄ってから帰宅すると、家事とお風呂を済ませて彰史の帰りを待った。

　今年のゴールデンウィークは旅行には行けなかったものの、双方の実家に顔を出して和気藹々と過ごしたり、行楽地や水族館に赴いたりと、彼との時間をしっかりと満喫した。

　その中でも意外と楽しかったのは、車で三十分ほどのところにある公園でのピクニックだった。

　ドライブがてら自然に囲まれた公園に行き、そこでゆったりと散歩をしたり、出かける前にふたりで作ったお弁当を食べたりした。

　あの日は心地好い陽気だったため、外で過ごすのがとても気持ちよくて、気づけば三時間ほどが経っていた。園内を散策するように歩くのも、木陰でお弁当を食べるのも楽しく、またあんな風に過ごしたいと思っている。

　彰史も『たまにはこういうのもいいね』と微笑み、美紅の意見に共感していた。

　そういうわけで、彼はゴールデンウィーク中も美紅の希望を叶えた上、家にいる時には家事を率先してこなしてくれた。本当に素敵な夫である。

　自分は幸せだと改めて感じ、充実した連休を送れたのは間違いない。

　ただひとつの不満を除いては……。

　ため息をつきかけた時、玄関が開く音がして急いで廊下に出た。

　ちょうど靴を脱いでいた彰史が、柔和な笑みを浮かべる。

「ただいま」

「おかえりなさい！　お仕事お疲れ様」

　笑顔を返して彼のもとへと行き、いつも通りにキスを交わした。

「美紅もお疲れ様。いい匂いだね」

「今夜はロールキャベツだよ。コンソメスープで煮込んだの」

「嬉しいな。久しぶりに美紅のロールキャベツが食べたいと思っていたんだ。しかも、できればコンソメ味がいいなって」

「本当に？」

「ああ。近いうちにリクエストしようと考えていたくらいには食べたかったよ」

　彰史の言葉が、美紅に喜びを感じさせてくれる。リップサービスもあるかもしれないが、優しい眼差しに胸がときめいた。

「じゃあ、先にご飯にする？」

「そうしようかな。明日は休みだし、お風呂はあとで入るよ」

「うん、わかった」

　美紅が「すぐに温め直すね」と微笑み、彰史が洗面台や書斎に行っている間にテーブルに夕食を並べた。

　綺麗に盛りつけることができたロールキャベツは力作で、きっと彼はたくさん褒めてくれるに違いない。そう思うと自然と笑みが零れた。

　案の定、彰史は「おいしいよ」と連呼し、人参のポタージュやジャーマンポテトもたくさん食べてくれた。

　そんな彼を見ているうちに、心に落ちていた陰りが和らいでいった。

　

　食後には彰史にお風呂を勧め、夕食の片付けと晩酌の準備をした。

　美紅自身はもともとそんなに飲むわけではなく、彼も自宅では嗜む程度ではあるが、週に二回ほどは軽く飲みながら話している。

　肴は、だし巻き卵やカプレーゼを作ることもあれば、ナッツや生ハムを適当に並べるだけの時もある。今夜は、スーパーで調達しておいたスナック菓子と刺身を広げた。

「お待たせ」

　リビングに戻ってきた彰史に笑顔を向けると、彼は冷蔵庫を開けて「美紅はなに飲む？」とカウンター越しに訊いてきた。

「彰史さんはビール？」

「ああ」

「私はピーチ酎ハイにしようかな」

　彰史はビールと酎ハイを手にし、もう片方の手でグラスを二個出した。

　ふたりでソファーに肩を並べ、互いのグラスに飲み物を注ぎ合う。

「じゃあ、乾杯」

「一週間お疲れ様でした」

　労い合うようにグラスを小さく鳴らした直後、ローテーブルに置いていた彼のスマホが鳴り出した。美紅は反射的にディスプレイを見てしまい、表情を曇らせた。

「……電話だよね？」

「ああ。ごめん、少し話してくる」

「うん、待ってるね……」

　眉を寄せた彰史は、小さく頷いてからスマホを操作し、「はい、三嶋です」と言いながらリビングから出て行ってしまった。

　ひとりソファーに取り残された美紅は、閉じたドアを見つめて嘆息してしまう。

　冷えたアルコールが注がれたグラスをローテーブルに置き、所在なさげなふたつのグラスを前にして再び大きなため息を漏らした。

（電話の相手、福留さんだった……）

　ここ最近、燈子は美紅の頭を悩ませる要因になっている。

　六本木で鉢合わせたあの日を機に、なぜか頻繁に彼女から彰史に電話がかかってくるようになったからである。

　彼の話では、職場で再会したとはいえ、仕事上はほとんど関わらないということだったはず。ところが、実際には頻繁に燈子から連絡が入るのだ。

　だいたいは平日の夜だが、休日にも何度か着信があったし、ゴールデンウィークの最終日にも電話がかかってきていた。

　彰史は彼女からの着信があると美紅の傍を離れるため、ふたりがどんな話をしているのかはわからない。もちろん、彼にやましいことがあるとは思っていないし、今のように書斎にこもるのも仕事の話だから……というのも重々わかっている。

　ただ、だからといって気持ちのいいものではない。

　いくら仕事の話でも、平日の夜分だけではなく休日にも連絡を寄越してくるなんていき過ぎた行動ではないだろうか。

　一回の通話時間は十分程度ではあるが、これまでこんなにも頻繁にかけてくる人はひとりもいなかった。

　彰史の部下や上司ですらたまにかけてくる程度で、それも火急の要件がある時に限ったことである。

　それなのに、燈子だけは頻繁に彼に電話をしてくるなんておかしいとしか思えない。

　もっとも、嫉妬心や不安はあるし、なによりも彼女に対する印象がお世辞にも『いい』とは言えないのも、こんな風に感じている原因に違いないけれど……。

「ごめん、美紅。待たせてしまったね」

　五分ほどしてリビングに顔を覗かせた彰史は、申し訳なさそうな顔をしていた。

　彼は恐らく、燈子から連絡が来るたびに美紅が表情を曇らせることに気づいている。

　それでも対応しているのは仕事だから……という理由に他ならないのだろうが、美紅からすれば彼女の印象は悪くなる一方だった。

「……ううん、大丈夫だよ」

　彰史が悪いわけではないと理解しているため、不満は押し込めてしまう。

　彼なら、きっと美紅の気持ちを受け入れてくれるに違いない。そう思ってはいても、美紅自身が〝仕事に理解のない妻〟になりたくなかった。

　なんとか気を取り直して酎ハイを一口飲んだものの、胃のあたりが妙にムカムカする。

「美紅」

　けれど、彰史との時間を嫌な空気にしてしまいたくなくて、心に溜まった澱を隠すように微笑んだ。

「わかってるよ、仕事の話だよね」

「ここ最近、立て続けだから嫌な思いをさせているよね。ごめん」

　せっかく平静を装ったのに、彼の謝罪がなんだか癇に障る。

　いつもは彰史に対してこんな風に思ったりはしない。それは胸を張って言える。

　ところが今は、謝るくらいなら燈子からの電話をどうにかしてほしい……という気持ちが膨らみ、不満を隠せなかった。

　あの日からずっと、気にしないように努めていた。

　彰史の過去を気にしてもどうすることもできないし、彼自身は美紅を大切にしてくれていると重々わかっているからだ。

　美紅が彰史を想っているのと同じように、彼も美紅を愛してくれている。それは、日々の生活の中で常に感じられ、幸せだとも思っている。

　反して、カフェで話しかけてきた時の燈子の態度を始め、度重なる電話にストレスは蓄積していくばかりで、上手く発散できない。

　頭ではどんなに理解を示そうとしても、心の中には不満が溜まっていく。

「……福留さんって、そんなに彰史さんに用があるの？」

　そしてついに、風船のごとく膨らみ切った黒い感情が大きな音を立てた。

「だって、おかしいよね？　彰史さんは『ほとんど関わることはない』って言ってたのに、平日のこんな遅い時間とか土日やゴールデンウィークまで……。仕事にしたって、いくらなんでも非常識だよ……っ！」

　そこまで言って、ハッとした。

　自分の言葉と強まった語気が空気を重くしたことに気づき、美紅は咄嗟に視線を逸らしたが、室内は水を打ったように静まり返った。

　普段は冷静沈着な彼も、美紅の態度に驚いたのだろう。

「……っ、ごめんなさい……」

「美紅」

　言い終わるよりも早く立ち上がった美紅は、呼び止める彰史の顔を見もせずにリビングを出て、寝室に逃げ込んだ。

　まだ一口しか飲んでいない酎ハイのことも、散らかしたままのローテーブルのことも、頭に過りはしたが今はどうでもいい。

　仕事だとわかっていても、何度もかかってくる元カノからの電話を許容できない。

　彼は悪くないのに、どうしても嫌なことばかり考えてしまう。

　こんなことを思う自分自身に苛立ち、彰史にあんな風に言ってしまったことに後悔が押し寄せてくる。

　それでもやり場のないままの感情を持て余し、近づいてくる足音から逃げるためにベッドに潜った。頭まで布団をすっぽりと被ったタイミングで、寝室のドアが開いた。

「……美紅」

　ベッドが軋み、彼が腰を下ろしたのだとわかったが、拒絶するように背中を丸めて身体を小さくする。

　嫉妬や不満でいっぱいの今、美紅の顔は醜いに違いない。

　そんな姿を、愛する夫にだけは見られたくなかったのだ。

「……ごめんね。疲れてるからもう寝るね」

　そう言うのが精一杯だった。

「……ごめん。おやすみ」

　彰史は静かに言い置き、寝室から出て行った。

　ひとりになりたいと思ったはずだったのに、ひとりぼっちになったことが寂しい。

　わがままな自分に自嘲混じりの笑みが漏れ、視界が滲みそうになる。

　それをごまかしたくて、瞼をギュッと閉じた──。
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　明らかにいつもと違う空気の中、二日が過ぎた。

　彰史は燈子のことを話そうとしている素振りもあったが、そういう空気を察した瞬間にどうでもいい話題を振り、あえて明るく振る舞ってみせた。

　そうすることで、彼女の話を一切させない雰囲気に持っていったのだ。

　こんなことをしてもなんの解決にもならないことも、このままでいいわけではないことも、ちゃんと理解している。

　ただ、今は彼になにを言われても不満ばかりが大きくなりそうだった。

　解決策を見出すとしたら、燈子と彰史の縁が切れることしかないだろう。

　しかし、仕事で関わる以上、それは現実的ではない。

　悶々としたまま仕事を終えて帰宅すると、麻紀から電話がかかってきた。

『ただいまー、美紅！』

　通話ボタンをタップして耳に当てるなり、こちらの反応も待たずに彼女の明るい声が響き、なんだかホッとする。

「そっか。帰ってくるの、今日だったよね。おかえり、麻紀。ケアンズはどうだった？」

『もう最高だった！　日本食が恋しかったけど、帰ってきたくなかったよ～』

　冗談めかしたようでいてわりと本気の口調に、クスッと笑ってしまう。

　ゴールデンウィーク中に日本を発った麻紀は、一週間の新婚旅行を終えて帰国したばかり。それも、わずか十分ほど前に羽田空港に着いたようだった。

『どこも素敵すぎて、本気で住みたかったくらい！』

　彼女の希望通り、オーストラリアのケアンズで両家の家族だけで執り行われた結婚式は無事に終わり、残りの数日は正弘とふたりきりの時間を満喫したのだとか。

　式やウェディングドレス姿の写真を送ってくれ、美紅はそれだけでも感動したが、幸せそうな麻紀の声を聞いていっそう嬉しくなった。

「夢が叶ってよかったね。麻紀が幸せそうで私も嬉しいよ」

『ありがとう。プロが取ってくれた写真データが届いたら、また見せるね』

「うん、楽しみにしてるね。麻紀が送ってくれた写真も素敵だったし、絶対もっと感動しそうだよ」

　彼女は『大袈裟だって』と笑ったが、その声はいつにも増して弾んでいる。

　沈みがちだった気持ちが、ほんの少しだけ浮上した。

『美紅、なにかあった？』

「え？」

『ちょっと声が暗い気がするんだけど』

　不意に核心を突かれてためらう。

　相変わらず鋭い麻紀に、驚くやら戸惑うやらで反応が遅れてしまった。

「……そんなことないと思うけど」

『本当に？』

「うん、本当になにもないよ」

　彼女は、いつだって良き相談相手である。

　美紅が嬉しい時も困っている時も話を聞いてくれ、共感してくれたり叱責してくれたり、どんな時でも支えになってくれる大切な存在だ。

　だからこそ、麻紀に話を聞いてほしい気持ちはあったし、美紅の声だけでなにかを察してくれたことが本当に嬉しかった。

　ただ、幸せの絶頂にいる彼女に、水を差すようなことをしたくはない。

　一生に二度とない親友の晴れ舞台が無事に終わった喜びを、今だけは分かち合っていたかった。

「それより、再来週のパーティーも楽しみにしてるからね。落ち着いたらまたご飯でも食べに行こうよ」

『うん。お土産も渡したいし、今月末くらいには都合つけるね』

「ありがとう」

　その後、改めてお祝いの言葉をかけ、和やかな雰囲気で通話を終えた。

（さすがは麻紀……。本当に鋭いなぁ）

　麻紀が心配してくれるのは申し訳なくも嬉しくもあったが、いつも頼ってばかりだからこそ今回くらいは自分でなんとかしたい。

　本音を言えば、誰かに相談したいとは思う。というよりも、胸の奥に募っている不満を吐き出したかった。

　しかし、他の友人にはあまり話す気分になれなかった。

　彼女を介して知り合った千佳にはこんな愚痴を言いたくはなかったし、こういうことを話せるほどまだ親しいわけでもない。

　母にだって、彰史の立場を考えれば言い出せなかった。

（でも、どうすればいいのかな……。きっと、福留さんはまた電話してくるよね……）

　あの日に燈子に対して抱いた違和感は、きっと気のせいではなかったのだろう。確信はないものの、彼女の行動が美紅にそう思わせた。

　どうすればいいのかはまだわからない。

　けれど、せめて二時間後には帰宅するはずの彰史を笑顔で出迎えたくて、ひとまず考えることを放棄した。
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　その週末の午後。

　美紅と彰史は、施工真っ只中の新居に足を運んだ。

　残念ながら悩みはまだ解決に至らず、燈子の話題になりそうになると話を変える美紅のせいで話し合いもできていなかったけれど……。少しずつ形になっていく家を見たことで明るい気分になれたからか、久しぶりに穏やかな雰囲気が戻ってきた気がする。

　互いに笑顔も増え、ここ最近はぎこちなかった彼との会話もごく普通に楽しめた。

　帰宅後には、デパ地下で調達したサラダやローストビーフとともにワインを開け、少しばかり贅沢な夕食に舌鼓を打った。

　もっとも、わだかまり自体が消えたわけではなく、また彼女から電話がかかってくるかもしれないという不安もあったが、それは杞憂に終わったようだった。

　時刻は二十三時を過ぎ、さすがにもうこの時間なら大丈夫だろうと胸を撫で下ろす。

　ベッドに入る頃にはほろ酔いだったこともあり、今夜は心地好い眠りに就けそうだった。

　おやすみのキスを交わし、抱き寄せてくれた腕の中で彰史の体温を噛みしめるように胸元に頬を寄せる。髪を撫でてくれる手の温もりに、安堵感と幸福感が芽生えた。

　ふと、もう一度キスがしたくなって、自ら彰史の唇を塞ぎにいく。

　すると、彼に唇をやわやわと挟まれ、甘やかすようなくちづけが返ってきた。

　少しして唇が離れて、彰史と目が合った。

　優しい笑みを浮かべている彼を見ると、なんだか心がくすぐったくなる。思わず、ふふっと笑っていた。

「彰史さん」

「ん？」

　甘えたくなって、硬い胸板に額を押しつける。グリグリとこすりつけるようにすると、クスッと笑われてしまった。

「甘えたくなった？」

「……だめ？」

「そんなわけないよ。美紅が甘えてくれるのはいつでも大歓迎だ」

　頭頂部に唇を落とされ、胸の奥がキュンと震える。

　実は、先日の一件からずっと、セックスがなくなっていた。キスはしていたものの、なんとなく身体を重ねるような雰囲気にならなかったからである。

　もちろん、美紅が話し合いを避けているのが一番の理由だが、たった数日でも彰史と同じベッドにいても彼との心の距離が離れている気がして寂しかった。

　今もまだ、燈子に対して思うことはたくさんある。納得もできていない。

　それでも、今夜は彰史にもっと抱きしめていてほしくて、それを伝えるがごとく彼に首に腕を回した。そっと力を込め、ぎゅうっと抱きつく。

「でも、あんまりくっつかれると抱きたくなるよ」

「……うん。だって、誘惑してるんだよ？」

　ドキドキする鼓動を隠すように、彰史の首元に顔を埋める。直後、ふっと笑みが零されたのがわかった。

「ずるいな、美紅は」

　なにがずるいのかはよくわからない。

　けれど、背中に回された手で腰のあたりを撫でられると、反射的に下腹部が戦慄いた。

　どちらからともなく顔を近づけ、自然と唇を重ね合わせる。柔らかな唇を食み合い、戯れるようなキスを繰り返す。

　ウエストラインを行き来していた骨ばった手がヒップラインをなぞり、まろみを帯びた双丘をやんわりと揉んだ。

　美紅は背筋がゾクゾクと粟立つのを感じながら、彰史のパジャマのボタンを外していく。

「ふぅっ……」

　やがて、挟み合っていた唇の隙間から彼の舌が入ってきた。肉厚の熱が押し入ってくるのを歓待し、自分から舌を搦めにいけば、きつく吸い上げられた。

「んんっ……！」

　横向きで向かい合う体勢では少しばかり腕が動かしにくいが、そのもどかしさすら甘い刺激になって心が逸る。

　早く素肌に触れたくて、もっと触れてほしくて。嫌なことを忘れたくて、不安も不満も消したくて。必死にキスに応える中、はだけさせたパジャマから覗いた彰史の肌に触れた。

　刹那、前に回ってきた彼の手がパジャマの裾から侵入し、レースが施されたナイトブラを押し上げられたかと思うと、たわわな膨らみを掴まれた。

　遠慮なく胸を揉みしだく手のひらが先端をかすめる。ささやかな刺激にも反応する美紅の身体は、すでに熱を持ち始めていた。

　むりやり押し上げられたままのナイトブラのせいか、少しだけ苦しい。それでいて、その窮屈さが興奮を高め、さらに鼓動を速めていく。

　彰史はもう片方の手で美紅のパジャマのボタンを外すと、素早く脱がしてきた。

　歪な形になった双丘が、彼の眼前にさらされる。途端に羞恥が増し、思わず背中を丸めてしまいそうになったが、それよりも先に薄桃色の飾りを摘ままれた。

「アッ……んっ」

　喉が仰け反ると、彰史が美紅の豊満な乳房に視線を落とし、間髪を容れずにそこにくちづけた。谷間に舌を這わせ、胸の形をかたどるように舐められていく。

　下側にたどりつくと、そのまま這い上がってきた舌が突起をツンと突いた。

「はあっ……ッ、あんっ」

　舌先が小さな蕾をくるりと一周すると、今度は口内に含まれてしまう。

　飴玉を舐めて転がすように花粒を嬲られ、無遠慮な刺激が下肢に向かって駆け抜けた。

　ピチュッ、ピチャッ……と隠微な水音が響き渡り、身体とともに鼓膜も犯されていく。それはいっそう愛欲を煽り、無意識のうちに膝をすり合わせた。

　もうひとつの尖りは親指と人差し指で軽く押し潰すようにしながらこすられ、二種類の快感に侵食されていった。

「ここ、硬くなってきたよ。こっちも触ってほしいんじゃないか」

　ズボンの上から秘所をなぞられ、蜜口がキュッとすぼまった。

「はぁっ、ん……。触って……」

　こくこくと頷いて、彼の手を受け入れる意思を見せる。ズボンのウエスト部分から下がってくる手が待ち切れなくて、つい腰が小さく揺れた。

　数秒してショーツの中に入ってきた手は薄い茂みを掻き分け、柔毛の中に隠れている小さな芽をすぐに探り当てた。

「ァッ、ふぅ……っ」

　軽く押されるだけで快楽が生まれ、息を詰めそうになる。

「……よく濡れているね」

　彰史が指摘しながら、蜜口にあてがった指先を数回往復させ、雫を纏わせる。その指を花芽に押し当てると、カリカリと引っかいたりクルクルと回すように捏ねたりした。

　美紅の好きな方法を熟知している彼は、早々に高みに追いやろうとしてくる。

　思い出したかのように再び双丘の粒を口腔に含まれると、上半身と下半身の両方で喜悦が膨らみ、たまらなかった。

　見悶える美紅の手の甲に、硬いものが当たる。それが雄の欲望だと気づくや否や、お返しとばかりにそっと撫でた。

　はぁ……と荒々しい息を吐き出す様が色っぽくて、胸の奥が甘い音を立てる。熱を帯びた視線にもときめき、美紅の心と身体はキュンキュンと震えた。

　布越しに雄杭をこすれば硬さが増し、少しずつ反り返っていく。その間にも秘芽を嬲られたままだった美紅の身体の中では、愉悦が限界寸前まで膨張していた。

「ふぁっ、アアッ……やぁっ」

「イっていいよ？　ほら、いつも通り俺に身を任せて」

　誘惑の囁きに鼓膜をくすぐられ、捏ね回されていた蜜核をグリッと押し潰されて。

「やっ……もっ、ッ……ああぁぁぁっ──！」

　激しい痺れが、下肢から頭のてっぺんまで突き抜ける。

　襲いくる法悦に呑み込まれた美紅は、喉を仰け反らせながら四肢を強張らせて達した。

　　

　静寂に包まれた寝室で、美紅が瞼をそっと閉じる。

　あのあと身体を重ねたふたりは、ようやく息を整えたところだった。

　身体は確かに果てたはずで、気だるさに包まれている。前戯でもう一度昇り詰め、さらには挿入後に二度の絶頂を味わったせいか、今にも眠ってしまいそうだった。

　ところが、心はどうしてか満たされないままで、そのせいなのか心の底から気持ちよかったと思えなかった。

「好きだよ」

「……うん、私も」

　優しい声音に、小さく頷く。

　同じ気持ちなのは間違いないはずなのに、ほんの微かな虚しさが胸の奥をかすめた。

「美紅……」

　不意に深刻な声音になった彰史を遮るように、慌てて口を開く。

「疲れちゃったからもう寝るね」

　嘘ではないが、逃げたのも間違いない。

　微妙な空気に戻ったことには気づいたが、子どもっぽい嫉妬を見せれば見せるほど、美人で洗練された燈子との差を感じさせられてしまう。

　彼の気遣いは伝わってくるし、きちんと話し合いたいという気持ちもあるのに、今はまだ彼女に関する話を素直に聞けない自分がいた。

「そうだね。もう寝ようか」

　彰史は美紅の気持ちを慮るように微笑み、唇と頭頂部にくちづけた。

「おやすみ」

　自分の中の澱をまだ消化できないまま、それでも彼の温もりに触れているという安心感にわずかに癒され、小さく笑って「おやすみなさい」と返した。
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　よく晴れた、五月の第三土曜日。

　美紅は、十七時から始まった麻紀のウェディングパーティーに訪れていた。

　今日のために新調したパステルピンクのドレスはミディアム丈で、ウエストから裾まで繊細なレースが施され、シックなデザインである。

　可愛い系のカラーにしたため、デザインは落ち着いたものを選んだ。

　パーティーには、美紅の想像以上に多くの招待客が出席しており、十九時を過ぎた今もよく盛り上がっている。

　彼女が厳選したという表おもて参さん道どうにあるレストランは、アンティーク調のインテリアが随所にちりばめられ、華やかさと温もりに溢れた内装になっている。

　料理はイタリアンをメインに十種類以上が並べられ、ビュッフェスタイルで気軽に楽しめた。一口サイズの可愛らしいスイーツも数種類あり、どれもとてもおいしかった。

　招待客はみんな和気藹々としており、麻紀の同僚の女性たちはスタイルのよさが際立っていた。彼女いわく、ハニードロップのスタッフは美意識が高いのだとか。

　麻紀も千佳もスタイルがいいが、姿勢も常に綺麗だ。

　シックなマーメードラインの純白のドレスを身に纏う麻紀は、その中でもいっそう美しく輝いていた。

　前下がりのボブは緩く巻いてサイドを編み込み、ヘアアクセの代わりに生花で彩られているが、明るいカラーではなく落ち着いた色を選んでいるところが彼女らしい。

　少しくすんだようなパープルやピンクの花飾りが、とてもよく似合っていた。

　高砂のように配置されたメイン席に座る麻紀の笑顔は、いつも以上に綺麗である。

　彼女と出会った日から今日まで、色々なことがあった。

　お喋りの方が捗った、テスト勉強。一晩中語り合った、お泊まり会。涙混じりの笑顔で写真を撮った、卒業式。

　テーマパークでははしゃぎ過ぎてクタクタになり、初めてふたりで行った旅行はハプニングすら楽しかった。

　青春を共にした友人との思い出は、一晩程度では語り尽くせない。

　しっかり者でサバサバしている麻紀は、美紅にとって大切な親友であり、良き理解者である。時にはその言動に驚かされることもあるが、どんな時でも味方でいてくれる信頼の置ける友人だと思っている。

　そんな彼女の幸せそうな表情を見ていると、親友として喜ばしいのはもちろん、どこか誇らしいような気持ちにもなった。

　麻紀の隣に寄り添う正弘も、彼女に優しい笑みを向けている。幸福感を滲ませるふたりを目の当たりにしたことによって、自分自身の結婚式のことを思い出した。

　あの頃はまだ、彰史がなぜ自分とのお見合いを受けてくれたのか、そしてプロポーズをしてくれたのかがわからなかったが、それでも確かに幸せだった。

　大切にされていることはわかっていたし、新しい生活に小さな不安を抱えながらも未来に思いを馳せ、彼と生きていく決意を改めて立てた。

　両家の両親や幸史、そして互いの友人や同僚たちからの祝福が嬉しく、彰史と永遠の愛を誓った。その想いは今も色褪せることなく、それどころか日々大きくなっている。

　色や形に例えるのなら、あの日とは少しずつ違っているのかもしれない。

　けれど、それは彰史と重ねてきた時間とともによりカラフルに彩られ、確固たるものになっていった……とも言えるだろう。

　夫婦の数だけ色も形も異なるのかもしれないが、自分たちには彼とふたりで築き上げてきた日々がある。

　それは他の誰も干渉することができない、美紅と彰史だけのものだ。

　だからきっと……過去や周囲がどうであろうと、大切な人たちの前で愛を誓い合ったあの日のように彼との幸せだけを考えていればいいのだ。

（……うん、そうだよね）

　ようやく自分自身を納得させることができた。そう気づいた時、少しだけ心が軽くなった気がした。

　嫉妬は今も消えず、不安や不満が解消できたわけではない。それでも、不思議と美紅をずっと悩ませていた胸の奥の淀みが薄らぎ、今ならきちんと話し合えると思えた。

「美紅さん！」

「千佳ちゃん」

「やっと話しかけに来られました！　さっきから話したくて仕方なかったんですけど、なかなかタイミングがなくて」

　ミントカラーのドレスを身に纏った千佳は、嬉しそうに駆け寄ってきたかと思うと、「麻紀さん、すっごく綺麗ですよね」と興奮した様子を見せた。

「うん、本当に綺麗だよね。さっき、つい感極まっちゃった」

　麻紀が話していた通り、特に余興などは行われていない。

　メイン席の背後に設置されているスクリーンには、彼女たちがケアンズで撮ってきたものを始め、ふたりの思い出のもの、そして出席者と撮影した写真が映されているが、基本的には出席者が自由に楽しめるようになっていた。

　遅れてきた者も途中で抜け出す者もあまり気を使うことなく過ごせ、ゲストとの距離が近いパーティーである。

　友人の多い麻紀らしく、思いやりに溢れている。みんなに楽しんでもらいたいという彼女の配慮が、手に取るように伝わってきた。

「千佳ちゃんももうすぐ入籍するんだよね。改めて、おめでとう」

「ありがとうございます！」

「もう彼とのことは職場に報告したの？」

　満面の笑みの千佳に耳打ちすると、彼女がはにかんだように頷いた。

「はい。さすがに報告しないわけにはいきませんから。でも、何人か気づいてた人もいるみたいで、意外と明るく受け入れてもらえてホッとしました」

　千佳は昨年の誕生日に恋人の玉たま木き秀しゅう人とからプロポーズされ、もうすぐ籍を入れる。

　店舗スタッフとエリアマネージャーという職場での関係性を考慮して、周囲には打ち明けていなかったのだとか。

　ふたりのことを知っている同僚は麻紀しかいなかったが、婚約を機に他の同僚たちにも報告したところ、温かく祝福してもらえたらしい。

「そっか。よかったね」

「はい！」

　麻紀に負けず劣らず、千佳も幸せいっぱいと言わんばかりの顔をしている。

「ねぇ、秀人さんは来てないの？」

「あ、はい。彼はエリアマネージャーですし、麻紀さんとも関わりはありますが、同僚ほどじゃないですから」

「なんだ、残念だなぁ。千佳ちゃんの旦那さんになる人に会ってみたかったのに」

「旦那さんって……気が早いですよ」

　彼女は、頬を赤く染めながらも満更でもなさそうで、その初々しさに笑みが零れた。

（私も結婚した頃はこんな感じだったんだろうなぁ）

　今でも彰史のことを『夫』と呼ぶ時はどこか面映ゆく、他人から彼を『旦那さん』と言われた時にはくすぐったいような気持ちにもなる。

　ただ、新婚当初は喜びと同じくらい気恥ずかしさも大きかった。

　今はもうそういう気持ちはないものの、些細なことで喜びを感じるところは変わっていないかもしれない。

「いつか会わせてね」

　美紅の言葉に、千佳が頷く。

　それから少し話したあと、ふたりで麻紀の元へ行った。

「麻紀、三人で写真撮らない？」

「もちろん！」

　すでに高校時代の友人たちや麻紀とふたりきりでは撮影していたが、千佳と三人でも撮っておきたかった。

　快諾してくれた麻紀を千佳と挟み、スタッフに写真を撮ってもらったあとで正弘にも入ってもらう。四人での撮影が終わると、千佳が同僚に呼ばれてこの場を離れた。

「麻紀、本当におめでとう」

「ありがとう。って、何回お祝いを言うつもり？　今日までも今日も、もう何回も言ってくれてるのに」

「だって、何回でも言いたくて」

　どれだけ祝福の言葉をかけても、まだまだ足りない。それほどまでに、麻紀の幸せが嬉しくてたまらないのだ。

　彼女は苦笑しつつも幸福感を滲ませていて、美紅は「もっと幸せになってね」と伝えた。

　

　主役ふたりの挨拶で締めくくられたパーティーは、二十一時にお開きとなった。

　結局、ほとんどの出席者が最後まで残っていたようで、ゲストを見送る麻紀とは軽く挨拶を交わすことしかできなかったが、とてもいいパーティーだったと思う。

　一緒に出席していた高校時代の友人たちは、既婚者を除いたメンバーと新郎側のゲストでこのあと飲みに行くらしく、美紅は会場の前でみんなと別れて駅に向かった。

「あのっ……！」

　その数分後、大通りに出る間際に背後から声をかけられて振り返ると、ひとりの男性がこちらに向かって走ってきていた。

「よかった、まだ近くにいてくれて」

　少し上がった息を整えた男性が、にこやかに美紅を見る。

　恐らく、彼は麻紀のパーティーのゲストだったのだろう。フォーマルスーツ姿であることと、なんとなく会場で見かけた気がして、その答えに至った。

「あの……なにか？」

「えっと……もしお時間があれば、これからどこかへ行きませんか？　お酒でもコーヒーでもご馳走します。あ、俺は正弘の友達なので、怪しくないです！」

　焦ったようにしながらも笑顔を崩さない男性からの誘いに、美紅は戸惑いを浮かべる。

「あの……ごめんなさい。私、夫がいますので……」

「えっ、そうなの？　てっきり独身かと……」

　異性からこんな風に声をかけられたことは何度かあるが、麻紀の夫となった人の友人ということもあり、なんとく気まずさを感じた。

　彼も居心地が悪そうな表情になったため、互いに微妙な空気になった中で曖昧に微笑むことしかできない。

「会場で見かけたときから気になってたから、つい……。困らせてごめんね」

「いえ……。走ってきてくださったのにすみません」

「いやいや、俺が早とちりしただけだから」

　男性は人の好さそうな笑顔で「本当にごめんね」と頭を下げ、美紅が首を横に振るとホッとしたように息を吐いた。

「今日、本当にいいパーティーだったよね」

　すると、彼がぎこちない空気を変えるように笑った。

「はい。すごく素敵なパーティーだったと思います」

　麻紀の幸せそうな姿を思い出し、自然と笑みが漏れる。新郎側の友人も同じように感じていたと知り、彼女の親友として喜びが増した。

「君が既婚者だったのは残念だけど、正弘が幸せそうでよかったって思うよ」

　男性はしみじみと呟くと、駅とは反対側に視線を遣った。

「えっと……じゃあ、行くね」

「あ、はい」

「呼び止めてごめんね」

「いえ……」

　笑顔で頭を下げ合い、来た道に戻っていく彼に背中を向けた時。

「っ……彰史さん……！」

　目の前に彰史が立っていた。

　驚きのあまり目を真ん丸にする美紅を余所に、彼が優しい笑みを浮かべる。

「そろそろ終わる頃かと思って迎えに来たんだ。奥さん、ドライブでもいかかがですか？」

　車の鍵を見せた彰史の面持ちは普段通りのものなのに、その瞳がどこか寂しげに見えた。

　いつもと変わらないようでいて、自分たちの心が少しばかり離れているのが痛いほどわかっているからだろう。

「旦那様からのお誘いなら喜んで」

　美紅は泣きそうになったのを隠し、微笑みながら彼の手を取った。

「待たせてごめんね。帰ったらちゃんと話し合いたい」

「……ああ、そうだね」

　美紅の手を握り返した彰史が、そのまま胸の中に迎え入れる。次いで背中に腕を回され、そっと抱きしめられた。

　大通りが見える路地の一角で、人目も憚らずに彼の背中に手を添える。

　そこにぎゅうっと力を込めれば、大好きな香りが鼻先をくすぐった。

　

　帰宅後、美紅は髪を解いてメイクも落とし、ルームウェアに着替えてリビングに行った。

　少し前に買った七分袖のルームウェアは、パステル系のラベンダー色のパイル生地に白い小花柄のもの。可愛らしいデザインとお揃いのショートパンツも肌触りがいいため、最近のお気に入りだった。

「話す前に電話をかけてもいい？」

　真っ直ぐに自分を見つめる瞳を見て、そうすることに意味があるのだろうと察した。ためらいもあったものの、小さく頷いて承諾の意を伝える。

　彰史はスマホを操作して発信ボタンを押し、最後にスピーカーにした。

『彰史から連絡してくれるなんて珍しいじゃない』

　開口一番そう言ったのは、燈子である。彼が誰に電話をしているのかはわかっていたが、いざ彼女の声を聞くとなんとも言えない複雑な感情に包まれる。

「話があるんだ」

『改まってなによ？　深刻な話ならお酒でも飲みながらゆっくり聞くわよ？　ふたりでよく行った──』

「福留さん」

　明るい口調の燈子を遮った彰史の声音は、驚くほど低く静かだった。

「もう個人的に連絡をしてくるのはやめてほしい」

『突然どうしたの？』

「突然じゃないだろう。俺は何度も話していたはずだ」

　今まで知らなかったふたりのやり取りが少しだけ見え、彼はできる限りの対応をしてくれていたのだと知る。それだけで、美紅の心がわずかに救われた。

「仕事の話が皆無だったわけじゃないが、少なくともわざわざ個人的に連絡してくるようなことでもなかったと思っている。なにより、今回の担当者は俺じゃない。それは君も重々理解しているだろう」

『だからなに？　仕事以前に知り合いなんだから、連絡くらいしたっていいでしょ』

　飄々と話す彼女からは、特にこちらの意見は気にしていないようにも感じる。

「悪いが、それもやめてくれ。俺は誰よりも妻が大切なんだ」

『……っ』

　ただ、それでも毅然とした態度で接する彰史に、燈子は戸惑いを見せた。彼は、落ち着いたまま続ける。

「元は友人だったこともあってあまり無下にできずにいたが、福留さんの行動は少しいき過ぎている。夜遅い時間や休日にまで連絡してくる必要はないし、今後も公私混同するようなら会社に報告させてもらう」

『べ、別にちょっと連絡しただけじゃない！　それくらいのことでどうしてそんな風に言われなきゃいけないのよ！』

　彼女の声には明らかに動揺が表れている。

　燈子のことを洗練された女性だと思っていたが、急に攻撃的になった態度から感じるのは、どこか幼稚な雰囲気だった。

『もしかして、奥さんが嫉妬深いの？　あ、これも奥さんが言わせてたりして？』

「俺の妻を侮辱しないでくれ」

　美紅を蔑む彼女に、彰史が語気を強めた。眉間に皺を寄せる横顔は、不快感を隠すことなく怒りも見える。

『侮辱なんて……』

「俺にはそう聞こえたよ。どちらにしても、君の意見や気持ちは聞く気はない」

　彼はため息混じりに言い切ると、一拍置いて口を開いた。

「そういうことですので、今後なにかあれば担当者に連絡してください」

　他人行儀というには冷た過ぎる声が、リビングの空気を揺らす。

　燈子は言葉を失っているのか、無言のままだった。

「では、失礼いたします」

　彰史はあくまで事務的な態度で告げると、彼女の反応を待たずに通話を終えた。

　しん、と静まり返ったリビングに深いため息が落ちる。彼はスマホをローテーブルに置くと、美紅の方に身体を向けた。

「本当にすまない……。もっと早くこうするべきだった」

　頭を下げた彰史に、美紅は首を横に振る。

　仕事相手だという関係性が、彼を困らせていたのは今の会話で充分理解できた。それに、美紅の知らないところで燈子をたしなめていたことも……。

「私の方こそ、仕事だってわかってたのにずっと話し合いを避けててごめんね……。でも、どうしても自分の中の不満を上手く消化できなくて……」

「それはいいんだ。あれだけ連絡があれば、不信感を持つのもわかる。美紅が理解しようとしてくれていたのも、わかっていたつもりだから」

　互いに相手の気持ちを察せていなかったわけではない。その点はわかっていたし、それぞれに思い悩んでいたことも理解し合っていた。

「言いたくなさそうだったから訊かないでおこうかと思っていたんだが、本当はカフェで福留さんからなにか言われたんじゃないのか？」

　確信を突かれて、言葉に詰まってしまう。けれど、それこそが答えだと語っていた。

「……うん。あの日、色々言われたよ……。彰史さんに言いつけるみたいなことしたくなくて黙ってたけど、本当はすごく嫌だった……」

　ぽつりぽつりと本音を零し、燈子にカフェで話しかけられた時のことも包み隠さず打ち明けることにした。

　悪口を言いたいわけではないが、あの日に彼女から投げられた言葉たちは美紅の心に陰りを落とした。

　少なくとも、美紅にとってはどれも笑って流せるものではなかった。

　それらを前置きした上ですべてを話すと、心の中でつかえ続けていたものが少しずつ溶けていく。沼のようにドロドロと溜まっていた澱が、ようやく浄化された気がした。

「ごめん……。そんなことを言われていたなんて……。もっと早く、きちんと彼女に言えばよかった。それに、ちゃんと謝罪させるべきだった」

「ううん、いいの。彰史さんが福留さんに前から電話のことを話してくれてたんだってわかったし、私がこの話をする前に福留さんに話してくれたから、もう充分だよ」

　嫌な思いをしたし、不安も不満もあった。そのほとんどは燈子に向いていた気持ちだったが、嫉妬のせいで彰史にもモヤモヤしてしまったこともある。

　けれど、心が落ち着いた今、彼に対して抱えていたマイナスの感情は消化でき、ようやく穏やかな気持ちが戻ってきた。

「でも……こんな私に幻滅したよね……？　福留さんの行動にいき過ぎた部分があったとしてたとしても、ただの仕事上の関係だったのは事実なのに……」

「幻滅なんてするはずがないよ」

「本当に……？」

「ああ。美紅が不満に思っている理由のひとつに、嫉妬があったこともわかっていた。すぐに対処できなかったのは申し訳ないと思うが、嫉妬を見せてくれる美紅を可愛いと思っていたんだから」

　優しい笑みを浮かべられて、美紅はなんとも言えない気持ちになった。

　彰史が美紅の嫉妬に気づいていたことはもちろん、それを嬉しいとまで思ってくれていたなんて……。

　逆の立場でも同じように感じるのかもしれないが、いつも通り美紅よりもずっと余裕のある彼にドキドキさせられてしまう。

「でも、やっぱり心が離れている気がしていたし、寂しさもあったよ」

「彰史さん……」

「ただ、悪いのは美紅に不安を感じさせてしまった俺だから」

　眉を下げる彰史に、美紅はかぶりを振る。

「彰史さんを信じてなかったわけじゃないの。でも、どうしても福留さんのことを聞く気にはなれなくて……。彰史さんは何度も話し合おうとしてくれてたのに、ずっと逃げててごめんなさい……」

「謝る必要なんてない。謝るのは俺の方なんだから。でも、嫉妬してくれるほど俺を大事に想ってくれているんだろう」

　素直に「うん」と頷けば、彼が瞳を穏やかに緩めた。

「白状しておくと、俺もさっき嫉妬したよ」

「え？」

「パーティー会場の近くで男性に声をかけられていただろう」

「あっ……！　でも、あれはなにもなかったよ？」

「なにかあってもなくても、関係ない。美紅が他の男に笑いかけているだけで、『美紅は俺だけのものだ』って言いたくなるんだよ」

　結婚しているのに……と思う。

　けれど、美紅自身もここ数日はずっと似たようなことを言いたくてたまらなかった。

　燈子が電話をかけてくるたびに本当に仕事の用件かと疑問を抱き、彼女に夫婦の時間を邪魔されることが嫌だった。

「私も……いつだって『彰史さんは私のものだ』って主張したいよ」

　彰史がふっと気を抜いたように笑い、美紅もつられて笑みを零す。

　喧嘩をしていたわけではないが、これで一区切り……といったところだろう。

　彼も同じことを考えたのか、安堵しているのがわかった。

　見つめ合った直後、引力のように互いに吸い寄せられる。

　どちらからともなく唇を重ねれば、まるで仲直りのキスのように思えて、面映ゆさを抱えながら彰史を見上げた。

　そのまま彼に抱きしめられ、大好きな腕の中で瞼をそっと閉じると、ようやくいつもの雰囲気に戻れた気がした。

「美紅」

「なに？」

「ベッドに行こうか」

　幸福感に浸っている美紅に、彰史が誘惑の言葉を囁く。彼の瞳が自分を求めていることはわかっていた。

　悩むまでもなく、答えはひとつしかなかった。
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　カーテンを閉めた寝室は、やけに静かだった。

　焦れたように美紅を抱き上げた彰史は、一目散にこの部屋にやってくると、ベッドの上に美紅を下ろした。

「彰史さん……」

　真っ直ぐな視線に射抜かれ、ドキドキさせられる。

「ん？」

　彼は美紅の額に唇を落としながら、セミロングの柔らかな髪を撫でた。心地好い感覚に、思わず瞼を閉じたくなってしまう。

　そこでハッとして、慌てて口を開いた。

「やっぱり、先にシャワーを──」

「だめ」

　美紅の願いはあっさり却下され、たじろいでしまう。

　今日はよく晴れていたせいか、日が暮れても蒸し暑かった。汗だくにはなっていないものの、パーティーに向かう時には軽く汗ばんだことを思い出す。

「でも……汗かいちゃったし」

「そんなこと気にしないよ。むしろ、美紅の匂いがして嬉しい」

　首筋に顔を埋めるようにされ、羞恥でいっぱいになる。匂いを嗅がれているのだと悟った瞬間、反射的に身体を離そうとしたが、一拍早く両手首を掴まれてしまう。

「やだっ……！」

　変態……と言いかけて、咄嗟に口を閉じる。

　こんなことを口にすれば、お仕置きが待っているに違いない。

　そういう時の彰史は容赦がなく、気持ちよさを通り越して苦しくなるとわかっているからこそ、なんとか言葉を飲み込んだ。

「お願いだから嗅がないで……」

「いい匂いだけど」

「……っ！」

　さらりと言い切られて、首をブンブンと横に振る。

　美紅も彼の匂いが好きで、いい匂いだとも思う。それでも、自分の体臭を嗅がれているという事実は、どうしたって恥ずかしくてたまらなかった。

「恥ずかしいから……」

「でも、美紅は恥ずかしい方が気持ちよくなれるだろう？　それに、俺にとっては食べたくなるほど魅力的な匂いなんだよ」

　話せば話すほど羞恥が膨らんでいき、埒が明かない。

　顔を真っ赤にしている美紅は、彰史の行為から逃げるように彼の唇をキスで塞いだ。

　少し薄い柔らかな唇を緩く挟み、それを何度も繰り返す。彰史の首に腕を回せば、彼が美紅を横たわらせて覆い被さってきた。

　同じように唇を食んできた彰史は、吸ったり舐めたりと戯れてみせる。程なくして、美紅が吐息を漏らした唇の隙間から舌を差し込んできた。

「ふっ……ん、ッ」

　狭い口内でうごめく肉塊が、歯列をゆっくりとたどっていく。そのまま舌を搦め取られ、軽く吸い上げられたかと思うと、期待を裏切るようにあっさり解放されてしまった。

　ほんの一瞬寂しさを感じた直後、顎の裏をくすぐられた。

　ぞわぞわと心が掻きむしられるような感覚とともに、ささやかな快感が芽吹く。下腹部の奥に甘切なさが広がり、蜜口がきゅうぅ……とすぼまった。

　舌が離れると心許なくなって、自ら彼のそれを捕まえにいく。必死に絡めて舌を結び直せば、舌をくすぐるようにして丹念に舐められた。

　くぐもった声が漏れ出ても、もっとしてほしくなる。

　彰史の首に回した腕に力を込め、無意識に彼の脚に下肢を絡め合わせるようにした時、舌を強く吸い上げられた。

「……んんっ──」

　呼吸すら奪われてしまいそうで、それなのに強引さを感じるくちづけが嬉しい。

　淫靡な水音に煽られて愛欲が増していく中、胸の奥を突き刺すほどの激しい劣情を見せつけられ、鼓動がいっそう甘やかな音を立てた。

　キスだけで酩酊感を抱き、彼に酔い痴れてしまう。

　欲情を隠さない苛烈なキスとは裏腹に髪を撫でてくる手が優しくて、たまらない気持ちにさせられた。

　ようやくして離れた唇同士を繋いでいた透明な糸が、数舜してぷつりと切れる。美紅の口元を汚した雫を、彰史が親指で拭った。

　燈子の件があってから、自然とセックスの回数が減っていた。彼と抱き合ってもどこか心が遠くて、愛し合っているのはわかるのに寂しかった。

　ここ最近は、こんなにも甘いキスをすることもなかったのだ。

「美紅？　大丈夫？」

　ぼんやりとしていた美紅の顔を、彰史が覗き込む。

「うん……。大丈夫だよ。心も身体も、彰史さんと早く繋がりたい」

　美紅は瞳を緩め、恥じらいながらも彼をじっと見つめた。

「……とびきりの殺し文句だね」

　彰史が困り顔で笑う。

　どこか複雑そうに、それでいて嬉しそうに。

　美紅はあくまで素直な気持ちを零しただけ。そこに他意はないつもりだった。

　けれど、心のどこかでは燈子への対抗心もあったのかもしれない。

　彼は自分の夫で、自分のものなのだ……という独占欲がないとは言い切れなかった。

「本当に可愛くて困るよ」

　言葉とは裏腹に、その声音には喜色が浮かんでいた。

　面食らった表情に、愛おしさが込み上げてくる。好きだと伝えたくて唇を重ねると、すぐに舌を搦め取られた。

　舌先をくすぐり合う。

　ねっとりとしたキスは、まるで互いの唾液を交換するようにいやらしい。ぴちゃっ……と湿った水音が響くたび、頭がクラクラした。

　美紅の髪を撫でていた骨ばった手が、ゆっくりと下りていく。

　耳朶の形を確かめるように指先でたどられ、そのまま首筋へと向かうと、鎖骨の上をなぞられた。

　もう片方の手が布越しに下腹部を撫で、ルームウェアを捲る。剥き出しになった肌をたどる手の感触に、背筋がぞわりと総毛立った。

　這い上がってくる手が、背中に回される。肌を優しく撫でられるのがじれったくて膝をすり合わせれば、ブラのホックを外された。

　たわわに実った膨らみがぷるんと弾み、胸元が解放感に包まれた。

　布の下で動く手が前に戻ってくると、今度は両手で双丘を持ち上げられる。

　胸全体を手のひらで揉まれ、先端の小さな蕾が中途半端に脱がされたままのブラとこすれる。

　彰史はわざとそうしているのか、乳房だけをそっと揉み、突起には触れてこない。それがもどかしくて、美紅は眉根を寄せて吐息を漏らした。

　胸を揉みしだかれるたびにブラがずれ上がり、鎖骨の方に寄っていく。必然的に花粒がルームウェアに触れ、くすぐったさの中に魅惑的な疼きが芽生えた。

「ァッ……」

　服の上からでも胸の形が変わるほどしっかりと揉まれているのに、肝心の弱い部分だけはまだ直接触れてもらえない。

　もどかしさが募るほどに下腹部が震え、腰が勝手に揺れてしまいそうになった。

「じれったい？」

「っ……」

　意地悪な質問を落とされ、頬が熱くなる。

　けれど、彼に見据えられていることにドキドキして、期待が高まっていく。

「……うん、っ……じれったい……」

「そういう顔を見せられるともっと焦らしたくなるけど、それと同じくらい早く気持ちよくしてあげたくなるよ」

　唇の端だけを持ち上げた彰史が、うっすらと嗤う。淫蕩な笑みを前にいやらしい想像が駆け巡り、蜜口がすぼまるのを自覚したのと同時に熱い吐息が零れた。

　刹那、ずっと放置されていた尖りを、キュッと摘ままれた。

「ふっ……」

　右手の親指の腹で先端をこすられ、甘い刺激が広がっていく。捏ねるようにクリクリといじくられていたかと思うと、今度は二本の指で挟み、強めに引っ張られた。

「あんっ！」

　もう片方の手がルームウェアを完全に捲り上げ、美紅が喜悦を受け止めながら両手を上げると、手早く脱がされる。

　ブラも抜き取られ、ついでとばかりにショートパンツも奪われてしまい、美紅の身体にはパステルピンクのショーツだけが残った。

　太ももをすり合わせれば、ショーツの中がすでに湿っていることに気づく。きゅうきゅうと戦慄く秘所は、まるで早く触れてほしいと訴えているようだった。

　それを見透かすように、彰史が美紅の脚の間に身体を入れる。

　太ももを大きく広げることになった美紅は、思わず力を入れてしまったが、彼が一瞬早くあわいに膝を押し当てた。

　硬い膝でグリッとこすられて、反射的に腰が大きく跳ね上がる。くちゅっ……と鳴った音が鼓膜に届き、予想以上に濡れていることを語った。

「もう濡れているね。こうしてちょっとこするだけで、いやらしい音が聞こえる」

　獲物を捕らえる肉食獣のような鋭い双眸に射抜かれながら、「ほら、わかる？」なんて尋ねられて恥ずかしくてたまらない。

　捏ねられ続けている双丘の先端も、じくじくとした熱を増す。的確な快楽が注入されて、自分自身でもそこがもう硬くなっていることはわかっていた。

「今日はすごく感じやすいね」

　身体を重ね合うのはそれほど久しくはない。

　けれど、回数が減っていたのは確かで、なによりもずっと心が遠かった。気持ちよくても心がとろけるような快感とは違い、情交のあとにはどこか寂しさが残った。

「ん……だって……」

　以前のように戻れた今は、虚しさを感じていた日々の分、身体が敏感になっているのかもしれない。

　つくづく、心と身体は繋がっていると思う。

「上手く言えないけど……嬉しくて」

「俺も嬉しいよ。今夜はたくさん気持ちよくなろう」

　言い終わるが早く、彰史が胸元にくちづけてきた。柔い膨らみに無造作に舌が這い、ねっとりと舐められていく。

　そのまま滑らかな肌を堪能したあと、乳房を揉みしだきながら頂きを舐め上げた。

「ふぁっ……」

　普段は薄桃色の小さなそこは、まるで食べ頃の果実のように濃く色づいている。赤く瑞々しそうな実は、白い肌との対比でいっそう妖艶に映った。

　左側の姫粒は親指と人差し指で挟まれ、捏ね繰り回される。秘部に当てられた膝も軽く揺らされ、彼によって敏感な場所が懐柔されていった。

「腰が揺れているよ」

「はぁ……ッ、だって……」

「気持ちいい？」

　先端から唇を離した彰史の吐息が、汗ばんだ肌にかかる。唾液で濡れているせいか、それすらも悦びに変わった。

「うん、気持ちいい……あんっ！」

　再び果実を口内に含まれ、歯を立てられる。飴玉を転がすように舌先で弄ばれ、時にはカリッと噛まれて。左手では乳房を揉まれ、体がどんどん追い立てられていく。

　絶妙な悦楽を与え続けられていると、今度は下半身の物足りなさが増す。膝でゆるゆるとこすられているだけでは、到底足りなかった。

「彰史さん……やんっ、ぁ……んっ」

「今度はこっちがもどかしい？」

『こっち』という言葉に合わせて、膝を強く押しつけられる。その刺激に喘ぎながら、こくこくと必死に頷いた。

　彰史はふっと瞳を緩め、ショーツに手をかけた。

　どこか楽しげな表情のまま、薄い布地が取り払われてしまう。外気にさらされた途端、秘所がひんやりとした。

　右手がウエストラインをたどり、内ももを撫でて、割れ目に到達する。指先を軽く動かされると、くちゅんっ……と水音が響いた。

　蜜が漏れていることを語った音が、美紅の羞恥を煽る。それでも、身体は強い愉悦を求めてやまず、蜜口あたりで轟く指に合わせて腰が揺れた。

　節くれだった指は、秘孔の表面ばかりを撫でている。少し腰を突き出せば蜜壺に入りそうな感覚に、美紅の愛欲が募っていった。

「早く……ちゃんと触って」

「指を挿れてほしい？　それとも、他のところ？」

　乳頭をちゅうっと吸い上げた彰史が、美紅の胸元から見上げてくる。眇めた目は答えを求めていて、どうしても美紅に言わせたいのだと察した。

　羞恥と欲情に苛まれている美紅は、ほんの一瞬だけためらう。そのあとすぐに、入り口だけをこすっていた彼の手を両手で掴み、薄い柔毛の方へと誘った。

「……ンッ！　あんっ……」

　花芽をこするように、彰史の手を押し当てさせる。自分がどれほど恥ずかしいことをしているのかと思うと、彼の顔をまともに見られない。

「ここ？」

　それなのに、指の腹で蜜粒を軽く回され、身体は悦びに震えた。

「美紅はここがすごく好きだよね？　もう硬くなり始めてきたよ」

　快感を教え込まれた陰核は、少しいじくられるだけでも芯を持つ。簡単に膨らみ、その実を硬くして、小さいながらに存在を主張した。

　彰史は劣情に満ちた視線を美紅の顔に注ぎ、可憐な粒を嬲っていく。

　蜜を纏わせた指の腹で優しくこすり、クリクリと捏ね回して、時には押し潰して。甘く淫らな彼の指戯は、あっという間に美紅の身体を追い詰めた。

「ああぁっ、やっ……もう……」

「もうイきそう？　今日は早いね」

　喜々とした笑顔が、美紅の視界を埋め尽くす。

　淫乱だと揶揄された気がして、痴態をさらしていることが恥ずかしい。それなのに、細くしなやかな腰は勝手に揺れ動いた。

「どうせなら口でイかせてあげるよ」

　こっちの方が好きだよね、と耳元で囁かれる。

　白んでいく思考が意味を噛み砕く前に脚を割り開かれ、彰史の顔が秘所に埋められた。

　蜜口から蜜芯まで一気に舐め上げられて、背中が弓なりになる。思わず腰を捩ったが、太ももを掴んだ彼に逃げ場を塞がれてしまう。

　電流のような鋭い刺激に息を呑む。いつの間にか剥き出しにされていた花芯から頭のてっぺんまで、ビリビリとした痺れが駆け抜けた。

「だめっ……やあっ、あぁっ……あんっ」

　次いで、姫筒に指が押し入ってきた。なんのためらいもなく強引に挿入されたのに、内襞はきゅうきゅうと戦慄きながらも受け入れ、奥へ奥へと促そうとする。

　蜜粒は下から持ち上げるように舐められ、軽く歯を立てられて。隘路は二本の指を広げながら掻きむしられ、ひとしきり襞をいたぶったあとで、お腹側をグイグイと押された。

　押し寄せてくるのは、甘切ない苦しみと愉悦。どちらも同じくらいの大きさで、けれど確実に美紅の身体を高みへと導いていく。

　甘ったるい嬌声がさらに甲高くなった刹那。

「アッ……!?　やあぁっ……ああぁぁぁっ！」

　彰史は、舌で持ち上げた蜜核をちゅうっと吸い、グチャグチャに掻き混ぜていた泉の中から勢いよく指を引き抜いた。

　透明な雫が噴き出し、彼の顔を汚す。同時に喉を仰け反らせた美紅は、白い肢体をビクビクと震わせていた。

「……上手にイけたね」

　荒い息を整えられない美紅に、彰史が満足そうに唇で弧を描く。うっとりしたような笑みの彼は、顔を汚した淫蜜を手の甲でグイッと拭った。

「じゃあ、このままもう一回イかせてあげる」

「やっ……！　待って！」

　肩で呼吸をする美紅が、咄嗟に彰史の手を掴む。

「どうして？　もっと気持ちよくなりたいだろう？」

「ん……。でも、私もしたい……」

　ベッドに肘をついて上半身を起こした美紅が、目を小さく見開いた彼を見つめる。視線が交わると羞恥でいっぱいになったが、それよりも一緒に気持ちよくなりたかった。

　やっぱり、燈子への対抗心があるのかもしれない。

　なによりも、今夜は互いに心も身体も深く満たされるセックスがしたいと思った。積極的に彰史を責めて、彼女との一件なんてどうでもよくなるくらい彼を翻弄したかった。

「……いいよ。じゃあ、ふたりで気持ちよくなろうか」

　少しして頷いた彰史が、美紅の臍にキスを落とすと、その身を横たえた。

　美紅の下半身側に顔を持ってきた彼の分身が、必然的に美紅の目の前に現れる。そこはもう形を変え、逞しい腹筋につきそうなほど反り返っていた。

　美紅は身体を横に向け、そっと手を伸ばす。触れた雄芯は鋼のごとく芯を持ち、ピクピクと動いた。

　自分と同じように彰史が興奮してくれていることが嬉しい。

　欲情しているのは自分だけではなく、彼もまた求めてくれているのだと思えるとドキドキして、小さな笑みが漏れる。

「んんっ……！」

　そんなことを考えていた時、あわいを押し広げられて秘孔に指を挿入された。一度達したのもあるが、油断していたせいで喉が引き攣る。

　節くれだった指は無遠慮に襞をこすり、人差し指と中指を開いたり閉じたりしながら蜜路を解していく。

「もう俺のも挿りそうだけど……もう少し解しておこうか」

　話しかけられたのか独り言だったのかはわからない。どちらにせよ、美紅が言葉を発する前にぐるりと回した指で肉壁を引っかかれ、甘切ない刺激が走った。

　美紅は吐息混じりの声を上げながらも、雄幹に添えていた手を動かした。

「ハッ……」

　荒々しく吐き出された息が、秘部に触れる。たったそれだけのことなのに、劣情に塗れた呼気の熱に腰がふるっと震えた。

　これ以上感じる前に彰史を感じさせたい。そんな思いから身体を軽く折り曲げ、すでに充溢している雄の欲望にくちづけた。

　瞬間、彼が息を呑んだのがわかった。

　美紅は、手を休めることなく動かしながら先端にチュッとキスをし、下からゆっくりと舐め上げていく。柔らかい舌と剛直の硬さが、まるで対比のように思えた。

　ジュプッ、ジュッ……と、いやらしい音が美紅の下肢で響く中、彰史に負けじと舌を纏わせる。

　硬い雄の軸に舌を這わせ、丸みを帯びた先端にたどりつく。

　次いで、小さなくぼみに舌を差し込むようにし、クリクリと刺激して。再び下に戻って根元までねっとりと舐め、ぷっくりと膨らんだ先の方に向かう。

　嬌声と吐息を断続的に漏らしながらも、美紅は手も口も休めずに動かし続けた。

「はぁ……ん、美紅……咥えられる？」

「ん……」

　吐息混じりに返事をして、楔を口内に迎え入れる。無理な体勢のせいで少し苦しいが、彼にねだられたことが嬉しくて、必死に奥まで咥え込んだ。

　すると、彰史は蜜口にキスをし、柔毛の中に隠れている秘芽を舐め上げた。

「ふぅん……ッ」

　ぬかるみに沈めている指はそのままに敏感な突起を舌でくすぐられて、思わず腰が逃げようとする。ところが、彼がそうはさせまいと臀部を掴み、舌先をグリグリと押し当てた。

　美紅の唇からはくぐもった声が漏れ、逃げ場を失くした身体が大きく震える。

　脆弱な内側と外側を一気に嬲られるのは、どうしようもなく気持ちよくて。けれど、口腔を埋め尽くす昂ぶりのせいで、息が上手くできなくて。

　同時に押し寄せてくるふたつの感覚が、苦悶にも似た喜悦となって美紅を襲う。

　そんな中、彰史が腰をゆるりと動かしてきた。

「ん、くっ……ッ、んぅ……」

　喉の奥を突かれて視界が滲み、苦しくて唇の端から唾液が漏れる。眦から零れた涙がシーツを濡らしたが、彼は緩い律動を止めなかった。

　淫道と姫核を嬲られ、口内は猛々しい熱塊でいっぱいで、身体とともに脳芯までもがじんじんと痺れていく。肉襞は激しく轟き、限界が近いことを伝えていた。

　苦しげに眉を寄せている美紅は、押し入ってくる雄杭をねぶる。柔らかな袋の部分を優しく揉み、少しでも彰史を追い詰めようとした。

　そんな努力も虚しく、彼が剥き出しの蜜芯を吸い上げる。無防備なそこを丹念に嬲り続けられていたせいで、その刺激は苛烈を極めていた。

「ふっ、んんぅぅっ……！」

　声にならない悲鳴とともに、しなやかな肢体がビクンッと強張る。細い腰がのたうち、蜜壺をいたぶっていた指をぎゅうぅっ……と食い締めた。

　彰史が強引に指を引き抜けば、透明な飛沫が舞う。雄芯を咥えたまま絶頂の波に攫われた美紅は、苦しさに耐えかねて口を離した。

　放心するほどの愉悦の余韻の中、彰史が身体を起こす。ベッドサイドのチェストから箱を出すと、避妊具をひとつ手に取った。

「彰史さん……」

「ん？」

　乱れた呼吸の合間に呼べば、優しい眼差しが寄越される。雄の欲望を覗かせながらも美紅を見る目は穏やかで、胸の奥がキュンと高鳴った。

「前からがいい」

「どうして？」

　まだ整わない呼吸で訴えた美紅に、彰史がクスリと笑う。答えを知っていても言葉で伝えてほしいのだと暗に言われ、彼を真っ直ぐ見つめた。

「今日は彰史さんの顔をずっと見ていたいし、抱きしめてほしいの」

　彰史は、美紅の唾液に塗れた剛直に薄膜を被せると、覆い被さってきた。

「いいよ。俺も美紅の顔を見ながらしたい」

　同じ気持ちでいてくれたことが嬉しい。微笑みながら腕を伸ばして抱きつくと、彼も柔和な笑みを浮かべた。

　身体が重なり合い、下肢が密着する。彰史が腰を軽く揺らせば、蜜口と怒張が粘着質な音を立ててこすれ、淡い悦楽を生んだ。

　早く挿れてほしいのに、戯れのような愛撫が気持ちいい。美紅も腰を動かすと、まるで互いの欲望を刺激し合うようで興奮が増した。

　いやらしい揺れに合わせて、どちらのものかわからない呼気がどんどん激しくなっていく。硬く逞しい雄刀で花芽をいたぶられるたび、姫洞がキュンキュンと蠢動していた。

「……もっとこうしていたい気もするけど、さすがに俺も限界だ」

「ぁっ……私も、もう欲しっ……！」

　彰史の首に回した腕に力を込めると、彼は片手で美紅の左脚を持ち上げて照準を定め、秘孔に先端を当てた。それだけで美紅の期待は高まり、無意識に吐息を漏らしてしまう。

　刹那、腰をグッと押しつけられ、狭い蜜筒をこじ開けられていった。

　圧迫感に息を詰めそうになったタイミングで、眉根を寄せた彰史に「息を吐いて」とたしなめられる。少し苦しそうな表情が色っぽくて、拍動が速まった。

　息を深く吐き、どうにか力を抜こうとする。

　けれど、姫筒に対して昂ぶりの質量が大きく、悦びに震える姫襞がきつくすぼまった。

「クッ……！」

　ギリッと歯噛みした彰史の熱い息が、美紅の頬を撫でる。

　彼が興奮してくれていることが嬉しい。

　何度抱かれても自分に欲情してくれるという事実が、美紅の心を満たした。

　言葉もなく唇を重ね、キスを交わす。甘ったるい戯れは徐々に激しさを増し、深く強引になっていく。

「美紅……舌、出して」

　少し荒くなった呼吸とともに親指で唇に触れられた。美紅は吐息混じりに唇を開き、従順に舌を伸ばす。

「いい子だ」

　舌先を舐められ、背筋がゾクゾクを粟立つ。舌の形を確かめるように、自分のものよりも肉厚の舌がうごめく。

　いやらしいくすぐったさが気持ちよさに繋がっていく。

　隘路を埋め尽くす熱杭がピクピクと震えているのがわかる。それなのに、彰史は下肢をぴたりとくっつけているだけで動こうとはしない。

　もどかしさに甘苦しい切なさが込み上げ、無意識のうちに腰が揺れていた。

「じれったい？」

「や、っ……」

　彼は、美紅の臍の付近を骨ばった手で撫で、唇の端を持ち上げる。淫蕩で意地悪な顔つきにドキドキして、身体が法悦を求めて動こうとする。

　ところが、彰史が美紅をたしなめるように腰を掴み、踊り出そうとする肢体を制した。

「どうしてほしいか言ってごらん」

　うっすらと細められた瞳が、美紅を射抜く。楽しげでいて鋭い双眸に、美紅の心はいとも簡単に陥落させられてしまう。

「お願い……動いて……」

　口を開けば、勝手に言葉が零れていた。

「いいよ。……一緒に気持ちよくなろうか」

　刹那、余裕そうだった表情にさらに劣情がこもり、彼がゆっくりと腰を引いていった。

　もどかしさでいっぱいだった美紅の心と身体は、期待を膨らませてその時を待つ。

　雄塊が抜ける寸前、彰史が勢いよく腰を打ちつけ、秘孔をガツンッ……と穿った。

「……ッ！　ああぁっ……ッ」

　視界が明滅する。

　焦れてたまらなかった身体は、たったの一突きで大きな快楽に襲われた。

　それを待ちわびていたはずなのに、のたうつ腰が勝手に逃げようとする。けれど、すかさず彼に腰を掴まれ、逃げ場を失ってしまった。

「ひっ……やあっ……」

「……ハッ、っ……美紅、逃げないで」

　自らが望んだ状況だったのに、下腹部の裏側を中心に柔襞全体をガツガツと掻きむしられると苦しくて、思わずイヤイヤと訴えるように首を横に振っていた。

「ほら、美紅が好きなところ、たくさん突いてあげるから」

　甘やかすような囁きが、耳朶をそっと撫でる。

　うっとりとした笑みは、甘美な熱に呑み込まれていく美紅の姿に陶酔しているかのごとく満足げだった。

「だめっ……はぁっ……あんっ！　ふぁっ……」

　美紅の制止の言葉が受け入れられるはずもなく、彰史の律動は強く激しくなっていく。

　快感の上に快感を重ねていかれ、頭のてっぺんから爪先まで苦しいくらいに痺れた。

　電流が流れるようなビリビリとした感覚に、ただひたすらに喘ぎ啼いてしまう。酸素が足りないせいか、脳芯が白んでいった。

　積極的に責めて彼を翻弄したい──なんて考えていたのは、いつだったか。ほんの少し前だったはずなのに、もうそんなことは思考から抜け落ちていた。

　膝裏を持ち上げる腕の力は強く、美紅の抵抗を許さない。おまけに、折り曲げられた自身の脚が双丘の突起をこすり、意図しない形で刺激がねじこまれた。

「ひっ……やぁ、当たっ、て……るの……ぁ」

「気持ちいいよね？」

　色香を孕む瞳が、美紅を見下ろしてくる。ガツガツと最奥を穿たれながら意地悪く微笑まれると、蜜孔が屹立をぎゅうぎゅうと食い締めた。

「ん、ほら……っ、身体は悦んでいるみたいだよ」

　素直だね、と囁く声は嬉しそうで、まるで小さな子を褒めているようだった。

　彰史の言葉ひとつで全身が震え、愉悦がいっそう膨らんだ。

　ぐちゅんっ、グチャッ……と形容しがたい淫靡な水音を響かせ、彼がさらに激しく腰を動かしてくる。

　大きくぐるりと回したり、襞を丹念に捏ねたり、はたまた奥を小刻みに突いたり。鋭い律動が、美紅をどんどん追い詰めていった。

　理性が押し潰されていく中、苛烈な悦楽だけが鮮明になる。

　汗に塗れた美紅の肌は上気し、まるで熟れた果実のように彰史を誘う。彼の肌も雫が滴るほどに濡れ、雄の色気をたっぷりと纏っていた。

「あんっ、あぁ……ッ、ぅ……ふぅっ……」

　縦横無尽に責め立てていた彰史が、不意に脆弱な最奥ばかりを突き始めた。

　息が苦しくなるほど熾烈で、一縷の加減もない。

　ただ快楽だけを与え貪る獰猛な欲望に、美紅は為す術もなく高みへと駆けていく。

　それはもう、誰にも止められなかった。

「ひゃあっ……ァッ！　んっ、あんっ……も、イっちゃ……」

「……クッ……！　俺も、もう……」

　荒々しい呼吸ごと飲み込むように、唇を奪い合う。

　身体を揺さぶられ続けている美紅は、自分がどこを向いているのかわからないほど意識が酩酊し、彼にしがみつくことしかできない。

　苦しくて、甘くて、切なくて。喜悦を受け止め切れなくなる寸前。

「ひっ……!?　ぅあっ……あああぁぁぁぁっ──ッ！」

　声にならない声を撒き散らし、四肢を大きく震わせた。

　同時に、内襞がぎゅうぅっ……ときつくすぼまり、充溢し切った楔を食いしばる。

「……ハッ……ぅぁ……ぅ、クッ……！」

　彰史もまた、愉悦を受け入れるしかなくて。眉根をグッと寄せて歯噛みし、ぶるっ……と胴震いした。

　鍛えられた腹筋をビクビクと跳ねさせ、蜜欲が溶けた精を迸らせる。その勢いは薄膜越しにも鮮明に感じられ、子宮に最も近い場所に叩きつけるようだった。

「ふぅ……ぁ」

　恍惚の表情で吐息を漏らした美紅が、滲む視界の中に彼を捕らえる。

　刹那、自然と視線が交わり、優しい笑みを向けられた。

　言葉にされなくても『愛している』と言われている気がして、愛おしさが胸を占める。

　想いが溢れてどうしようもなくて……。心が繋がっているとこんなにも幸福なのだ、と痛いくらいに理解した。

　ふたりはどちらからともなくキスを求め、甘い熱に満ちた寝室で唇を重ねた──。
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　翌日の夜。

　美紅は、昨夜の幸せを噛みしめながら、彰史の帰宅を心待ちにしていた。

　ここ最近は心が離れていたような状態だったからこそ、ようやく元通りになれたことが嬉しく、彼に早く会いたくてソワソワしてしまう。

　とうとう彰史を待ち切れなくなり、少し悩んだ末に玄関を出て一階に降りた。

　エントランスでちょうど帰宅した住人とすれ違い、どうせならマンションの前で彼の姿を探そうと思い立ち、オートロック式の自動ドアをくぐる。

　外に出てすぐ、見覚えのある女性と鉢合わせた。

「えっ……」

　どうしてこんなところにいるのか。

　いくらなんでも偶然とは思えず、反射的に止まった足が動かない。

「こんばんは、美紅さん」

　そんな美紅に気づいていた燈子は、にっこりと微笑みながら近づいてきた。

「どこかにお出かけ？」

「いえ……。少し風に当たろうかと……」

　我ながら下手な嘘だと思ったが、美紅は曖昧な笑みでかわそうとする。

「福留さん……どうしてこんなところに？」

「どうしてだと思う？」

　けれど、彼女は含みのある言い方をした。

「美紅さんは彰史の家に引っ越してきたのね。ここ、便利でしょ？」

　まるで色々と知っていると言わんばかりの彼女に、美紅の心は黒い感情に負けそうになったけれど……。

「はい。駅から近くてスーパーやコンビニも充実してますし、すごく住みやすいです」

　あくまで世間話をしているように、ごく普通に笑ってみせる。

　燈子はそれが気に食わなかったのか、眉根をグッと寄せた。

「ねぇ、どうしてあなたなの？　彰史の隣にいるのが、どうしてあなたみたいな温室育ちのお嬢さんなのよ？　あなた、大した苦労もなくぬくぬく育ってきたんでしょ？　彰史との結婚だって親がお膳立てしてくれて……断れない立場だった彰史がかわいそうだわ」

　彼女の中では、彰史は無理やりお見合いさせられたことになっているようだった。

「そうやって親の権力で結婚生活を手に入れて幸せ？　お見合いで結婚して、本当に愛されてると思ってるの？」

　あまりにも勝手な妄想を聞きながら、二年前の自分だったら真に受けて傷ついていただろうな……と考える。

　ただ、今は結婚当初とは違う。

　彼の想いを知っているし、自分たちの間には確かな愛があるとわかっている。

「でも、私はあなたとは違う……。彰史とは心から想い合って付き合うようになったし、別れる時だってお互いに望んで別れたわけじゃなかったもの」

　だからなのか、ひとりで言い募る燈子の姿がやけに滑稽に見えた。

「返してよ」

「返す……？」

「そうよ。彰史を返して」

　彼女の言葉に唖然としたのは、言われた内容があまりにも予想外だったから。

「あの、福留さん……」

「私たちは、すれ違わなければずっと一緒にいるはずだったのよ。誰と付き合っても彰史よりいい男なんていなかった。私にはもう、彰史しかいないの！　親が用意したお見合いで結婚できるあなたなら、誰だっていいでしょ？」

　身勝手すぎる言い分に、言葉が出てこない。

　いい大人の言うことでもなければ、彰史の妻である美紅の前で口にすることでもない。

　橙子のことを洗練されたような女性だと思っていたが、とても幼稚で身勝手な人間だと知り、余裕のない姿を見ていると怒りも湧いてこない。

　とはいえ、このまま聞き流す気はなった。

「私と彰史さんは愛し合ってます。福留さんからすればお見合い結婚の私たちの間には愛情がないと思われるのかもしれませんが、そんなことはないと胸を張って言えます」

「そんなの……あなたは彰史の上司の娘だから……」

「確かに、父は彰史さんの上司です。ですが、彰史さんは私が上司の娘だから結婚したわけじゃありません。始まりはお見合い結婚でしたが、私はそれよりもずっと前から彰史さんのことが好きでしたし……彰史さんも同じ気持ちでいてくれたんです」

「証拠は？　あなたが勝手に言ってるだけかもしれないじゃない」

「証拠なんてありません。ただ、結果的にお見合い結婚だっただけで、私たちが想い合ってたことも、今も愛し合ってることも、紛れもない事実なんです。福留さんが信じられなくても、彰史さんと私の中にあるこの事実は変わりません」

　毅然とした態度でいられたのは、彼女が取り乱しているから。

　逆に、美紅はどんどん冷静になれた。

　なによりも、自分の想いにも彰史の想いにも自信がある。

　だから、動揺する必要はなかったのだ。

「それに、彰史さんは物じゃありません。返すとか返さないとか、物みたいな言い方はしないでください」

「……っ！　なによっ……！」

　振り上げられた手が、美紅にめがけて飛んでくる。

　殴られる予感に、咄嗟に目を閉じた。

　直後、後ろから鎖骨のあたりに回ってきた腕に身体ごと引かれ、背中が硬いものにぶつかった。瞼を開けて振り返った美紅は、目を大きく見開く。

「なにしてるんだ」

　地を這うような低い声音に、燈子が肩をびくりと跳ねさせる。

「どうしてこんなところにいる？　うちの場所を知っているなんておかしいだろう？」

　彼女の口ぶりからは、てっきり家に来たことがあるのだと思っていた。

　反して、美紅を庇うように抱き寄せた彰史の言葉からは、燈子が家を知っていることが納得できない様子だった。

「俺がここに引っ越してきたのは就職後だし、君には住所も教えていないはずだ。……まさか俺をつけた、なんてことはないよな？」

　眉根をグッと寄せた顔つきからは、彼の怒りが見える。

　そして、その予想は当たっているのか、彼女の表情が一気に変わった。

「いい加減にしろ！　自分がなにをやっているのかわからないのか？　仕事に関係のない電話もありえないが、家まで突き止めるなんて異常だぞ」

　彰史がこんな風に怒鳴った姿は見たことがない。

　美紅が同級生に迫られた時ですら、彼ははっきりとした怒りこそ見せたものの、ここまでの大声を上げたりはしなかった。

「いったい、いつここを突き止めたんだ？」

「す、少し前に……会社から出てくる彰史を見かけて……」

　どうやら、燈子は本当に彰史を尾行して家を突き止めたようだ。彼女の行動にゾッとし、さすがに信じられなかった。

「……悪いが、警察に──」

「彰史さん！」

　彼の考えを察した美紅が、慌てて口を挟む。

「警察なんて……お仕事の関係だってあるんだし……」

　自分の意見が正しいとは思っていない。

　それでも、顔を真っ青にしている燈子を見ると、警察沙汰にするのは憚られた。

「美紅……」

「別に泥棒されたとか、殴られたとかじゃないし……。とにかく今すぐに警察に連絡するのはやめようよ？」

　もし、警察に通報するとしても、せめて一旦しっかりと話し合いたい。

　ただ、できればそうせずに済む方向性で事を進めたかった。

　曲がりなりにも、彰史が一度は付き合っていた女性だ。穏便に解決させて、もう彼女と関わらないようにしたかった。

「美紅がそう言うなら……とりあえず、今はしない」

　彼は息を小さく吐き、燈子を見据えた。

「だが、今後も俺たちに関わるなら、君の会社の人事部や警察にも相談する」

「……っ！」

　彼女の表情が固まり、唇を噛みしめて俯く。

「これ以上、幻滅させないでくれ」

　彰史の声音は冷たかったが、最後に吐かれた言葉には少しだけ優しさが滲んでいた。

「行こう、美紅」

「待って」

　美紅の肩に回したままの彼の手に促されたが、美紅はそれを制して燈子を見据える。

「福留さん。私はあなたになにを言われても彰史さんと別れたりしません。夫を誰よりも愛してるのは、自分勝手なあなたじゃなくて私ですから」

　きっぱりと言い切れば、彼女は肩を震わせてこぶしを握りしめた。

　なんとなくだけれど、燈子はもう自分たちに関わらない気がする。

　そんな風に思った美紅が彰史を見ると、意表を突かれたような顔をしていた彼が頷いた。

　目も合わせずに意気消沈している彼女を残し、ふたりでエントランスに入っていく。

　振り返った美紅の視界には、まるで子どものように頼りなげな女性の姿が映った。

「美紅……。また嫌な思いをさせてごめん」

　家に入るとすぐに、彰史が美紅をそっと抱きしめた。

「あれだけはっきり言えば、さすがにもう今までみたいに関わってくることはないと思っていたんだが……まさか家まで突き止められていたなんて」

「仕方ないよ。こんなこと、普通は予想できないし……」

　彼が変な女性と付き合っていたとは考えにくいため、燈子は本来ならあんな振る舞いをする人間ではなかったと思いたい。

「怪我とかしてない？」

「うん、大丈夫だよ」

「……本当にすまない。彼女が俺に執着していたのは、ただの現実逃避だと思う」

「え？」

「実は……少し前に婚約者に浮気をされて、婚約破棄したそうなんだ」

　彰史は、彼女本人から聞いたのではなく、社内で噂になっていたと付け足した。

　社員の中に燈子の会社の社員と親しい人間がいたせいで噂が広まり、彼女がシブサワ堂に顔を出すようになった直後はそれなりに話題になっていたようだ。

　燈子にされたことを思えば許すことはできなし、これまでの振る舞いにも理解は示せないけれど……。それでも、多少は同情の念が芽生えてくる。

　社内どころか取引先でも自分の婚約破棄の噂が回っているなんて、針の筵のような感覚だったのではないだろうか。

「婚約破棄の直後に俺と再会して、勝手に色々と思い込んだのかもしれない。だからといって、こういうことが許されるわけじゃないが……」

　なにより、責任を感じる彼を見ていると、もうこの件は気にしないでほしいと思った。

「あのね、彰史さん。私、福留さんに結構言い返したんだよね。自分でもあんな風に言うなんてびっくりしたんだけど、私って意外と喧嘩っ早いタイプだったのかも」

　美紅は彰史を真っ直ぐ見上げ、彼の罪悪感を取り払うように冗談めかして笑った。

「きっと、もうここには来ないと思うし、私たちにも関わらないんじゃないかな。だから、私たちも忘れよう。私たちにとってもその方がいいよ」

「……ああ、そうだね。ありがとう、美紅」

　美紅は広い背中に手を回し、彰史を励ますようにぎゅうっと力を込めた。

　彼もそれに応えるように、美紅の体をそっと抱きすくめた。





＊　＊　＊






　春の陽気というには気温が高い、五月二十四日の正午前。

「いらっしゃいませー。あ、美紅さん！」

　美紅は、ハニードロップの表参道店へと足を運んだ。

「千佳ちゃん！」

　ドアをくぐると出迎えてくれたのは千佳だった。ふたりは明るい笑みを交わす。

「お買い物ですか？」

「うん。今日はちょっと頑張りたくて」

「頑張る？　なにかあるんですか？」

「彰史さんの誕生日なの」

「それは重大なイベントですね」

　彼女は「あ、旦那様に『おめでとうございます』ってお伝えください」と言い、店内をぐるりと見回した。

「麻紀さんはバックヤードかもしれないので見てきますね」

「あっ、いいのいいの！」

「えっ？　どうしてですか？」

「今日は来るって言ってなかったし、忙しいなら悪いから」

「今はお客さんも少ないですし、麻紀さんも急ぎの仕事はないはずなので大丈夫ですよ」

　再び制止しようとした美紅を余所に、千佳が「ちょっと待っててくださいね」と言い置いてバックヤードに向かう。

　その背中を見送って程なく、麻紀とふたりで戻ってきた。

「美紅！　来るなら言ってくれればよかったのに」

「ごめんね。急に思い立って……」

「謝らなくていいけど、事前に聞いてる方がすぐに対応できたから」

「千佳ちゃんのおかげで全然待ってないから大丈夫だよ」

　美紅が微笑むと、千佳も嬉しそうに瞳を緩めた。

「今日はどうしたの？　あ、そろそろ彰史さんの誕生日だったよね？」

「よく覚えてるね」

「だって、美紅と誕生日が近かったし。さすがに日付までは覚えてないけどね」

「実は今日らしいですよ。美紅さん、なんだか気合が入ってるみたいです」

「なるほど。それなら特別感を出して頑張りたいところよね」

　美紅の代わりに答えた千佳に、麻紀が相槌を打つように頷く。

　麻紀には、少し前に燈子との一件を話していた。彼女は、結婚を控えた自分を気遣っていた美紅の気持ちを慮りつつも、『相談してくれればよかったのに』と口にしていた。

　そのことがあったからこその言葉でもあるのだろう。

「じゃあ、やっぱりベビードールかな。可愛くてセクシーなやつ」

「美紅さんのイメージだとそうですよね。新作よりも、桜シリーズの方が似合いそうです」

「そうね。でも、まずは本人の希望でしょ。美紅はどんなものがいいの？」

　麻紀と千佳が盛り上がり始めていたかと思うと、唐突に話題を振られて返答に悩んだ。

「うーん……好みで言うと、可愛いデザインがいいんだけど……」

「今日はそういうのを求めてるわけじゃないってことね」

　早々に美紅の意思を察した麻紀が、にっこりと笑う。

「私はセクシー系の方が好きだし、選ぶのも得意だから任せてよ」

　力強い協力者はどこか楽しげにも見えたが、ひとまず真剣な心持ちの美紅は頷いた。

「私は仕事に戻ります。美紅さん、またご飯行きましょうね」

「うん。千佳ちゃん、ありがとう」

　千佳は笑顔を残して、店内に入ってきた客に声をかけに行った。

　麻紀が「私も仕事させてもらおうかな」と微笑み、美紅を奥へと促す。いわゆるセクシーランジェリーと言えるようなデザインの下着類は、店内の奥の方に並べられているのだ。

「で、どういうものがいい？」

「えっと……まだ具体的には決めてなくて」

「具体的じゃなくていいよ。それを一緒に考えるのが私の仕事でしょ」

「おすすめとかある？」

「もちろん。ただ、今日はセクシーな方向性がいいんだよね？　どの程度かにもよるけど、思い切り攻めるのかそうじゃないのかでもおすすめできるものが変わるよ」

「攻めたいとは思ってるけど、セクシー過ぎるのは……」

「ちなみに、デザインもだけど、色も重要だからね。デザインは控えめにして、色で勝負するのもいいと思うし」

「じゃあ……黒とか、どうかな？」

　控えめに切り出せば、彼女が一瞬目を丸くしたあとに唇で弧を描いた。

「攻めるね。いつもの美紅なら、白かパステルカラーを選ぶのに」

「やり過ぎかな……。彰史さんに引かれないようにしたいけど、今回はいつもと違う雰囲気にしたくて」

「いいんじゃない？　ギャップっていうか、そういう気持ちも大事だよ。黒でも可愛いものはたくさんあるから、セクシー過ぎないデザインを選ぶのもいいと思うし」

「そう？」

「うん。それに、美紅を溺愛してる彰史さんが引かないのは、美紅が一番わかってるでしょ？　だから、気になるものを素直に選んでみたら？」

　麻紀の言う通りだった。

　たとえ美紅がどんなにセクシーなものを身に纏っても、彰史は本気で引くことはないだろう。むしろ、彼が喜んでくれる姿の方が想像できるのだから。

「……うん、決めた。今回は黒にするよ」

　燈子のことを意識してしまっているのは自覚していた。

　もう以前のような嫉妬はないが、対抗心みたいなものは消えていない。自分が彼女の雰囲気とは真逆だとわかっているからこそ、普段よりも大胆なことをしようと思い立ったのだ。

　そうでもなければ、自らこんなことを口にすることはなかったに違いない。いつもは麻紀に背中を押されて、ようやくこういったランジェリーに手を出すくらいである。

「じゃあ、とりあえず黒系のカラーがあるデザインを出すね」

　彼女も意外に感じたはずだが、接客のプロらしく笑顔で対応してくれた。

「おすすめはこのあたりかな。いつもよりセクシーなデザインがいいんだろうけど、ちゃんと可愛さもある方がいいよね」

「うん。でも、セクシーさの方が出したい」

「可愛さとセクシーさとなると……うーん、そうだなぁ……」

　麻紀は、通路に囲まれた真ん中の棚に並べられているランジェリーを数着取り、「これとこれはおすすめだけど、いつもと似た雰囲気になるよね」と眉を寄せる。

「でも、色を変える分、目新しさはあるだろうし……」

　いつしか美紅よりも真剣に悩み出し、唸るように棚を凝視していた。

「あっ！　じゃあさ、ガーターベルトとかどう？」

「ガーターベルト？」

「美紅、持ってないでしょ？」

「う、うん……。でも、ガーターベルトなんて……」

　ためらいを浮かべてしまったが、興味がまったくないわけではなかった。彼女が勧めてくれるのならなにかしらの案があるのだろう、と考えたのもある。

「これを機に使ってみない？　ブラは総レースのデザインとかにして可愛さを出しつつ、ガーターでグッとセクシーさを出すの！」

　名案だと言わんばかりの顔をした麻紀は、壁側の棚からガーターベルトを手にした。

　彼女が見せてくれたのは、バラを模したようなエレガントなレース仕立てのもの。そして、可愛らしい小花風のレースでデザインされているもの。

　二着とも、臍の下に来るように施されたリボンを中心にレース状の生地が広がり、その先は紐状になっている。先端には、ガーターストッキングを留めるらしい留め具がついていた。

「これはレースだけど、サテン生地とかフリルのデザインもあるよ」

　黒や白を筆頭に、ピンクやブルーもあり、下着と同様に豊富なカラー展開になっているようだ。それ以外にも、ウエスト部分に花のアップリケだけがあしらわれた花冠のようなデザインのものもあった。

「うちで取り扱ってるものだと、留め具はボストンタイプが多いかな。金具とストッパーの間にガーターストッキングを挟むだけでいいし、着脱は難しくないよ。慣れるまでは多少扱いにくいかもだけど、ガーターって普段使いにも適してるし」

「そうなの？」

　予想外のことに美紅が目を丸くすると、麻紀がにっこりと笑う。彼女はすぐ傍の棚から、フリルがデザインされたリング状のものを手に取った。

「うん。これはガーターリングって名前なんだけど、太ももにつけるタイプなの」

　形はまるで髪を結ぶシュシュのようだが、フリル状の生地の淵はレースになっており、明らかにシュシュとは違う。

　ただ、赤という派手なカラーに対して可愛らしいデザインだからか、下品さみたいなものはまったく感じなかった。

「これだと普段使いもしやすいし、スーツを着る女性に人気で、今くらいの時期になると特によく売れ出すんだ。私も数着持ってるけど、たまにスーツを着る時にはガーターベルトかガーターリングを使ってるよ」

　麻紀はそう前置きすると、ストッキングよりも蒸れにくいことやトイレに行きやすいこと、それでいて可愛さやセクシーさもあることなどを述べていく。

　ガーターベルトなら太ももまでのストッキングで事足りるため、ストッキングが伝線しても履き替えやすいといったメリットもあるのだとか。そのため、簡単に着替えづらいドレスアップする時なんかにも適していると教えてくれた。

「可愛さもセクシーさもあってメリットも多いから、『ガーターじゃないと無理』って言う人もいるくらいなの。勝負下着に向けたデザインはもちろん、シンプルなものも結構あるし、美紅もこの機会に使ってみない？」

　聞いているうちに興味が湧き、彼女が差し出した白いガーターベルトを受け取る。

　ウエスト部分はレース仕様だが、これだけ見るといやらしい雰囲気はなく、むしろ綺麗だった。

「定番は黒と白かな。最初に見せたデザインが定番だけど、ヒップ全体を覆うスカートみたいなタイプのデザインなんかもあるの。いくつか持っておくと、手持ちの下着と組み合わせてファッションみたいに選べるよ」

「なんだか楽しそう」

「下着って、自分と大切な人にしか見せないものだけど、立派なファッションだしね。ガーターベルトに限らず、色々挑戦してみると楽しみが増えると思う」

　笑顔の麻紀に、小さく頷く。

　彼女のおかげで、美紅も様々なデザインの下着を購入するようになったが、確かに選ぶ楽しみが増えた。

　普段使いの下着であっても、頑張りたい日や女子会の日には特にお気に入りのものをつけたり、彰史とのデートの時には彼が気に入っているものを選んだり……。

　そういう時はなんだかワクワクした気持ちにもなる。

「じゃあ、挑戦してみようかな」

「うんうん！　でも、今日は一着だけにしておいた方がいいと思うし、美紅の手持ちの下着のイメージに合わせて白にする？」

　麻紀の仕事では売上が成績に反映されるが、彼女は決して無理強いはしない。

　いつも、まずは手に取りやすい価格のものを勧めてくれたり、お試しで一着だけ購入したりするように助言してくれる。

　そういうところが信頼できるからこそ、多少恥ずかしくても麻紀にアドバイスしてほしくなるのだ。接客してもらうと、この表参道店がオープンするタイミングに合わせて彼女が副店長に抜擢された理由がよくわかる。

　きっと、社内でも信頼されているのだろう。

　美紅は少し悩んだ末、麻紀を見ながら口を開く。答えを聞いた彼女は、「いいと思うよ」と頷き、嬉々とした笑みを浮かべた。

「あ、美紅さん。無事に決まりましたか？」

　レジに行くと、千佳が笑顔で迎えてくれた。

「うん。今回はガーターベルトに挑戦してみようと思って」

「いいじゃないですか！　私も時々使ってますけど、普段使いにもおすすめですよ」

　千佳が話しながらも手早く会計をし、麻紀がラッピングしてくれた商品を受け取ると、ふたりにお礼を言ってハニードロップを後にした。

　その足でデパ地下とパティスリーに立ち寄り、帰宅した時には十三時を過ぎていた。

　冷蔵庫の中には、昨日のうちに仕込んでおいたローストビーフとともに、今朝作っておいたビシソワーズを冷やしてある。

　ケーキはフルーツがふんだんに飾られたタルトだ。ふたり用の小さなサイズだが、いちごとラズベリー、キウイにさくらんぼ、オレンジやブルーベリーなど様々なフルーツが目にも鮮やかで、今から食べるのが楽しみだった。

　彰史にケーキのリクエストを訊くと『美紅が好きなものを選んでいいよ』と言われたため、一番華やかでおいしそうなものにした。美紅も彼もフルーツは好きだし、夕食後に食べることを考えれば、クリームがたっぷり乗ったものよりも食べやすいだろう。

　ローストビーフの隣にケーキの箱を並べると、自然と笑みが零れた。

　最近はずっと微妙な日々を送っていた分、今日は精一杯お祝いしたい。

　燈子がマンションの前に姿を現してから数日が経ったが、あれ以来なにかしてくることはなくなり、彰史も平穏に仕事をしているようだ。

　恐らく、彼女はしっかりとキャリアを積んできた女性だろうし、それを棒に振るようなことは避けたいはず。婚約者に続いて仕事まで失くすリスクくらい、想像できるだろう。

　あの一件で冷静になって、さすがに自身の振る舞いを思い直してくれたと信じたい。

　せめて彼には謝罪くらいしてほしかったが、もう関わらない方が互いのためになるに違いないと思うからこそ、このまま何事もなく過ごせることを祈っていた。

「さて、準備しなきゃ」

　気を取り直すように息を吐いて、冷蔵庫から食材を出す。

　これから、鯛と帆立のカルパッチョを準備し、彰史の帰宅後にメインのステーキを焼く。

　付け合わせは定番だが、人参のグラッセとブロッコリー、生のとうもろこしで作るバターコーンだ。

　まだ時間は充分あるが、彼は早く帰ってきてくれると言っていたから、それまでにすべての準備を終わらせておきたい。

　料理も、自分自身のことも──。

　

　十九時を過ぎた頃、彰史は宣言通り普段よりも早めに帰宅した。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　いつも通りにキスを交わし、「お誕生日おめでとう」と言うと、彼が瞳を緩めた。

「今朝も言ってもらったよ」

「何度でも言いたいの。彰史さんが生まれた大切な日だから」

　にこにこと笑う美紅を、彰史が愛おしげに見つめる。甘い雰囲気になった廊下で、再びチュッと唇を重ねた。

「いい匂いがする」

「ふふっ、今日はご馳走だよ」

「嬉しいよ。昨日冷蔵庫を見た時から、ローストビーフが楽しみだったんだ」

　ローストビーフのソースは何度も味見した。ローストビーフもソースも母直伝のレシピで、今日のために先日改めて実家で作り方を教わっただけあって自信作だ。

「じゃあ、先にお風呂に入ってくる？　ステーキはまだ焼いてないの」

「ゆっくり夕食を楽しみたいし、そうしようかな。美紅も一緒に──」

「あ、ごめんね？　私は先に入ったんだ」

「え？　もう入ったの？」

「うん。ほら、その方がスムーズにご飯の準備ができるから」

　なんとなく苦しい言い訳にも思えたが、不自然ではないはず。ただ、彼の顔は少しばかり不服そうだった。

「なんだ……。ワンピースだし、メイクもしているから、てっきりまだ入っていないのかと思ったよ」

「えっと……彰史さんの誕生日だし、ちゃんと可愛い格好でいたいなって思って、お風呂から上がったあとにメイクも直したんだ」

　嘘は言っていないが、本当の理由ではないことが美紅に後ろめたさを抱かせる。

　元来、嘘が苦手ですぐに顔に出てしまう美紅にとって、これ以上のやり取りはボロが出そうで落ち着かなかった。

「だから、彰史さんだけ入ってきて」

「どうしても一緒に入ってくれないのか……。誕生日だから期待していたんだけど」

　まるで拗ねた子どものような表情を向けられて、思わず笑ってしまいそうになる。

　美紅自身も彰史に対して随分と甘えるようになったが、彼もまた、時にはこんな態度を見せることが増えてきた。

　大人でかっこいい彰史のことはもちろん大好きだし、いつ見ても惚れ惚れする。

　反面、こうして甘えてくれる彼にも、胸がキュンと鳴って面映ゆくなる。

　三嶋家にいる時の彰史は、息子や弟の顔を覗かせて可愛らしく思うこともあるが、それと似ている気がした。

「……今はだめ。その代わり、あとでもう一回入る時には一緒でいいから。ね？」

　その言葉は、〝もう一回入らなければいけなくなる〟ということを暗に言っているようなものである。

　それがどういう意味か──。鋭い彼が察せないはずはなく、端正な顔にうっすらと笑みが浮かぶ。

　すぐに「楽しみだ」と嬉々とした声が落とされた。

　

　彰史がお風呂に入っている間に、残っている準備に取りかかる。

　テーブルはすでにセッティングしてある。赤ワインはワインクーラーで冷やしてワイングラスとともにテーブルの片隅に置き、中央には色とりどりの花を生けた花瓶を飾った。

　あとは、タイミングを見計らって付け合わせを温め直しながらステーキを焼き、冷蔵庫で出番を待っているローストビーフとカルパッチョ、そしてビシソワーズを出すだけだ。

　バスルームの様子をしっかりと窺っていた美紅の予想通り、彼がリビングに姿を見せた時にはステーキが焼き上がるところだった。

「いい匂いだね。今日は美紅がご馳走を作ってくれるって言っていたから、ランチは控えめにしておいたんだ」

　彰史の言葉が嬉しくて、思わずふふっと笑ってしまう。

　普段は、お弁当を持っていくこともある彼だが、今日はランチミーティングを兼ねて社員食堂で食べたはず。そんな中で、夕食のために食べる量を調整してくれる夫の姿を想像すると、なんだか微笑ましく思えた。

「じゃあ、たくさん食べてね」

「もちろん。これを楽しみに今日一日頑張ったんだから」

「嬉しいな。今日は私の料理だけど、週末はレストランでお祝いしようね」

「ありがとう」

　今日は平日のため、家で祝うことになった。けれど、後日レストランを予約している。

　彰史は『わざわざいいよ』と言っていたが、そうはいかない。いつも美紅を喜ばせてくれる彼を、美紅だって喜ばせたいのだ。

「ほら、座って。冷めちゃうよ」

「ああ」

　テーブルを挟んでダイニングチェアーに腰を下ろしたふたりは、ワイングラスに赤ワインを注ぎ合った。深紅の液体が小さく揺れ、芳醇な香りが鼻先をくすぐる。

「それでは、改めて」

　美紅は、背筋を伸ばしてこほんと咳払いをすると、満面の笑みで続けた。

「彰史さん、三十三歳のお誕生日おめでとう」

「ありがとう」

　ワイングラスを軽く鳴らして乾杯をし、赤ワインを一口飲む。美紅にはそのおいしさがよくわからなかったが、口に合ったらしい彰史は満足そうにしていた。

「じゃあ、いただきます」

「召し上がれ」

　にこにこと笑う美紅の前で、彼がステーキを切り分けて口に運ぶ。

「すごくおいしい。これ、ソースも手作り？」

「うん、そうだよ」

「さっぱりしているし、肉も柔らかい。ワインとよく合うよ」

「よかった」

　赤ワインに合うソースのレシピを数日前から検索した甲斐があった。美紅もステーキを一口食べると、その柔らかさに頬が綻んだ。

　彰史はビシソワーズやカルパッチョも絶賛すると、自信作のローストビーフに至っては何度も「おいしい」と言ってくれた。

　もともとどんなことでもよく褒めてくれる優しい夫ではあるが、今日の彼は一段と「おいしい」と連呼している。

　まるで、今日一日の美紅の奮闘を見ていたのかと思うほど褒められて、頑張ってよかったと心底思った。

　その後も、仲良く料理に舌鼓を打ち、彰史はワインもよく進んでいた。美紅は二杯目からは水に切り替えたのだが、ご満悦そうな彼を見ていると心が満たされる。

　ゆっくりと夕食を楽しんでいるとあっという間に一時間以上が経ち、ケーキも食べ終えたタイミングでプレゼントを渡した。

「はい。今年のお誕生日プレゼントです」

「ありがとう。ふたつもあるの？」

「うん。最初はどっちかにしようと思ってたんだけど、お店を回ってるうちに選べなくなっちゃって」

　今年はなにを贈ろうか随分と悩んだが、通勤に使えるバッグとパスケースにした。

　バッグは少し古くなっていたこと、パスケースは交通系ＩＣカード用に新しいものが欲しいと彰史が言っていたからだ。どちらも黒のシンプルなデザインだが、パスケースは彼が持っているキーケースと同じブランドのものを選んだ。

「どっちも俺が好きな雰囲気だし、そろそろ買い替えたいと思っていたから嬉しいよ」

「よかった。たくさん使ってね」

「もちろん。早速、明日から使わせてもらうよ。これを使っていると、通勤中も美紅のことを思い出せそうだ」

　面映ゆい気持ちで笑みを返し、プレゼントをじっくりと見ている彰史の顔を見つめる。

　一ヶ月以上前から悩んでいたが、喜んでもらえたようでホッとした。

　もっとも、彰史のことだ。仮に美紅がプレゼント選びに失敗したとしても、彼は美紅を落ち込ませないように嬉しそうにしてくれたに違いないけれど。

「あ、そういえば、彰史さん宛になにか届いてたよ」

　ふと夕方に届いた荷物のことを思い出した美紅に、彰史が小さく笑う。

「頼んだのが昨日の夜だったから間に合わないと思っていたんだが、ちょうどよかった」

　宅配業者から受け取った段ボールは、夕食の支度や自分の準備で忙しく、リビングの片隅に置いたままだった。美紅がそれを指差せば、彼が立ち上がった。

「なにを買ったの？」

　段ボールはさほど大きくもなく、持った感覚では想像よりも軽かったから、いったいなにが入っているのだろうと思っていた。

　彰史の誕生日に届いたこともあって、彼が自分へのプレゼントでも購入したのかもしれないと考えていたが、段ボールを開ける後ろ姿を見ていると中身が気になってしまう。

「見てもいいからおいで」

　美紅も立ち上がり、意味深な笑みで振り返った彰史の背後から覗き込んだ。

　段ボールの中を見て、目を真ん丸にしてしまう。そんな美紅に反し、彼は嬉々とした様子で購入したものを取り出した。

　透明のビニールを開け、白い布を広げる。もう一着も取り出した彰史が、それを美紅に手渡した。

「これに着替えてきて」

「……これ、わざわざ買ったの？」

「前に、美紅が俺の白衣姿を『いつか見てみたい』って言っていただろう？」

　記憶をたどって程なく、ふと思い出した。

　あれは、ちょうど一ヶ月くらい前のこと。彼とのデートで映画を観たあと、そんな会話を交わした気がする。

　白衣を広げてみると、スタンダードなワンピースタイプのものだった。最近はスラックスのツーピースタイプの方がよく見るが、白衣と聞いて誰もが想像できるデザインだろう。

「俺も美紅の白衣姿が見たいと思ったし、たまにはこういうのも楽しそうじゃないか？」

　確かに、彰史の白衣姿は見たい。

　しかし、自分が着るというのはまったく考えていなかった。

　いざ着るとなると急に羞恥を感じ、たじろいでしまう。彼は「嫌なら無理強いはしないけど」と言いつつ、美紅に渡した白衣を取って身体に当ててきた。

「サイズもちょうどよさそうだし、美紅こそ白衣が似合うと思うんだが」

　じっと見つめられて、まるで追い詰められていく小動物にでもなった気分だった。無理強いはされていないのに、選択権があるようには思えない。

「それにほら、今日は誕生日だしね。できれば、わがままを聞いてくれると嬉しいかな」

　にっこりと微笑まれて、美紅は逃げられないことを悟る。

　だいたい、彰史の笑顔には弱いのだ。

　大好きな夫の誕生日に夫の可愛いわがままを叶えたいと思うのは、目の前の彼を愛しているが故のこと。

　きっと、彰史も美紅が考えていることなんてお見通しに違いない。彼の前では、美紅はいつだって見透かされているのだから。

「……似合わなくても笑わないでね？」

「笑わないよ。そもそも、絶対に可愛いと思っているし」

　自信に満ちた顔で言われても、納得できない気持ちはある。

　それでも、おずおずと伸ばした手で、しっかりと白衣を受け取った。

「わがままついでにもうひとついい？」

「えっと……変なお願いはだめだよ？」

「別に変なことは言わないよ」

　白衣を着ることになっている時点ですでに変な気もするが、それを口にするとますます羞恥心が膨らみそうで言わないことにする。

「白衣の下には下着だけをつけて」

「キャミソールとかも着ないってこと？」

「ああ」

　小さく頷いた美紅は、内心でホッとする。

　それならもう、とっくに準備はできている。お気に入りのワンピースの下には、今日買ったばかりの下着を纏っているのだから。

　その後、美紅と彰史はそれぞれ自室と寝室に向かった。

　言われた通りに白衣に着替えると、ますます羞恥が大きくなった。

「……短い……よね？」

　誰に確認したのかわからない言葉が、ひとりきりの部屋に落ちる。

　ワンピースの丈は明らかに短い。普通に立っていればショーツが見えることはないが、全身鏡に映る美紅の脚からはガーターベルトの吊り紐がちらりと覗いていた。

　これはどう見ても〝やましいこと〟をするためのコスチュームである。さっき見た時には気づかなかったが、それくらいのことは彼としか経験がない美紅でもわかる。

（彰史さん……わかってて選んだよね？）

　心の中で呟いた疑問の答えは言うまでもないだろう。

　今夜のランジェリーはいつもとは系統が違う。

　ガーターストッキングもランジェリーとお揃いのデザインのものを穿いているため、白衣から覗く太もも部分には繊細なレースが施されている。

　これでは、すぐに彰史に気づかれてしまうだろう。

　けれど、今さら後戻りはできない。

　恥ずかしくてもいたたまれなくても、愛する夫の誕生日くらい彼のわがままを叶えてあげたい。その気持ちに背中を押され、意を決して自室から出た。

　なぜか書斎に来るように指定した彰史は、もう先に待っているのはわかっていた。つい数分前に、書斎の方でドアが開閉する音が聞こえたからである。

　やけに静かな廊下を進む足取りは緊張感に満ちていたが、書斎の前に着くと深呼吸をひとつし、おもむろに手を伸ばした。

　ノックをすれば、ドア越しに「どうぞ」と返ってくる。緊張のせいか背筋が伸び、弾みで「失礼します」と口にしていた。

　これではなんだか自分の格好に合ったシチュエーションを演出しているようで、意図せずぎこちない空気を作ってしまった。

　緊張と羞恥でいっぱいではあるが、彰史の白衣姿は早く見たい。様々な理由でドキドキと高鳴る鼓動を落ち着けることはできないまま、ゆっくりとドアを開けた。

　直後、ワークチェアーがくるりと回り、そこに腰掛けていた彼と目が合った。

「かっこいい……」

　無意識に口から零れた言葉に、彰史が照れくさそうに笑う。

　わざわざシャツとスラックスに着替えていた彼は、スーツのジャケットの代わりに白衣を羽織ってネクタイまで締めており、まるで本物の医師のようだった。

　長い手足に、袖口から覗く骨ばった手の甲や指。白衣との対比のようなアッシュ系の前髪の奥にある、真っ直ぐな双眸。ネクタイの結び目の上に見える、男性らしい喉仏。

　どれも見慣れているのに、いつもと違う格好をしているせいかやけに色っぽく感じる。

　丈の短い美紅の白衣に反し、彰史のものは実際の白衣と変わらないのかもしれない。

　ほんの一瞬、自分だけ普通の白衣を着ているなんてずるい……と脳裏に過ったが、知的な雰囲気が増した彼から目が離せず、小さな不満はすぐに溶けていった。








六








　静かな部屋で交わっていた瞳が、美紅を真っ直ぐ見据える。

「おいで」

　スカートの裾をさりげなく押さえつつ従順に彰史のもとに近づくと、彼は満足そうに唇の端を持ち上げた。

「美紅も可愛いよ。やっぱりよく似合っているし、想像通りの可愛さだ」

「……でも、これ短いよね？」

　コスプレしているという事実に羞恥を覚えていても、褒められると不思議と悪い気はしない。ただ、明らかにおかしいことだけは指摘しておいた。

「そう？　俺しか見ないから大丈夫だよ」

（あ、そっか）

　うっかり納得しそうになったところでハッとする。なにが大丈夫なのかはわからないし、彰史しか見なくても恥ずかしいものは恥ずかしいのだ。

「あれ？」

　抗議しようと開いた口が言葉を紡ぐよりも早く、彼の視線が美紅の太ももで止まる。

　おもむろに伸びてきた手が、白衣の裾を軽く捲った。

　刹那、彰史の目が見開かれ、意表を突かれたような顔で静止する。

　数秒の沈黙が流れたあと、彼の表情が嬉々としたものになっていった。

「……なるほど。さっきは一応納得してみせたけど、お風呂上がりにワンピースを着ているなんてやっぱりおかしいと思っていたんだ」

　すべてを悟ったらしい彰史が、「だから先にお風呂に入っていたんだね」と付け足す。

「でも、ここまでだとは思っていなかったよ。こういうサプライズのためなら、一緒にお風呂に入れなかったのも仕方ないか」

　納得した口ぶりで話しながら、節くれだった指先が漆黒のガーターベルトのクリップ付近をたどる。ゆっくりと撫でられただけだったのに、美紅の背筋がゾクゾクと粟立った。

「ぁ……」

　甘えたような声とともに吐息が零れる。まだキスもしていないのに、身体にじんわりと熱が灯ったのがわかった。

「俺のために用意してくれたんだろう？　すごく嬉しいよ」

　彰史は美紅を抱きしめ、下から見上げるように視線を合わせる。

　後頭部に回された手に誘われて身体を屈めると、そっと唇を奪われた。

　触れるだけの、優しいキス。愛おしい体温を感じた直後には唇が離れてしまい、途端に寂しくなった。

「彰史さん、もっとキスしたい」

「これから飽きるほどするから大丈夫だよ」

　彼とのキスに飽きることなんてない。そう返そうとしたが、一拍早く唇を塞がれて言葉を飲み込んでしまった。

　音もなくキスをしたかと思うと、チュッとリップ音を立てたり軽く下唇を食んだり。戯れのようなくちづけが繰り返され、美紅はうっとりとした気分になっていく。

　抱きしめてくれる腕の心地好さも、嗅ぎ慣れた香りも、すべてが愛欲を煽ってくる。その上、今日は白衣というスパイスまで加わっているのだ。

　心も身体も彰史に夢中になっていくのは、いつも以上に簡単だった。

「こんなにかっこいい先生がいたら、病院に通いたくなりそうだよ」

　ほんの少しだけ唇が離れたタイミングで呟けば、彼がふっと瞳を緩めた。

「俺だって、こんなに可愛い看護師さんがいたら治療に集中できない」

　冗談めかして本心を言い合い、クスクスと笑う。

　美紅は彰史の頬に手を添えると、悪戯っぽく瞳をたわませた。

「彰史先生、他の看護師さんには目移りしないでくださいね？」

「三嶋さんより可愛い女性に出会ったことがないのに、目移りする暇なんてないよ」

　ごっこ遊びのようなやり取りも、なんだか楽しくなってくる。あれほど感じていた羞恥よりも、今は高揚感の方が圧倒的に大きかった。

「あっ……！」

　そんな美紅の心を見透かすように、しなやかな腰に回されていた大きな手が臀部をやわやわと揉んだ。

「先生……セクハラですよ？」

「なんだか本当に悪いことをしている気分になるね」

　小さく噴き出したふたりは、示し合わせたように顔を近づける。次いで唇を重ねると、彰史の舌先が美紅の唇に触れた。

　彼の望みを察し、すぐに口を開く。待ち切れないと訴えるがごとく、自らも舌を伸ばして熱を持った肉塊を迎えに行った。

　触れた舌をくすぐり合うと、もっと奥深くまで欲するようにねっとりと絡んでいく。

　彰史は、美紅の小さな舌をくまなく舐め、愛欲を高めさせるようにこすり合わせて、すべてを奪いたいと言わんばかりに吸い上げてくる。

　食い尽くされるのではないかと思うほど激しく、けれど少しの優しさを残したキスに美紅の下肢が戦慄いた。

　美紅も負けじと彼の舌を追ってみせるが、すぐに形勢逆転と言わんばかりに搦め取られてしまった。

　酸素が足りなくなる感覚に、頭の芯がじん……と痺れていく。苦しさの中から芽生える心地好さは、間違いなく劣情が増している証だった。

「んっ……はぁっ……」

　舌が離れれば結び直し、繰り返しキスを深めて。互いを貪るようなくちづけは、終着点を知らないように濃厚になっていった。

　骨ばった手が美紅の腰をさらに引き寄せ、膝の上に座らせる。美紅は唇を重ねたまま素直に従い、彰史の首にしがみついた。

「……どんな風に脱がせようかな」

　少し唇を離した彼が、嬉々とした声音を落とす。その手は、スカートが捲れ上がってあらわになっている太ももを撫で、内ももをふんわりとくすぐってきた。

　美紅の白衣は背中にファスナーがついているもので、着るのは簡単だった。脱がせるのも手間はかからないだろう。

「せっかくのコスプレだから着たままっていうのも悪くないが、それだと美紅が今日のために用意してくれた下着を楽しめないし……」

　悩むような素振りを見せながらも、彰史の手は止まらない。

　内ももから外ももへ、そして外側から内側へ。ゆったりとした仕草で、けれど確実に欲情を誘ういやらしさを纏った触れ方で、美紅の肌を丁寧にたどっていく。

　美紅の身体は時折小さく跳ね、唇から零れる吐息にも熱がこもっていた。

「今日は彰史さんの好きにして？」

「そんなこと言うと、どうなっても知らないよ？」

「今夜は特別だから。……でも、どんな下着でも引かないでね？」

「俺が引くと思う？　喜ぶことはあっても、引くことなんてないよ」

　その言葉に安心した美紅は、彼の唇に触れるだけのキスをする。密着している身体をさらに押しつけ、まるで誘惑するように再びくちづけてから微笑んだ。

「俺の奥さんは誘惑上手だね」

「旦那様ほどじゃないよ？」

　クスクスと笑い合う室内の空気が、柔和なものになる。

　ただ、それは束の間のことで、蜜欲が孕んだ視線が絡み合えば、すぐにしっとりとした空気に戻った。

　彰史は、静かに白衣の裾を捲っていき、ガーターベルトの吊り紐を指先でなぞったあと、ショーツが見えたところで手を止めた。

「黒か。……こういうの、美紅らしくないね」

「やっぱり似合わないかな……？」

「そんなことない。脱がすのが勿体ないくらいだよ」

　目を眇めた彼の表情は、歓喜を隠そうとしない。

「ブラもお揃いなんだね。よく見ると透けているし、黒だからすごくセクシーだ」

　目論見通りになって嬉しい反面、羞恥と緊張で鼓動がうるさい。

「普段の可愛い美紅とのギャップに興奮するよ」

　美紅は、耳まで赤くなっていることを自覚しながらも、おずおずと口を開いた。

「彰史さんに喜んでほしくて……」

　美紅の答えに、ご満悦の笑顔が返ってくる。

「じゃあ、お礼をしないといけないね」

　スカートから手を離した彰史が、乳房をやんわりと揉む。多少の伸縮性はあるにせよ、豊満な双丘は布を目一杯押し広げており、そこだけがきつそうだった。

　美紅の胸が大きいせいで裾が上がり、もともと短いデザインだった白衣の丈がより短くなったのだろう。

「もしかして少し苦しい？」

　それに気づいたらしい彼は、美紅をじっと見つめた。

　素直に頷けば、「可愛いけど脱ごうか」と苦笑を零す。美紅が反応するよりも早く、背後に回った大きな手があっという間にファスナーを下ろした。

　直後、少しだけ苦しかった胸がラクになり、無意識のうちに空気を吸い込んでいた。

　彰史は、白衣から肩を出させてそこにくちづけ、舌先でブラの紐をたどった。

　漆黒の総レースのブラは、ヒヤシンスをイメージしたリバーレースで作られており、繊細な美しさがある。

　お揃いのショーツはＴバックで、ガーターベルトの左側にはヒヤシンスのアップリケとともにキュービックジルコニアが数ヶ所に施されている。

　同色のガーターストッキングは、大腿部が同様のデザインになっていた。

「全部脱がせたいけど、脱がせないで最後までするのもいいな」

　独り言のように零した彼が、悩ましげに眉を寄せながらもたわわな双丘を下から持ち上げ、それから円を描くように揉み始めた。

　白衣とブラ、二枚の布越しの刺激はもどかしいのに、すでに興奮しているせいか淡い快感に包まれていく。まだ芯のない果実を引っかかれると、背筋がゾクゾクと粟立った。

　柔らかな肉が骨ばった手によって形を変えられ、手のひらで先端もこすられる。

　違ったふたつの刺激が注入されるたび、期待に染まった身体に甘美な熱が広がっていく。

　けれど、布越しの刺激ではすぐに物足りなさが勝ってしまい、勝手に腰が動いた。

「もう我慢できない？」

「だって……」

　クスッと笑った彰史の下肢も、さきほどから芯を持っているのは気づいていた。

　まだ完全に硬くなっているわけではないが、そこは盛り上がっていることが目視でわかり、スラックスの中では苦しそうに見える。

　美紅は、わざとらしく腰を押しつけ、丸見えになっているショーツ越しに下肢をこすり合わせた。

「……っ！　今夜はやけに積極的だね」

　熱い息を吐き捨てるようにした唇が弧を描き、彼の瞳に灯っていた欲が色濃くなる。それだけで美紅の腰が震えそうだった。

「だめ……？」

「いや、大歓迎だよ」

　グッと腰を押しつけられ、密着感が増す。

　雄の顔を向けてくる彰史の視線に、胸の奥がキュンと高鳴った。

「んっ……」

　敏感な場所に硬いものが当たる。淡い刺激はじれったさを大きくし、ますます腰が揺れてしまう。

　いやらしいことをしている自覚はあるのに、興奮のせいか止められなかった。胸を弄んだままの彼も、腰を軽く動かし続けていた。

　彰史の左手が背後に回り、ブラのホックを難なく外される。途端、締めつけから解放された胸が、弾けるようにぷるんと揺れた。

　早く直接触れてほしくて、鼓動が忙しない音を立てている。

「ね……早く、触って……」

　吐息混じりにねだると、彼がうっすらと嗤った。

「仰せのままに」

　わざとらしい言葉遣いも、肩から下ろされた白衣も、美紅に期待感を抱かせる。ようやく素肌に喜悦を与えてもらえると思うと、蜜口がキュッとすぼまった。

　大きな手がブラの下に差し込まれ、弾力を確かめるようにじっくりと揉む。手のひらに蕾が当たるたび、芯を持っていくのがわかった。

「ぁっ……ふっ……んんっ！」

　唐突に小さな果実をギュッと摘ままれ、痛みを孕んだ淫蕩な刺激が走った。付け根を絞るように揉み込まれ、気まぐれに先端部分を転がされ、全身が粟立つ。

「美紅は、付け根のあたりと先端をいじめられるのが好きだよね」

　丹念な愛撫によって、身体は彰史を受け入れられるように作り上げられていく。まだ直接触れられているのは胸だけなのに、下肢も自ら準備しようとしていた。

「このまま続ける？　それとも、口で可愛がってほしい？」

「アッ……口で、して……」

「どんな風に？」

　身体を重ねる時だけに見える意地悪は健在で、美紅は羞恥で耳まで熱くなった。

　それでも、言わなければこのまま焦らされることを知っているため、眉を寄せながらも口を開く。

「舐めて……優しく、噛んで……」

「淫らなおねだりだね。でも、上手に甘えられていい子だ」

　揶揄するような声音から、甘いものに変わる。飴と鞭を使い分けるのが上手い彰史らしいやり方に、美紅の素直な身体は小さく震える。

「俺は今、手が離せないから、自分でブラを捲ってごらん」

　羞恥と期待。一瞬で後者が勝り、美紅は自らブラを持ち上げる。

　中途半端にしか見えていなかった豊満な胸が、彼の眼前に惜しみなくさらされた。

「そんなに待ち切れなかった？」

　今夜は、いつもほど焦らされているわけではない。にもかかわらず、心も身体も彰史を求めてやまず、今すぐにでも繋がりたい衝動に駆られる。

　そんな気持ちを隠すことなく小さく頷けば、瞳を緩めていた彼が赤い舌を伸ばした。

　ツン、と突起をつつかれて、腰がビクッと跳ねた。刹那的な刺激なのに気持ちよくて、思わず自分から胸を突き出してしまう。

　彰史にクスッと笑われたことには気づいたが、羞恥心すら薙ぎ払うほどの愛欲に負け、もうどうでもいいとすら思えた。

「もう硬いね。舌先で触れるだけでよくわかるよ」

　言うが早く、彼が小さな果実の根元をくるりと舌でたどった。甘切ない痺れに吐息混じりの甲高い声が漏れ、下肢をグイグイと押しつけてしまう。

　自分がどれだけいやらしいことをしているのかと考えると頭がクラクラするのに、正直な身体は欲望のままに動いてみせる。

　そんな美紅に満足げな笑みを零した彰史は、舌先で突起をほじくるようにグリグリと撫で回し、ちゅうぅっ……と吸い上げた。

　反射的に美紅の背中が反ったが、すかさず肩に左手を伸ばした彼がそれ以上逃げることを許さない。

　彰史は口腔に含んだ姫粒をじっくりと弄ぶ傍ら、右手ではもう片方の先端を器用にいじくっていた。

　絶え間なく与えられる悦楽が、美紅を追い詰めていく。淫らな刺激が気持ちよくて、密やかに震えている蜜口からは蜜が生成されていることを自覚する。

　腰が止まらないせいで、こすり合わせている下肢からは小さな水音が響き始め、淫蜜な空気がいっそう濃くなった。

「んあっ……！」

　唐突に美紅の望み通りに歯を立てた彼が、そのまま根元の部分を噛んだ。

　甘噛みより少し強く、けれど決して傷つけない程度に。それでいて、わずかな痛みを感じさせられる絶妙な刺激に、美紅がさらに甘えたような声を上げる。

　付け根を噛んだまま舌先で先端をくすぐられると、嬌声が止まらなくなった。

　密着している下肢からは、彰史の興奮が伝わってくる。さきほどよりも硬さを増した雄幹が、しっかりと欲望を主張していた。

「……美紅、立って」

「え……？」

　戸惑いながらも言う通りにすると、彰史も立ち上がり、美紅の身体を持ち上げてデスクに座らせた。困惑顔になった美紅は、彼の表情を確かめるために視線を上げる。

「……彰史さん？」

「脚、開いて」

　美紅の耳元に顔を近づけた彰史が、息が触れる距離で低く囁いた。その指示が、この次に起こることを示唆している。

「ほら、早く」

「う、うん……」

　中途半端なままの白衣もブラもそのままに、自らの手で両脚を開く。どれだけ興奮していても、他人には見せない場所を見せつけるような行為は羞恥心を煽った。

「すごいな……。普段の美紅とはイメージが違って興奮する」

　漆黒の総レースのブラとお揃いの、ショーツ。初めてつけた、ガーターベルト。

　今夜のランジェリーは、繊細な美しさとともに、艶麗で淫靡な雰囲気を纏っている。

　彰史は美紅の秘所をじっと見つめたまま、誘惑に乗るように手を伸ばした。

「はっ……ん、ッ」

　襞のすぐ横を指がたどり、ゆっくりと秘部をかたどっていく。まるで形を確かめるがごとく丁寧に動く指先に、美紅の意識が集中させられる。

　ひどくもどかしくて、愛欲が高まった身体が勝手に揺れそうになって。それをこらえるために緩く噛んだ唇からは、甘ったるい熱を孕んだ吐息が漏れた。

　ひとしきり指を遊ばせた彼は、レースの上から柔毛のあたりを撫で、下へと向かう。蜜口をくすぐるとまた上に戻り、小さな蕾を下から持ち上げるように押した。

「あんっ……！」

　レース越しの感触に、背筋が粟立つ。もどかしさを残しながらも鋭さを含んだ刺激に、内壁がぎゅうぅっ……とすぼまった。

　しばらくあわいを行き来していた指が不意に花芯の上で止まり、クルクルと回し始めた。

　弱い部分だけを確実に狙った行為が、苛烈な快感を呼び起こす。下着越しのもどかしさが苦しくて、甘い刺激に細い腰がゆらめく。

　嬌声も徐々に目立ち、こらえようとしても我慢できなくなっていった。

「ここ、硬くなってきたよ。下着の上からでも主張しているのがわかる」

　意地悪な声が鼓膜を突く。跪いて奉仕する彰史に秘芯をいじくられながら、「ほら、美紅もわかるだろう？」なんて訊かれると、喜悦がぶわっと膨れ上がった。

　彼は「すごく濡れてきた」と指摘し、ショーツのクロッチ部分をグイッと寄せた。

「おいしそうだ」

　嬉々とした声音が聞こえたかと思うと、次の瞬間には蜜口に指が軽く押し込まれてしまった。突然のことに背中が反り、デスクに置いている手に力がこもる。

　濡らした指先を蜜芯にあてがわれた時には、腰がビクビクと震えた。

「あっ……ふぁっ」

　直接施される愛撫は、これまでに与えられていたものよりも何倍も気持ちよくて、器用に動く指から生み出される愉悦に夢中になる。

　お尻を揺らせばクスリと笑われてしまったが、どれほどの痴態をさらしているのかを理解しながらも身体は止まらない。

　むしろ、もっと激しい刺激を欲している。

「彰史さっ……！」

「ん？」

　姫粒の上で轟く指は、次々と異なる愛撫を繰り出してくる。

　クルクルと捏ね、グッと押して。下から持ち上げ、ピンピンと弾いて。秘裂を押し広げるようにして包皮を剥くと、爪の先で緩く引っかいた。

「あぅっ、あんっ……ンッ」

　脆弱な蜜玉が赤く染まっていく。まるで、果実が食べ頃に向けて熟れていくように。

「美紅、このままでいいの？」

　手を休めることはせずに、意地悪な質問が投げかけられる。

　今でも気持ちいい。けれど、これ以上の快楽を知っているため、ここで満足することはできなかった。

　そして、欲するものを与えてもらうには言葉にするしかない。

「だめ……足りなっ……！」

「じゃあ、どうしてほしいの？」

「舐めて……ッ、ほしっ……！」

　最初の頃は、自らこんなはしたない懇願をする日が来るなんて想像できなかった。

　それなのに今は、簡単におねだりしてしまう。そうしなければひどく焦らされることを知っているし、彰史がなにを求めているのかもよく理解しているからだ。

「いい子だ。お望み通り舐めてあげるから、もっと乱れてみせて」

　言うが早く、彼が秘部に顔を埋めた。布越しに吐息が触れたのを感じた刹那、剥き出しになったあわいを舐め上げられた。

「はぁんっ……！」

　鋭利な感覚が走り抜ける。指で弄ばれていた時なんか比べ物にならないほどの甘美な刺激が、一気に押し寄せてくる。

　蜜口に差し込まれた舌が蜜を掬い取り、そのまま襞を丹念に愛でてくる。じっくりと舐め尽くすと、今度は花芽をツンツンと突いた。

　蕾の根元をほじくるように舌が這い、突起の先っぽにたどりつく。ざらりとした肉塊が押しつけられると、全身がじんじんと痺れた。

　小さな真珠を唇で覆い尽くしては吸い上げられ、舌先でクリクリとくすぐられる。裏側から持ち上げるように舐められると、もうたまらなかった。

　器用に蜜粒を嬲る彰史の舌の熱と感触に、心も身体も堕ちていく。

　甘切ない悦楽に抗えない美紅は、最初の高みに向けて確実に昇り始めていた。

　あと一歩。もう少しすれば、あの激しい波に飲み込まれる。

　少しだけ怖いのに、素直な身体は小刻みに揺らめき、自ら駆けていこうとしている。

「んっ……アッ、だめっ……イっちゃ……」

　反射で腰を引こうとした直後、彼が美紅の臀部をグッと掴み、パンパンに膨れた秘玉をちゅうぅっ……と吸い上げた。

「……ぅ、ッ……ああぁぁぁっ──」

　四肢が強張り、下肢から頭のてっぺんまでが麻痺したように激しく強張る。

　甘い毒のような法悦に、美紅の身体は為す術もなく果てた。

　

　白んでいた視界が、少しずつ晴れていく。

　乱れた呼吸はまだ落ち着かなかったが、彰史が肩を抱くようにして身体を支えてくれていることに気づいた。

　こめかみや瞼にくちづけられる感覚に、ふと小さな笑みが零れる。幸福感に包まれて胸の奥が温かくなると、唇にもキスが落とされた。

　グッと抱きしめられて、秘部に彼の下肢が当たる。

　彰史の欲望はさきほどとは比べ物にならないほど硬く反り勃ち、密着している部分のスラックスは下肢を押しつけ合っていたせいか美紅の蜜で色が変わっていた。

「美紅……挿れたい」

　今夜はまだ、隘路を解されていない。けれど、彼と自分の愛欲が重なったことが嬉しくて、同じ気持ちであることを伝えるように抱きついた。

「うん……。私も挿れてほしい」

　ようやく整い始めた呼吸に吐息が混じり、甘ったるい懇願が彰史の鼓膜を撫でる。

　刹那、彼は性急にベルトを外して前を寛がせ、ボクサーパンツを押し上げていた屹立を出した。下腹部につきそうなほど獰猛な姿をしたそこに、手早く薄膜が被される。

　一連の動作に釘づけになっていると、彰史がデスクから下ろした美紅の身体を翻した。

「えっ？　後ろからするの……？」

「この方が仕事中みたいだろう？」

　白衣に合わせた設定は、まだ活かされているらしい。

　戸惑った美紅を余所に、彼は後ろから覆い被さってきた。秘部に硬いものがあてがわれ、意図せずに吐息が漏れる。

　蜜口に先端が触れた直後、グッと腰を押しつけられた。

「んっ……」

　まだ解されていない蜜筒を押し広げられる感覚に、思わず息を詰めてしまう。甘苦しさと期待感に、蜜壺がきゅうっと轟いた。

「ハッ……！　こら、力を抜いて」

「アッ……だって、ッ、ん……」

　優しくたしなめられても、まだ慣らされていない柔襞は勝手にすぼまってしまう。

　抵抗したいわけではない。それなのに、許容できる以上の質量が挿ってくる感覚に苦しげな蜜壁は、どこか戸惑っているようでもあった。

「痛い？」

「ううん……。ちょっと苦しいけど、大丈夫、だよ……」

「今日は慣らしていないからね」

　自嘲気味な笑いが混じった言葉に相槌を打ちつつも、なんとか息を吐く。

「でも、早く俺を受け入れて」

　あまり余裕がなさそうな声音に、背筋がゾクリと震える。

　彰史の興奮が伝わってくると美紅の興奮も増し、彼を早く受け入れたくて仕方がなくなってしまった。

「強くしていい、から……全部、挿れて？」

「ッ……！」

　蠱惑的な誘惑に、雄杭が膨張したのがわかった。快感を噛み殺したような彰史の呼気が背中に触れ、四肢にギュッと力がこもる。

「そういう可愛いことを言うと、めちゃくちゃにしたくなるんだけど」

　劣情を纏った囁きに、愛おしさが膨らむ。

　美紅は振り返ると、苦しい体勢も厭わずに彼の唇を奪った。

「彰史先生の好きにしてください」

「……ああ、もうっ……！」

　可愛過ぎて困る、と言われた気がしたけれど。直後には強引に腰を打ちつけられたせいで、その言葉をきちんと聞くことはできなかった。

「ああぁっ……！」

　抵抗を見せる柔襞をこじ開けられる感覚に、両脚が震える。

　まだ挿入されたばかりなのに立っているのがやっとで、油断すれば膝から崩れ落ちてしまいそうだった。

　彰史は細く長く息を吐きながら、姫洞と雄芯をなじませるように腰を動かしている。ゆるゆるとした律動だったが、美紅はそんな動きにすら嬌声を漏らす。

「美紅、ここでするのは初めてだって気づいている？」

　指摘されて、そういえば……と思う。寝室を始め、リビングやキッチン、バスルームでも抱き合ったが、書斎で身体を重ねたことはない。

　美紅自身、彼が書斎として使っている部屋でこんなことをするなんて考えたことはなかったし、なんだかいけないことをしている気分になる。

　彰史も同じなのか、「興奮するね」と囁きながら腰をクイッと突き上げた。

「ん、あっ」

　剛直が自分自身に馴染んでいくのがわかって、悦びに包まれる。

　もっと強い悦楽を知っている美紅の身体はすぐに物足りなくなってしまい、気づけば自ら腰を揺らめかせていた。

「美紅……っ、腰が揺れているよ……」

　ハッ、と息を吐いた彼の言葉が、いたずらに鼓膜をくすぐる。耳殻にチュッとくちづけられ、つい腰をくねらせてしまった。

「思い切り突いてもいい？」

　何度か小さく頷いたが、彰史の動きは緩慢なままで、もどかしさが募っていく。

「美紅のナカを掻きむしって、グチャグチャに混ぜて……奥をじっくりいじめて、たくさんイかせるんだよ？」

「ぁぅ……んっ……いい、よ……」

　荒くなっていく呼吸の合間に答え、急かすようにお尻を押しつける。密着している結合部がより強く当たり、蜜襞がキュンキュンと震えた。

「やめてって言っても、やめてあげられないよ？」

　意地悪な囁きが美紅を責める。けれど今は、早く大きな快楽を与えてほしくて、その言葉をしっかりと噛み砕く余裕はなかった。

「いい、からぁ……はやくっ……！」

　腰を掴まれている美紅は、立ったまま背後から挿入されていることもあって満足に動けない。焦れ過ぎた身体が限界を訴え、淫靡な願いを口にした。

　彰史がふっと笑みを零したのが、雰囲気でわかった。

　直後、中途半端な場所を解していた猛々しい楔が、最奥をめがける勢いでガツンッと打ちつけられた。

「ふっ……!?　ああぁっ！」

　甘い電流が脳天を突き抜け、全身が痛いくらいに痺れる。

　彼は、間を置かずに腰を引き、襞を搔きむしるように抽挿を始めた。

　獰猛な欲望で収縮する内壁をこすり、奥を突いては入り口に戻っていく。

　ぬかるみは刀身を柔らかく包み、勝手にぎゅうぎゅうと揉み込む。まるで雄の欲を食い尽くそうとするかのように、おいしそうに嬉しそうに食い締めた。

「ハッ……くっ！　美紅、ッ……気持ちいい？」

　荒々しく息を吐きながら、彰史が雄刀を怒涛の勢いで抜き差しする。下肢がぶつかり合うたびにパンッパンッと生々しい音が響き、その激しさを物語っていた。

「あんっ、いいっ……！　気持ち、いっ……」

　緩い律動とは比べ物にならないほどの動きに、心も身体も陶酔する。

　濁流のごとく激情が押し寄せてくるたびに、高みに一歩一歩近づく感覚が鮮明になる。

　気持ちよさと甘苦しさの間で、脳が酩酊したようにクラクラと揺れていた。

　快感だけに集中していると、腰を掴んでいた彼の手が胸元に伸びてきて、律動に合わせて躍っていた双丘を揉みしだき始めた。

　少し強めに押し潰すようにされ、微かな痛みが混じる。直後、先端についた小さな飾りを摘ままれ、淫悦が膨れ上がった。

「ひぅっ」

　ツンと尖り切った果実は、些細な感覚もしっかりと受け取る。鋭敏なそこを捏ね回されると連動するように蜜路が戦慄き、太く逞しい雄塊をきゅうきゅうと締め上げた。

　きつくすぼまるたびに怒張の形をくっきりと感じ、身体が悦んでいるのがわかる。

　姫襞を掻きむしられ、グチャグチャに掻き回されるのは気持ちよくてたまらなかった。

「ぅあっ、はあっ、アンッ！　ァ、だめっ……もう……」

　早くも限界が見え始め、鼻にかかるような甘えた声で訴える。

　すると、彰史はいっそう激しく腰を打ちつけ、最奥をガンガンと穿った。

　充溢した熱塊が、縦横無尽に隘路を蹂躙する。撹拌された愛液がどんどん溢れ、太ももを伝って垂れていった。

　彰史の汗が背中に落ちてくる。そのわずかな感触にも情けない声が漏れ、もっと深い法悦をねだるようにお尻を揺らした。

「ハッ、っ……」

「イっ……だめ、ッ……イっちゃ……！」

「ん……ッ、俺も、そろそろ……！」

　首を横に振る美紅に、彼も熱い息を吐き出す。うなじに当たったそれに背筋がゾクゾクと震え、逞しい身体が伸しかかってきた。

　逃げ場がない状況と突き上げてくる喜悦。すさまじい速度で絶頂が近づいてくる。

　自身の背中と彰史の胸板がこすれ合い、身体がさらに前に倒れ込む。デスクで胸が押し潰されて、律動のリズムに合わせて胸の尖りまで刺激された。

　ガツンッ──と音が鳴りそうなほどの勢いで、怒涛の責めが繰り広げられる。限界間近だった美紅の身体は、為す術もなくすべてを甘受するしかない。

　膨らみ過ぎた滾りで最奥を容赦なく穿たれると、もうどうしようもなくて。

「アッ、あんっ、ひっ……！　あああぁぁぁぁっ──！」

　瞼の裏が閃光を浴びたように明滅し、気持ちいいのか苦しいのかわからないまま最果てへと押し上げられた。

「んっ、ふっ、アァッ……」

　それなのに、まだ蜜襞をこすり上げられ、身体が勝手に逃げようと腰を引いてしまう。

　ただ、彰史がそれを許すはずがなく、肩を押さえつけられながらさらに激しく奥を突かれた。数回腰を打ちつけた彼が、苦しげに息を吐き捨てる。

「ぅ、ッ……クッ……ぅあっ！」

　刹那、彰史は噛み殺すような声とともに欲望を迸らせた。

　体内に埋め込まれた熱芯が、ビクンッ、ビクッ……と戦慄いている。

　そのわずかな振動すら心地好くて、美紅は彼の熱を感じながらうっとりとしたように吐息を漏らした。

　

　彰史の呼吸が落ち着き始めると、彼は美紅の背中に唇を落とした。

　繋がったままの結合部をより密着させるように腰を押しつけられ、無防備な肌にくちづけられると、素直な蜜洞が勝手に蠢動する。

　妖艶な吐息を零す美紅の背後で、彰史も気持ちよさそうに息を吐いた。

「あっ……彰史さんの、また……」

　欲を発したばかりの雄幹が、いつしか硬さを纏い出す。それに気づいた美紅に、彼がふっと笑った。

「美紅のナカが気持ちよくてたまらないからだよ。ほら、わかる？　俺の、またここで出したいって言っているみたいだろう？」

　いやらしい言葉に、心が震える。次の瞬間には、もう他のことは考えられなかった。

「もう一回、いいよね？」

「うん……」

　彰史は名残惜しそうに昂ぶりを抜くと、精を吐き出した薄膜を外し、新しいものに付け替えていた。美紅はその間になんとか立ち上がり、準備を整えた彼に抱きつく。

「ねぇ、彰史さん……今度は私がしたいな……」

「え？」

「だめ？」

「だめなわけがないだろう」

　彰史の瞳が嬉しそうに弧を描く。期待と熱を混じらせた雄臭い双眸に、身体がゾクリと粟立った。

「そのまま寝転んでくれる？」

　白衣も服もそのままの彼が、フローリングの上に仰向けになる。

「痛かったり寒かったりしない？」

「いや、平気だよ。むしろ、暑いくらいだ」

　額や首筋に汗が伝う彰史と同じように、美紅の肌も汗ばんでいる。

　いっそすべてを剥ぎたかったが、美紅は中途半端に乱れた白衣は脱がずに彼を跨ぎ、ショーツに手をかけた。

　彰史に見せつけるように左脚からショーツを抜き、右脚から取り去る。黒いレースをそっと落とすと、おずおずと彼を見つめた。

「壮観だね」

　劣情を灯した目が美紅を射抜く。

　普段なら、きっとこんなことはできない。今だって、恥ずかしさでドキドキしている。

　それでも、初めてガーターベルトをつけたことや彰史の誕生日であること、そして拭い切れない燈子への対抗心が、美紅を大胆にさせた。

「挿れるね？」

　美紅は上手く返事ができないことを隠すように告げ、彼の分身に手を添える。美紅の手に応えるように、硬く膨らんだ剛直がピクッと動いた。

　秘裂に雄幹を押し当て、ゆるゆると腰を揺らめかせる。両手を硬い腹部につけて動くと甘い感覚が走り、グズグズにとろけている秘所がはくはくと震えた。

「こら……焦らさないで」

　たしなめる声とともに、困り顔で微笑が零される。言葉通り焦れているらしい彰史が、腰をグッと押しつけてきた。

「んんっ」

　自分のペースで身体を躍らせていた美紅は、鋭利になった刺激に眉根を寄せる。彼は熱い息を吐きながら、怒張を滑らせてきた。

　クチュクチュと粘膜が摩擦される音が鼓膜をくすぐる。魅惑的な誘惑のようで、美紅の腰がいっそう激しく動いた。

「ほら、早く美紅のナカに挿れさせて」

「ぅ、うん……ッ」

　再び雄々しい昂ぶりを手にした美紅は、先端を秘孔に当てる。そのままゆっくりと腰を沈めていくと、圧迫感に息を詰めそうになった。

　つい数分前まで逞しい欲望を受け入れていたのに、隘路はもう狭くなっている。けれど、さきほどよりも抵抗はなく、ぬかるみは歓待するように熱杭を呑み込んでいった。

「あっ、はぁっ……ッ、ぅんっ」

　襞が滾りにしがみつき、きゅうきゅうと轟く。

「クッ……！」

「動く、ね？」

「……ん」

　荒々しい息を吐いた彰史に唇に触れるだけのキスを落とすと、彼は甘ったるい笑みを湛えた。緩められた瞳に愛おしいと言われているみたいで、胸の奥がキュンと高鳴った。

　もっと喜んでほしくて、そっと腰を持ち上げる。

　次いでゆっくりとお尻を落とし、雄の軸で姫襞を掻いた。

　乱れた白衣、丸見えの結合部、そしてガーターベルト。

　淫靡な姿を惜しみなくさらす美紅に、雄の欲を孕ませた双眸が突き刺さる。

　彰史は美紅の一挙手一投足を見逃さないと言わんばかりに、眇めた目で美紅の淫らな行為を見つめている。

　愛欲に塗れた視線に、ドキドキさせられる。まるでひとり遊びを見せつけているようで、押し込めたはずの羞恥がまたしても顔を覗かせてきた。

「ふっ、アッ……」

　恥ずかしさをこらえ、全身で前後左右に動いては快楽を貪る。

　彼にも感じてもらえるように、できるだけ奥深くまで迎え入れては腰を大きく回した。

　彰史は眉根を寄せながらも、まだ余裕が窺える。彼にとって美紅の律動は緩慢なのか、うっすらと嗤っていた。

　もっと感じてほしい。理性を保てないくらいとろけてほしい。

　自分がいつも夢中にさせられるように、彰史にも愉悦に塗れてほしい。

　いやらしい願いが脳内を駆け巡ると、腰つきはさらに激しさを増す。余裕そうな彼の表情を少しでも崩したくて、性急にシャツのボタンを外していく。

　手が入るだけ布をはだけさせると、隆起した胸板を撫でて小さな突起を探り当て、指先で弄んだ。

　その瞬間、灼熱の雄刀がビクンッ……と脈打って膨張した。

「ウッ、ァッ……！」

　悦楽を噛み殺すような顔と低い声に、背筋が震える。どこか嗜虐的な感情を抱き、腰を振りながら尖りをいじくった。

「……ッ、こら、っ……美紅……」

「あっ！　だめ……ッ」

　彰史が苦しげにたしなめ、たわわに実った膨らみを掴んでくる。美紅の愛撫を真似るように姫粒を摘まむと、キュッと下に向けて引っ張った。

　美紅が負けじと捏ね回せば、同じ動きが返ってくる。

　引っ張れば引っ張られ、クリクリと捏ねれば捏ねられて。爪で甘く引っかけば引っかかれ、指の腹をこすり合わせれば押し潰すようにこすられた。

「美紅……自分が好きな触り方、しているよね？」

　荒々しい呼気が混じった低い声に、かあっと顔が熱くなる。

　いつの間にか、無意識のうちに自分の好みをさらしていたらしく、それを指摘されて恥ずかしくてたまらなかった。

「でも、こっちは真似できない……かな？」

「ひぅっ……!?」

　唐突に淫芽を捕らえられ、背中が大きく仰け反った。

　悪戯な笑みを浮かべた彼が、真っ赤に膨れた蜜芯の上で指先を遊ばせる。その喜悦は苛烈さを極め、美紅は全身に力を込めて戦慄いた。

「ああぁっ！　あぅっ、ふぁっ……」

　自分が主導権を握っていたはずだったのに、一気に形勢逆転してしまう。

　脆弱な粒をいたぶられるとひとたまりもないのは、彰史も美紅もよく知っている。

　彼は嬉々とした眼差しで美紅を見上げ、親指の腹で秘玉を器用に転がし、執拗に嬲った。

　甘苦しい痺れが押し寄せ、美紅を愉悦の波で包んでしまう。反射で屹立を食いしばると、彰史が腰を突き上げてきた。

「あんっ」

　今まで下肢だけは動かさずにいた彼の責めが始まる予感がする。

　攻守が交代したのを美紅が把握するよりも早く、甘美な刺激を一気に与えられた。

　怒涛の勢いで淫道が穿たれる。

　蜜壁をこすり、柔らかな襞を一枚ずつ剥がすように引っかいて。愛蜜をグチャグチャに攪拌しては掻き出し、姫洞を我が物顔で蹂躙していく。

　蜜筒はさらにとろけ、程なくしてまるで煮崩れたようにグズグズになった。

　自分も動きたいのに、外側と内側の弱い場所を一気に嬲られると、されるがままになってしまう。

　手は身体を支えるだけで精一杯で、愛撫を繰り出すことができない。せめて少しでも対抗しようと揺らしている腰は、甘苦しさに負けて今にも引けてしまいそうだった。

　蜜核は痛いくらいに膨れているのに、グリグリと捏ね繰り回されると息を合わせるように腰が動く。姫筒も同様で、休むことなく嬉しそうに収縮し続けている。

　それは全身で雄の欲を食い尽くそうとするようでもあり、あさましくて淫らな姿をさらけ出していることを自覚する。

　それでも、羞恥も恥辱もどうでもよくなるほどの喜悦に襲われているうちに、心も身体も彰史に陶酔していった。

「そろそろ、ッ……かな」

「んっ……イっちゃ……も、だめ……」

「あと少し、我慢して……ッ」

　言うが早くガツンッ……と腰を突き上げられ、瞼の裏が明滅する。

　激しい光に視界が真っ白になった刹那。

「やあぁぁぁぁっ！」

　思考を置いて身体が昇り詰めてしまったことに気づいたが、もう遅い。

　無抵抗のまま高みにたどりつき、全身が数回大きく跳ねた。

「……ああ、イっちゃった、ね？」

　意地悪な声音で揶揄され、声にならない声で「ごめんなさい……」と零す。

　彼は特に気を悪くする素振りもないどころか、むしろ楽しそうに「いいよ」と嗤った。

「はぁんっ……」

　数秒後、上半身を起こした彰史が美紅の背中を撫で、そのまま手を下ろしてまろみを帯びた双丘をグッと掴んだ。

　必然的に下肢がぴたりとくっつき、最奥を抉るようにグリグリと腰を押しつけられる。

「ふぁっ……？　まっ、て……！　いま、イって……」

　頂きから下りてこられていない美紅の身体は、勝手に逃げようとする。

　ところが、臀部を両手で固定されているせいで逃げ場はなく、小さな子どものようにもがいただけだった。

「やぁっ……やめ、ッ……」

「だめだよ。さっき言っただろう？」

　対面にいる彼が、うっとりとしたように微笑んだ。

「やめてって言っても、やめてあげられないよ……って」

　耳元で低く囁いた彰史は、美紅の耳朶に舌を這わせてくつくつと嗤う。愉しげでいて雄臭い声に、どうしようもなく胸が締めつけられた。

　爪先が丸まり、縋るように彼の首に手を回す。もう限界を迎えた身体は疲労感でいっぱいなのに、蜜欲が溢れ出した気がした。

「彰史さんがイくまで、頑張る……ね」

　健気な言葉を聞いた剛直がビクンッと震える。

「ッ……！」

「あんっ」

「……今のは美紅が悪い」

　グッと眉を寄せた彰史は、獰猛な肉食獣のような瞳で美紅を見据えた。

　交わった視線が言葉よりも雄弁に欲望を語り、互いに下肢を押しつける。

　あとはもう、身体で伝え合うだけで充分だった。

　最奥をこじ開けるがごとくガツガツと穿ってくる彰史に応え、美紅も必死にしがみついて腰を躍らせる。

　中途半端に引っかかっている白衣が邪魔で仕方がないのに、密着すればするほど彼の服で胸の飾りがこすれて快感が芽吹き、全身に甘苦しい痺れが駆け回った。

　下腹部からせり上がってくる快楽をなんとか押しとどめようとしても、自分の意思ではどうすることもできない。

　せめて一緒に果てたくて、彰史の上で無我夢中で動いた。

「美紅っ……」

「あき、ふみさっ……！　もう……」

「ん、ッ……ハッ、わかってる……っ」

　余裕のない口調で吐いた彼が、美紅の後頭部を掴むようにして顔を近づける。唇を奪うと一気に差し込んだ舌で美紅の舌を探り当て、たったの数秒で捉えた。

　美紅の声がくぐもる。

　それすらも飲み込むような深いキスに法悦が膨れ上がり、柔壁が熱芯をぎゅうぅっ……と食い締めた。

　律動が苛烈さを増し、瞬く間に美紅を追い詰める。

「ふうぅぅぅぅッ──！」

　嬌声を奪われた美紅は、仰け反ることもできないままに絶頂する。

　四肢に電流が走ったようにガクガクと震え、姫筒が激しく蠢動した。

「クッ……ぅ、あぁっ……！」

　直後、彰史が奥を二、三度突き上げた。

　ぶるっ……と大きく胴震いした彼が声を噛み殺し、薄膜越しに飛沫を放出する。

　熱刀がビクビクッと跳ね、一滴も残さずに白濁を吐き出す。美紅はその感覚を鮮明に感じて、うっとりとしたような吐息を漏らした。

「美紅……愛しているよ」

「私も、愛してる……」

　乱れた呼吸のままに想いを再確認し合ったふたりは、穏やかな心持ちで微笑み合う。

　そして、静かにキスを交わした──。








エピローグ








　静寂に包まれた寝室のベッドで、美紅をそっと抱き寄せる。

　書斎で抱き合い、汗と体液で汚れた身体をシャワーで洗い流して寝室に移動したのは、まだ十五分ほど前のこと。

　彼女はよほど疲れたのか、そのあとすぐに眠ってしまった。

　あわよくばバスルームでも美紅を抱くつもりだったが、フラフラの彼女を前にさすがに自重した。

　今夜はいつも以上に大胆で魅惑的だった妻に対する欲がまだ溢れそうだったことは、平静の笑みで隠して……。

（ここ最近は色々あったな……）

　事の発端は、休日に美紅と出かけた時のこと。

　なんでもないようなデートに喜ぶ美紅の隣で幸福感を抱きながら過ごしていると、たまたま福留燈子に会った。

　燈子とは大学時代の同級生で、元恋人という関係性でもあった。

　大学生らしい人並みの交際を続けていたが、彰史が大学院に進んだのに対し、彼女は就職し、そこから少しずつすれ違いが生じて別れた。

　出会いも交際中も別れ方すらも、特に珍しくもないパターン。

　それからは疎遠になり、特に会うこともなかったが、この春に仕事を介して再会した。

　とはいえ、彰史自身が直接的に燈子と関わることはない予定だったし、再会した時には彼女も社会人として大人の対応を見せていた。

　ところが、あの六本木での鉢合わせを機に、なぜか燈子は広報課の担当者ではなく、彰史に連絡してくるようになったのだ。

　最初は『担当者のことで相談がある』という内容だった。

　なにかあったのかと思えば、当たり障りのない話ばかり。そんな彼女に困惑しなかったと言えば嘘になる。

　しかし、広報課の担当者は癖のある男性だというのも知っていたため、あまり無下にもできなかった。

　燈子の話のすべてが嘘だったとまでは言わないが、今にして思えば連絡を取る口実だったのだろう。平日の深夜近くや土日にも電話がかかってくることが増え、相談というには非常識な部分があったからである。

　ただ、その時にも強く拒絶し切れなかったのは、社内で流れていた噂を耳にしたから。

　婚約していた男性が浮気をしたことにより、彼女は婚約破棄をしたばかりだ──と。

　噂というのは勝手なもので、根も葉もないものも一緒について回る。

　中には、燈子にもそういう相手がいたのでは……とまで言い出す社員まで出始め、彼女はシブサワ堂で肩身が狭そうにしていた。

　詳細は知らないが、相手の男性は燈子の同僚で、その浮気相手は彼女の後輩だったそうだ。

　それだけでもいたたまれないのに、プライベートなことが自社だけではなく取引先でも噂になっているなんて、つらいに違いない。

　そう思うと、元カノという以前に友人だった燈子を突き離せなかった。

　しかし、そのせいで美紅を傷つけてしまった。

　もちろん、配慮しているつもりではあったし、やましいことはなにひとつない。

　ただ、美紅は彰史が席を外したカフェで燈子から色々と言われていたらしく、美紅にとっては不安や不満を煽られる要素は充分にあったのだ。

　美紅の気持ちがもう落ち着いていることはわかっているが、自分の配慮が足りずに彼女を傷つけてしまった事実は変わらない。

　美紅の前ではどんなに余裕ぶっていても、結局はこのザマである。

（こんなことで美紅を傷つけてしまうなんて本当に情けないな……）

　一方で、素直に嫉妬を見せてくれた美紅が可愛くて仕方がなく、燈子にはっきりと気持ちを告げた姿には惚れ惚れしてしまったほどだ。

　正直なところ、浮かれたくなるくらいには嬉しくもあった。

　そういう身勝手な自分自身に対して、どうしようもないな……と思うが、嫉妬なら自分だってした。

　麻紀のウェディングパーティーの帰りに、美紅が出席者らしき男性から声をかけられていたところを見た瞬間は、全身が苛立ちと嫉妬に包まれていくようだった。

　あの時には彼女と仲直りすることが先決だと思い、負の感情を飲み下したものの、思い出すと腹が立つ。

　大事な妻をナンパした男の前で、美紅は自分のものだと宣言しておけばよかった……と本気で考えているあたり、本当にどうしようもないな、と苦笑が漏れる。

　それでも、彼女のことになれば形振り構っていられなくなるのだ。

　だからこそ、美紅と無事に話し合いができたことにホッとしている。

　喧嘩が一概に悪いことだとは言わない。それを経て築く関係性や強くなっていく絆はあるだろうし、時には必要なことではあるのだろう。

　とはいえ、彼女との間に流れていたぎこちない空気は気分を沈ませ、どうにも居心地が悪かった。あんな雰囲気はできれば味わいたくはないものだ。

　なによりも、世界で一番大切な美紅のことを傷つけたくはない。

「これからはもっと大事にするよ」

　けれど、夫婦の絆というのはこうして作っていくのだろうな……とも感じ、自身の未熟さを反省しながら眠りに就いた。





＊　＊　＊






　数日後の日曜日。

　彰史と美紅は、リビングの一角で掃除に勤しんでいた。

　あと三ヶ月もすればこの家を離れて新居に移るため、今日から少しずつ断捨離と荷造りを始めることにしたのだ。

　荷造りには少々早いが、普段使わないものや冬服なら段ボールに入れてしまっても問題はない。そうすることによって断捨離も捗る……という目論見もあった。

　自室と書斎はそれぞれが担当し、共有スペースは分担することになっている。

　キッチンなどは彼女が家事とパートの合間を縫って整理してくれるらしいが、それも協力して片付けていくつもりではある。

「このゲームはもういらないな。随分使っていないし、この機会に売るか誰かに譲るよ」

　美紅はこの家に住んで三年に満たないが、彰史はその倍以上は住んでいるため、自分の私物の方が圧倒的に多い。

　しばらく使用していないものも少なくはなく、リビングのテレビ台の下に入れていたゲーム機を最後に使った日は思い出せないほどだ。

　彰史が『売却』と書いたメモが貼られた段ボールにゲーム機やソフトを入れると、彼女が「本当に使わないの？」と心配そうにする。

「俺がゲームしているところ、見たことがないだろう？」

　学生時代には友人たちとよく遊んだものだが、そういう機会はもうないだろう。

　社会人になってからはたまに暇潰しに使うことはあったものの、いつからか見向きもせずにしまいこんでいたくらいだ。

「結婚前もたまにしかしていなかったが、あまり興味がなくなったんだ。それに、ゲームをするよりも、美紅とデートをする方がいいからね」

　はにかむように笑った美紅が、「彰史さんがいいならいいの」と頷く。

「私はデートしてもらえるなら嬉しいし」

　可愛らしい主張に、なんだか面映ゆい気持ちにさせられる。思わず唇にくちづければ、彼女もキスを返してくれた。

「あ、これ以上はだめだよ？　今日はリビングの四分の一を片付けるんだからね？」

　細い腰を引き寄せるようにすると、美紅にたしなめられてしまう。

　両手でやんわりと胸元を押してきた彼女を前に、肩透かしを食らった気分になった。

「わかっているよ。続きは夜に、ね」

　悔しさを笑顔で隠し、耳元で囁いて耳殻にチュッとくちづける。

「ひゃっ……！　もうっ、彰史さん！」

　美紅は頬を赤くして眉を寄せ、拗ねたような表情で彰史から距離を取った。

　わかりやすい態度に、思わず笑ってしまう。

　しばらくは警戒心を見せるように少し離れて作業をしていた彼女だったが、不意に「あっ」と楽しげな声を上げた。

「見て、彰史さん。去年の京きょう都と旅行の写真だよ！」

　手にしたアルバムを広げた美紅の嬉しそうな横顔に、つられて笑みが零れる。

　さきほどはたしなめてきた彼女は、それを忘れたかのようにアルバムを捲っていった。

　写真はすべてスマホとパソコンに保存してあるが、旅行や記念日の時に撮ったものは美紅がプリントアウトしてアルバムにも保管しているのだ。

　しかも、旅先で巡った観光地の入場券や食事の写真も一緒に貼ったり、コメントまで添えてあったりと、なかなかの手の込みようである。

　時々ふたりでこのアルバムを眺めるのが、楽しみのひとつでもあった。

「なんだか懐かしいね。あれから一年になるんだよね」

　互いの誕生日祝いを兼ねた京都旅行に行ったのは、ちょうど昨年のこれくらいの時期だった。急に思い立ったが、いい宿が取れたこともあって一泊二日の旅行を満喫した。

「ああ。あの時は一年後なんてまだ先のような気がしていたが、振り返ってみればあっという間だった気がするよ」

　相槌を打った彼女が、「また行きたいね」と微笑む。

「そうだね。あれから旅行はできていないし、落ち着いたらどこかに行こうか」

　日帰り旅行がてらドライブに行くことはあったが、しばらくは新居のことでバタバタしていて旅行どころではなかった。荷造りはまだこれからで、引っ越しは夏の予定だし、まだまだ忙しくなるのは想像に容易い。

「うん！　国内も海外も行きたいところがたくさんあるの」

　けれど、瞳を輝かせた美紅を見ていると、多少無理をしてでもどこかへ連れて行ってあげたいという気持ちにさせられる。

　彼女が喜んでくれるのなら、いくらでも尽くしたくなる。

（こういう気持ちを抱くなんて……昔は想像できなかったな）

　心がじんわりとした優しさに包まれるような、穏やかで温かい感覚。

　この感情に上手く名前をつけることはできないが、ひとつだけはっきりとわかっていることがある。

　美紅への愛おしさが尽きることはない──と。

　結婚した時よりも、昨年の京都旅行の時よりも、愛情が募っている。

　あの頃も愛おしくて仕方がなかったはずなのに、今はもっと想いが膨らんでいるのだ。

　きっと、これからもこうして愛情が育まれていくのだろう。

　一人暮らしの期間よりも美紅と住んだ時間の方が短いが、彼女との思い出が詰まっていると思うと、今の家を離れることにガラにもなく微かな寂しさを感じる。

　それでも、新居で美紅との思い出や時間を重ねていく日々を想像すれば、不思議とそんな気持ちは薄れ、新しい住処に移り住む日が楽しみだと思えた。

「ああ。国内も海外も色々なところに行こう。アルバムが溢れて困るくらいの思い出を、これからもふたりで作っていきたいね」

　彰史の言葉に、彼女が幸せそうに瞳を緩める。

　微笑み合って唇を重ねると、柔和な幸福感が胸いっぱいに広がった──。
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　こんにちは、桜さくら月づき海み羽うです。

『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい～秘めた執着、誓い合う蜜愛～』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

『三嶋夫妻』がまさかの四巻目です。担当様から続刊のお話をいただいた時、驚きと喜びと不安でいっぱいでしたが、また美紅と彰史を書くことができて嬉しく思います。

　このような素敵な機会をいただけたのは、『三嶋夫妻』を見守ってくださった方々のおかげです。そして、四巻も出せたことに一番驚いているのは、間違いなく私です……！

　

　今作では、ふたりが新居へ移る計画を立てたり、彰史の元カノが登場したり……。夫婦ものならではの生活感を出しつつ、少しだけスパイスも入れてみました。

　彰史に守られてきた美紅が少しだけ強くなったかな？　と感じてもらえるように、そしてこのふたりならではの雰囲気を大切にしながら甘さもたっぷり詰めたつもりです。

　四巻目ともなれば、美紅と彰史の夫婦としての仲が深まるのはもちろん、サブキャラたちも少しずつ成長したり生活が変わったり……というところも描きたかったので、麻紀の結婚を書けたのもよかったなと思っています。

　新居や麻紀の結婚については、四巻まで出させていただくことがなければ絶対に触れない部分でしたので、そういった意味でも楽しい執筆期間でした。

　ただ、やっぱりベッドシーンには悩まされて何度も書き直し、今作でもなかなか進まずに泣かされたので、さすがにそろそろ私も成長したいな……と思ってしまいました（笑）

　

　最後になりましたが、細やかなご指南をくださった担当様、『三嶋夫妻』の続刊の機会をくださった濃蜜ラブルージュ様、心よりお礼申し上げます。

　また、イラストを担当してくださったｒｅｒａ先生、今作でも色気たっぷりの素敵な表紙を描いてくださり、本当にありがとうございました。ご多忙の中、ずっと『三嶋夫妻』のイラストを担当していただき、とにかく感謝が尽きません。

　最後になりましたが、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いできることを願って、今後とも精進してまいります。






桜月海羽
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